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ア

アアチ(アァチ形)

明窓の lVIS,29,VI,Vi3Ⅰ･Vl125,

34ゥVlii･lX2王,Ⅹ13,33,Ⅹ134,Ⅹiil･ⅩlV

13,22,26,Ⅹv47

桑 の V33,Xi45

陸道の vl25,Vii2Ⅰ

天井 Xv47

河口の(西摩石環) ⅩV60,61

門口の i25,lVI8,Ⅰ9,29,VIO,Vl18,

vi133'Viii-1ⅩZI,Ⅹ13,Ⅹ134,Xii28,

Ⅹ111-XlVI3,22,26,ⅩV44,48,49,53･

55,57

ァァナンダ (阿難) 1120,Vili-ixI7,Ⅹii37

7アリア的風貌 ⅩiI5

7カンサス 1V8,9,VI9,32,35,ViT7

7クシルの塑像 iv8

7クーテレクの塑像 lV8,xil14

アシタ仙の散村(占相) il132,Vl17

ァシュヴァジ ト(阿拾婆閣) i1158

ァショカ (阿育)王 ii2Ⅰ･il145,Vi18,

vlll-ix34,40,Ⅹ34,Ⅹ.1.･Ⅹiv22,28

因縁 11145,Vl17,Ⅹi130,32,ⅩV45･

52,53

アシヨカ王桂 iIg,VilI

ァジアァタシャト/レ(阿閣世)王 vii4

アジァンクア石窟

ヴィハアラ洞 vi9

第 1洞 viq

第 2洞 v19,ⅩiiIj

第 3洞 v19

第 6洞 vl9

第 7洞 vi9

第 12洞 vl8

第 15洞 v19

第 16洞 v19

第 16,第17洞,悌偉匝 vii6

第 17洞 v33'V19

第 19洞 vi9

第 20洞 vl9

第 21洞 v19

第 23洞 vi9

第 24洞 vi6

第 26洞 vl9

チャイティア洞 v17

壁墓の柱頭師 V33

7スラ(アシュラ,阿修羅) 1V42,Vi43,

vll17,33,Vlll-ixIS,Ⅰ9,36,36

アッカン(恥 cklll,J･)

Leslte卯ehaologlq,uedeB石mtyan Vi

⊃

EoeLLt"･edelad占l占gcut'onarehaotogique

fllan,CaisBelもAfgha71istan xl14ナ5,
Ⅹ111-Ⅹ1V78

NoLLVellesrechelleheS arehaologiqueB a

Bあγもiy-all i142ゥV31,33,36,44,48,

V15, 6,vill･1ⅩIt

R50hBrChesaT･C的 togもQ,ueS丘 Ba,吻 qarh

V 34

Bep｡rlLIItO'Ldesmo7tnaieS a"eL'elm eS en

AF'(7hcmi如 n xll4

ァッヵン(Hackln,I,),カァル (Carl,J･),

NoL川elles reeherehesa7･ehgotoglque8品

B議77liyTm xl15,9,14

ァッヵ./(Hackln,J.), ゴダァル (Godard-

塑像 v4Ⅰ

奏;袈天人 viI7

ひるがへつた布)Jl(悌像頭部)vlii･ixIZ

俳優の足 くび Ⅹ117

アフガン派の影響 (太卒異君四年像) xi

IS

アマラアヴァティの石彫 iv8

アl)-マスジィドの塔 lVI

アルクン汗(碍華且部) ⅩvIOI

アルダシイルーイーバアベガアン Ⅹi14

阿育∃三一十アショカ王

阿捨婆閣→アシュヴアジ ト

阿閣世王･-アジャアクシャトル王

阿修羅-アスラ

阿閑併洞(芸岡第十九B洞) ii5

阿部合果 vi74

阿部律一斗アヌルツダ

阿難->アァナンダ

阿爾陀五十二身像 Ⅹv86

阿禰陀三舎 127

阿潤陀像

(室山) ⅩV27

(青即ヨ) ⅩV23

A.etv),I.esa7dLqu抽 boLLddhiqlueSde 阿禰陀併 i27,49,viil･ix3,4,5

Famiy瓦n,日9,V3Ⅰ,33,VlS･Viii-1ⅩI7ヮ 阿卿 も併洞(芸岡第五洞) 115

Ⅰ2,Ⅹ115'Ⅹ1110

ァ トランチス 12Ⅰ,Yi25･43･Vlll-1Ⅹ20

ギ リシアの vl43

ギ l)シア,ロオマの vlll-1Ⅹ20

ァヌルツダ (ア-ルツダ,阿部律) vl65-

66,73

アフガニスタン

遺跡 Ⅹ116

お りあげ天井 vl46

交脚菩薩の原型 vili･ixIO

交抑菩薩,竿乱思惟の三尊形式 viii･ix

I3

光背 1V5,6

後期柱式 Ⅹ1日 Ⅰ

三角持造 り天井 V 31

諸像の年代 ⅩlrS

儒重岡陳 v111-ix2

随道のある大枚筒 vl137

石矯 vl5,45

13

阿,*漢 vlil･1Ⅹ77,Xll4⊂)

阿,%漠果 vlll-1XI7

阿練比丘 vl72

阿蛙善札薩克(アラシャンージャサク)親王

119

足立菩六 『長安究瞳の研究』 ⅩiIO

赤壁(洞前柱基) vl163,66,67

赤味のある砂岩(王家清) ⅩV17

明障子 xill･Xiv22,26

明窓 v17

紳像(下花園) Ⅹv34

千併 Ⅹ38

天井 Ⅹ46

白馬別離 147,V122･Vl17,Vul･1ⅩⅠ2

年蜘猫尊寵 vlli-1Ⅹ12

明窓彫刻の形式化 vl136
足 くび(併像の) Ⅹ1Ⅰ7

足場

雲間造営の i33
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雲間調雀 の V3

飛鳥白鳳時代の寺院 133

飛鳥木像の牧師 v44

飛鳥様式 Ⅹ Il

贋手形(手相) V28

孔のある

小さい石(西部壷上) Xv97

長手の石(西部姦上) Ⅹv97

荒げづ りの

天井 vill-1Ⅹ22

壁面 i32,33,ⅩV45

荒彫 りの Ⅹ34

鷲あと xlI4

壁面 ⅩvS7

有光敬一 v Z

安玄 Ⅹ12

安国寺の浬襲壁相(壁蓋) vii3

安生菩薩像 Ⅹv58

安史の乱 Ⅹv36

安世高 Ⅹil

安西阜陳 ⅩvIO,目

安西寓併焼石肩 ⅩV3,10,日,35,36

下洞 ⅩvlO

塑像 ⅩvlI

造営関係の外国系の人 ⅩvII

第---第六洞 ⅩvIO

第五洞 ⅩⅤ 日

摘散 大像 Ⅹv II

第六-第二十洞 ⅩvlO

第十七洞,光化三年(900)越記 ⅩvII

第十九洞 Ⅹv lI

第二十洞 ⅩY lI

第二十一一第二十九洞 Ⅹv II

第二十三洞,｢部署匠白般穏｣供養記 Ⅹ'

ⅠⅠ

第二十四洞

東壁,門口南,壁董供養者 ⅩvlI

｢轡遅受命｣供養記 Ⅹv II

第二十五才臥 ｢竺保｣供養記 Ⅹv H

壁書様式 ⅩⅤ ⅠⅠ

安成公(法果) 1114

安陀倉 lV48

安陽懸 Xv27

暗示的な表現(併俸) vllウ

イ

イシュヴアラ(自在天) 1Ⅰ9

イダ(俺包) lli6

イラン系の王冠 vlll･ixI2

イラン人 xllI

イラン的(風)

甲乳 剤(キジィル) Ⅹ119

稚拙さ vlll7

賓冠 vlI8,Ⅹii9

文枝(敦燥) Ⅹv38

要素 v30,Ⅹ.ITS

(キジィル) Ⅹ主ig

イラン沸教美術様式(演) Ⅹ118,10

イロ(筒底) 11i6

インド

意匠 vi48

か ら東漸した石窟形式 viI2

唐草波状文 iv9

古代波 vi16,Ⅹ1i5

彫刻 vl15

同一像の反復 vli6

美術の影響(ガンダァラ石彫) vi16

欄楯 vl16

古瀬の構法 vi3Ⅰ

傘蓋 Ⅹ12

寺院 vl6

樹下人物像 vi22

柱頭節 v33

定式 129

塔廟窟 vli37

接遇の儀 vii37

沸教装飾 1VI3

俳優 Ⅹ117

壁董 v114

本非の諸相 vi40

龍(形) iI9,V36,v145

列柱 viI2,46

蓮華文 lV7

インド-アフガン源(柱式)Ⅹ115,6,8,9,10

後某日 Ⅹ1112

インド式一十イン下-様式

インド石窟 lVl,VIJ,10,ⅠⅠ,IZ,ⅩiI,

XV i

影響(雲間列柱) vi45

開始 vlII

形式 vlI2

直接採用(雲岡) vlI2

構造 v6

格天井 vi46

第一期石窟 V18-9

第二期 vi9,12

開墾 vl9

インド,中央アジア諸国 1ilIO

インド的(風)

影響 ⅩV27

坐法 xllT3

紳像 Ⅹ1113

内緒表現 V 31

モティフ V17'Ⅹ11王3

14

要素 V30,Xll工3

(キジイル) xl19

インド様式(式) vli6

校 Ⅹ17

インドラ(帝揮,帯提桓国) lli24,1VII'

vl43,Vlll･ixI4

衣裳 iz8

衣制 iiz9

衣端で右肩,右腕をつ ゝむ形式 1229V1

4Ⅰ,Ⅹ11i-ⅩlV39

衣端 の庭理 Ⅹ4

衣文(弘だ) 1130,11124,lV40'Ⅹ1124･

Ⅹl】1-Ⅹ1V41

階段状の完成 1V42

形式的手法 Ⅹli7

交互に溶けこんでゆくヤ うな Ⅹll5

刻線式 より階段式への推移 1V39

叉手またのや うになった (太平異君四

年像) ⅩiIS

細密で肉骨豊に一宇行した ⅩV51

鴬茸的な V31

第賓的な隆起線の(大安の石悌) Ⅹ=7

庭理法 Ⅹ3

バァミヤァン35m･大横の Ⅹi15

身骨豊に密着した

(インド) V31,Vli9,36,vlli-1X39'Ⅹ

4,13,Ⅹ143,又117,36,Xiil･ⅩlV17,

36

(中央アジア) Ⅹ118,9

(龍門) Xv24

少しもりあがった i26

線刻(刻繰) iv41,V31

装飾化 Ⅹ4

平 らな暇のある隆起した Ⅹ1123

第六洞式(第五,第六洞式)- 14Ⅰ'Vii

47,Vlll-1Ⅹ39,X3Ⅰ,Ⅹ138,49,64,68,

xl158,Ⅹ111･Ⅹ1V26,70

中国式- Ⅹ145

(天龍山) Ⅹv27

特殊な突帯の V 12

に騒人した切石(断石) ⅩV95

の上 の

化生 xl140

悌 Ⅹ1140

の由来(雲間)Ⅹ115

表現(初期ガンダアラ) Xli7

平行した隆起線 (ウイ ンスロウプ氏痕

金銅併) ⅩiII

平行線の 111Ⅰ3,Vlll-lX26,Ⅹi17,8,10,

Ⅹ111~ⅩlV34

平板式- Ⅹ111,12

偏平の Ⅹ-ll-ⅩlV28

便化した vl11-Ⅹ39



モォラァーモラァ ドゥ塑像の Ⅹ116

もりあがった Ⅹ11i･xnr36,42

もりあがった線と刻繰とを交互にお く

Ⅹi11-Ⅹ1V32

隆起線の V 3Ⅰ

(元嘉二十五年石併裏屋) Ⅹi工3

レ状の断面 lV43

伊閲(龍門) xvI9

伊関山 ⅩV20

伊水 Ⅹv20

伊東卓治 『篤経 より見た因果控婁奄』

Vlt2

伊東息太 v l

『雲間の石筒寺』 x112

依罪 vl11-1Ⅹ58,Ⅹ2Ⅰ

倍坐併 1130,Vl134,Viii･lXI,5

章紐天-→ゲイシュヌ神

経幕 iiI3,IB,V36,vlli･lX31,35,Ⅹii25,

Ⅹ111･ⅩlV37'ⅩV53

尉三塁(轡遮) ⅩvII

尉遅乙僧 - vl13

尉退散徳 XvlS

異域の商人 1113Ⅰ

異国的 XH7

倍茎の衣裳(俳像) IllⅠ3

装飾 1VI

風貌 1iilO,xiI工

俳優 ⅩlIO

異国の

偶像 xi8

宗教 xiI

異例(異常)め

供養天人 iv29

形式(衣文) Ⅹlll･ⅩlV40

石窟 132

塔1頁 ⅩV58

飛天の服装 V 26

%* 1117

傍の手相 vIS

方柱の構造 vlli･ix83

本尊格の像 vZ4

｢馬亡夫侍中｣造像記(第四洞) i28,ii金

石録3

｢烏亡父｣造像記(第十二洞) il金石鏡 4

｢篤亡母｣造像記(第三十洞) ii金石鐘6,

ⅩV47

池内宏,梅原末治 『通港』 ivS

石垣(岩壁上) vlli-1Ⅹ2Ⅰ

石圏ひの小 さい溝 vl159

石き りのあと 126,Ⅹ1128

石越(八蘇木地) ⅩvIO3

石皿(八蘇木地) vllIO3

石敦(洞前蓉掘) vl162

石持(赤峰紅山後) ⅩVIO3

石づ淋

壁 1V19,V5,ⅩV95

岩壁上の ⅩiiI7,28

(西潜石窟) ⅩV60

壇 vS,Vii62,63

本尊膝部の Ⅹv93

石づみ土ぬ りのしき り壁 i25

石の前庭(洞前費掘) Ⅹ111･Ⅹ1V3Ⅰ

石庖丁(八蘇木地) ⅩvZo3

枚石(丙部室上) ⅩV97

一貫 した設計 Ⅹ111･ⅩlV41

-光三尊俳 1120,2I,Ⅹ27

『一切布部Hll奈耶雑事』 vill･ix18

-時期の直別 Ⅹiil8

-饗塔一十饗塔

-尊形式 vZ7,Vlll･1ⅩⅠ

-封寓 (-饗寵) Ⅹ16

千併寵の Ⅹlli-ⅩlV40

-封筒(一望宿,一髪洞,-封石窟,一割

洞)I1Ⅰ,15,29,1i9,28,29,il145,47,iv

37,42'V5'7'27'29'V173,4Ⅰ'45'52,53'

vlllI,3Ⅰ,32,37,Vlil11Ⅹ2Ⅰ,Ⅹ38,Ⅹill･XIV

9,39,ⅩVIT,2'3

閉篭≡企劃 vl22

閑警順序 iv38

(天龍山) ⅩV27

-塔削 133

-併二菩薩 vlii-1Ⅹ3

成亥一郎 V2
岩の裂け目 Ⅹii9

印相 V28

『因果控』-『過去現在因果産』

国縁談(四線比愉談,因縁物語) lii45,Vi

33,36,4丁,42,43,44,47,53,Vl15･I8,2r,

26,33,34,35,Ⅹ111-Ⅹiv5

『雑賓職歴』の Vi4Ⅰ

殿周育銅器の翌窒雷文 ivI3

浮間邪詮の禁止(北魂) il.Ⅰ2

陰館故城 i6

陰大山 ii6

陰山 日

陰山山脈 i2,iliS

陰仁本 Ⅹv9

陰陽議緒方任の禁令(北貌) 1ii2

ウ

ウインス ロウプ(Wlnthrop,G･L･)氏戒金銅

併 Ⅹ1日,Ⅰ5,42

ウエェレイ(Waley,A),ACTalαtogueqfP al'ヶもー

tingsBeBOVeredfrom TunJLua7tgby戚7-

A,LLrelSlei)も Vl12

Ⅰ5

索 引 アー ク

ウェ-/レイ(Wenley,AIG･) ⅩVlIZ

TheGrandEmpressDowagerWanMlng

andtheNol･thernWeiNecrやOlisa舌

FangShan .1日2,ⅩViT2

ウォナア(Warmer,L)

B,LddhisIWallPain如gs xvIO

TheLo'lgOldRoadm Chinα ⅩvI7

サガン(鳥丸) lllI2

ウグアイ(優陀夷) 1i160

サグヤ(優陀延) V111-1Ⅹ63

ウダヤギ 7)/ト石窟群 vlII

ウパァサカ (伊蒲塞,優婆塞) Ⅹ1I

ウパナンダ vlii-1二E3

ウルヴィルヴア(優榛頻螺)のカアシヤパ

iv27

ヴアァシュパ 11158

ヴァス(婆薮)仙人 vll1-ix40,63,

因縁 vlll-1Ⅹ40

ヴァルシャカァラ (高倉) vii4

ヴァル トシュミット(Waldsclm 1dt,E･)

Be,907uleibenderTed vl14

U berdieDarstellungen,anddoltSillder

Wandqemaldea,LLS軸三itbetKLかeha

v160

ヴァル トシュミット (Waldschmldt,E),ル･

コック(Le Coq,A･Yon)DleBJuddht'siwche

Spatanti/cevlll･1ⅩIO

ヴィシュヌ紳 (葦紐天,毘紐天) 1Ⅰ9,iv

42,V31,Vlll･ix19,36,Ⅹii13,XV53

ヴィハアラ(僧房)洞 IVl,V17,8,9,IO,ⅠⅠ

(アジァンタア) V19

(キジィル) vi6

ヴェランダ

(アジァンタア) vi9

(ヴィ-アラ洞) vi9

(コングアネ,ヴィ-アラ洞)･ vl8

(サァンチイ) vllO

ヴォァザ ン (VoISlnS･G･),セガラン (Sega･

len,Ⅴ.),ラルティグ(Lartigue,J),Mtsswn

arohioZog叩ueenChins vi45,Vlll･1Ⅹ60,

XVI9
V字形の襟 1129,il122,32,Ⅹ25

干圃 Ⅹ118,Ⅰ1,23

大伽藍 xliZ

右玉,% 14

右肩右腕を衣端でつ しんだ形式 122'V1

4Ⅰ'Ⅹ111-Ⅹ1V39

右肩か ら右腕を大きくつ んゝだ式 Ⅹlil-
Ⅹ1V22

右肩がお経はれ左肩があらはれる異常な

形式 Ⅹ111-ⅩlV40

右続の繕(汰) 120,29,liI8,11122,34,

ⅩV23
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羽状文二宇瓦肯(西滞) ⅩvIO2

羽裸 ⅩV55

(教壇) Xv48

『高貢』 ⅩvI3

両合(ヴァルシャカァラ) V.14

烏孫 Ⅹi12

鳥碁国 Ⅹii6

境 il19

境主 1119

負(浮彫) Ⅹ126

浮彫 iv39,40,4Ⅰ,VI6,Ⅰ7,34,36,vli5,

ⅩiiII,34

困縁談 vl136

抜放(手法) vl39,40,V36,V,53

塔 vill･ix22

のある砂岩断片(方山) Ⅹvi12

の厚 さ 1V39,4○

の消滅(石窟) vi35,38

併俸 121,30,ii124,25,27,32,viiS,

7,Viil-ixI3,ⅩV53,59

(王家港) Ⅹv18

(玉梓宮) ⅩvI7

本生 iv38,V7,8,29,35,V'2Ⅰ'Vli

ZⅠ

承花

柱基の viii-ix31

柱頭(塔頭)の i18,2Ⅰ,22,iv23,V

15,Ⅰ9,V.43,ViiTS,Z9,Viii･ix26,33,

ヽ-1千

午(形) lVI9,V IO,Vili-ixI9,36,ⅩliI3,

Ⅹv52,83

にのる神像一十シヴァ

雲嵐文 iv‡3,Ⅹ20

雲形(遼)xlli･ⅩlV64

雲間以前の追使(併像) ⅩlI-18, XilI4

雲間工人(彫刻家) lV40,V36,37,VIIl,

12,29,38,A-4,Ⅹ 20,38,Ⅹ113

人骨豊に到する感覚 1V40

冨岡後期-→冨岡末期

冨岡式-雲間様式

芸岡十寺 113,4,6

冨岡初期(第一期) Ⅹi4

石彫 lV4Ⅰ

計婁 vli37

西方様式 Ⅹ4,ⅩiiI

模倣時代 V27

石矯 vi53

西方の影響 n17

造営 Ⅹ144,Ⅹ-122,35,32,34,40

像 ivS,ⅩiI6,xii7,Ⅰ2,ⅩV38

jCS v1.9

大悌 Ⅹli8

第八洞式悌像 vlll･ixS

彫刻 vii9,X1114

様式 Ⅹ40,Xii3

彫刻家 Ⅹ2,3

迫刻 Ⅹlli-Ⅹiv23

天人 Ⅹ8,6

飛天 ⅩTO

美術 幻1Ⅰ5

自宅 vlli-.X8

服制 x144

悌寵 Ⅹ1123

俳優 Ⅹ2,5

渦巻形の月麓のごとき形をのせた剃髪の 菩薩 Ⅹ8

頭 (マツラァ) Ⅹ1i7

渦巻柱頭 V23,ViI8,48,49,ⅩV4Ⅰ

蔚願 il

欝多羅伶 vlll･ix9

簡遅-+射返

腕釧(三原出土金銅梯) ⅩiI工

腕輪(腕かざり)ii30,iv47,V21,23,Ⅹiii-

xiv34

属

(カンタカ)一十カンタカ

文成帝の xiii-XIVI,3

局(形)

カアル T)イ塔廟清柱頭の vi7

シャァマ木生浮彫中の vi21

梅原末治

『欧米に於ける支那古鏡』 Ⅹi7

『漢三国六朝紀年鏡圃詮』 Ⅹi4,6

『紹興古鏡衆英』 Ⅹi2

梅原末治,池内宏 『通港』 iv5

芸(メグ-) vl142

様式(求) iliI3,46,V37,Vli36,Ⅹi36,

38,40,43,44,45,X113,Ⅹlil-XIVI3,】5,

17,36,4°,4Ⅰ,43,44

雲間西部茎上 iI3,ⅩV95,IC)2

寺院祉蓉掘 vi157,ⅩV9Ⅰ,95

雲岡石窟 lI-T3,Vi9,10,1Ⅰ,XV20,35,

36

衣文の由爽 xiiS

異常な石窟 132

ガンダアラ起源設 v I

開墾-→冨岡石窟,造営

グブタ起源説 v l

系譜 vl卜12

計量の中止(第十-潤) viii-ix30,38

五葦洞-冨岡第九一第十三洞

五華洞西三洞-雲間第十一一第十三洞

五大節 Ⅹ116

五所 Ⅹiil･ⅩivT

工事年数 ⅩviS

工事の終止符 Ⅹvi5

16

後期-雲間末期

構成(第十洞) vii36

構造的脆弱さ Ⅹiil-XIV6

生休大晩を本尊とする ii27

最後ゎ

時期 Ⅹv68

石矯 iIT,V37

最初の着手 Ⅹ11i･ⅩlV3Ⅰ

最大の像 Ⅹ111･XlVZl

山轍の源流 ivll

獅子の租型 ivII

自由なポゥズの像 v2Ⅰ

寺院′化 vii38

初期→雲岡初期

固晩畢 V11i-1Ⅹ7120

随道(洞背後) vli37

西方群 (西方諸洞,西方石窟)→ 冨岡第

十四一第四十三洞

西方第-の石窟 ii5

西方地1亮 xiI9

西方塔洞一芸岡第三十九洞

石窟塞泉(第二洞) 113

石像の修治 i36

石怖

渇且の様式 Ⅹ1115

祈彩(加彩) 1i5,6

無頭襲形式 Ⅹ1iI4

草創の時期 lii9

装飾 Ⅹ1iI4

意義 iv卜Ⅰ4

造営(閃整,造清,造建) 135,1iiI,3,

5,IO,46,V30,Vl138,Till-ix4Ⅰ,ⅩI,

Ⅹ116,Ⅹ113,Xiii-Ⅹiv2,6,43,ⅩV17

以前の岩山の傾斜 xliI7

過程 i26,32

詐聾な復興期(遼代) i35

完了(第十二洞) vlll･1Ⅹ4Ⅰ

期間 vlll･i二丈40

計量(第七 第八洞闇随道) V8

計量(第十一洞) vill･1Ⅹ22,26

次第 Ⅹvi1-5

順序 Ⅹvl工

組織 ili45

中止 Ⅹ32,ⅩVi2

年代 v37,VII

の際の砕石 vi159

由爽 Ⅹlii･xIV I

和平,皇輿(460-70)の ⅩV13

造像

基盤 ⅩiI4

急減 Ⅹ Ⅰ

形式-十冨岡様式



年代 Xv52

様式→三岡様式

楕固形の平面 Ⅹiil-ⅩivI5

大規模な復興工事 136

大石矯(大箱) il146

か ら中小石塔-の奨化 Ⅹ 工

法皆 ⅩV63

特徴 130

大儀碍 vilZ

とバァミャン大敵との類似 vi12

の先駆 vi5

大洞中最末期のもの i33

大体 の源流 Ⅹii9

第--の規模 123

中央アジア起源詮 v I

中央石窟群 (中央群,中央諸洞,中央諸

窟)一芸岡第五一第十三洞

中央地直(中央恒,中央部) li5,6,vi

13,47,VliIT,Ⅹ20,XII9

中小石窟 ⅩⅠ,Ⅹv65

調布概要 V 卜6

梯形にちかい固形プラン ii29

東方石窟群(東方群)-雲岡第一一第四

洞

塔廟箱 (塔柱愚 方柱清) viH,ⅩV23,

37

塔面積 と石靖面積との割合 i29

普初の計霊

(第七,第八洞) vS

(第十三洞) Ⅹ39

洞外建造物 1T3,Vi7

洞綿民家の移動 (移時) vi157,ⅩV91

特徴(特色) v8,ⅩiiI9,23

猫特(嘱目)の

石笥形式 vlIZ

粗野な表現 vl19

プ ラ ン ii27

襲雑文 ivS

曇曜五清一冨岡第十六一第二十洞

内部に住む村民 V3

中ぶ くれの壁面 iiI3

年代 vi2

桂 vlII

牛助思惟晩 vl22

年パルメット並列文の原型 1VIO

復興(遮金) iIO,114,6,7

俳優の異国的風貌 illIO

供俸圃 vl日,5,6,7,9

俳俸彫刻 vill

方形プラン 1i29

方柱 ⅩV24

モデル Xl19

脆い岩塊 xl111XIV6

屋根(洞外休閑) viュs

洛陽遷都の影響 ⅩⅠ

歴史的背景 iliH 3

列耗 vi12

列柱前宝とイン ドの列柱前童 viIZ

雲岡石清寺(霊州石矯寺)行幸

願文帝の V 38

孝文帝の Ⅹill-ⅩlV9

『冨岡石橋調査記』 v 2

雲岡石俸寺 i3,日,iiI7,9,VII3,ⅩV

99

伽藍 Iii75

伽藍区域 v7

管預祈 iiS

鶴首殿 112,9,26,32

観音菩薩 li2

戯寡 IiT,3

客殿 li2,9,iliTS,Vii57

境内(寺域) i.5,Vii57

月蛋 111Ⅰ5

古寺祉 ⅩV99

鼓桂 liI,5

金剛門 liI

菜園 112

山門 -15

鐘楼 iiI,5

西廟 i12

前庭 i12,VII3,Vii12,3I,Ⅹli17,28,

Ⅹ11ユーⅩivJ3,3丁,34,42,43

僧房 112

天∃三殿 117,2

東西腐 ilI,2

末席 i12,9

俳関 112,6,リ,=

補修(修築,修理) li4,5,6

焚鐘 111

雲間第一期-→冨岡初期

雲間第-洞 1Ⅰ5-20

楽天 vlli-1Ⅹ53

扶門の交龍 144

供養者列炊 122

交脚菩薩と牛軌 監惟像 vlll-ix53

天井蓮華 123

東西壁 122

東方の小箱 iIS

塔柱(方柱) i20,22,23,44,i1.28

獣形斗扶 vlil-1Ⅹ60

塔頂72/fi禰山 xv87

南壁

上官 lZO

中層 120,21

経度文殊封間 lV38

壁面 144

17

索 引 ク ー ク 第一満一歩三滴

北壁

右寵の椅子 V34

三尊形式 122,Viii-1Ⅹ26

年戯れ思惟菩薩 i45

本尊交脚菩薩 vlli･1Ⅹ10

両崩の光背 145

雲間第-,第二洞 ⅩV6,I

一割窟 1129,Ⅹ38,Ⅹvl2,3

柴天列寵 lli37

]共門の龍 vll1-1Ⅹ33

揮迦飛散の組合せ vi132

造営期 xv13

第五,第六洞の感化 ⅩV.3

天井 vill･1Ⅹ37

交龍 Ⅹ3り

塔柱 18Ⅰ,93

俳優株式 Iiill

芸岡第- -第四洞(東方石窟群,東方群)

1日'I5'29

特徴 i29-36

冨岡第一一-第三 第五-第十一,第十三,罪

十六一第二十洞の調査 v2

雲岡第一,第二 第五,第六,第七一第十洞

の造営 Ⅹ4t

富岡第-,第二,第六洞

腰壁,浮彫物語 vl56

奏奨天人列寵 x39

塔廟環 vlll･lX 37

雲間第-,第二,第六,第十一,第三十九

洞の塔廟矯 vi12

芸岡第-,第二,第九,寡+,第十二洞,体

操寵 vli9

雲間第二期-→冨岡中期

雲間第二洞 i15,20-23

外壁,等身大の人物列像 i37

紫天 vill-1Ⅹ53

上部の長方形1亮劃 i37

四壁,犀柾 目 8

西方の泉 】13

東壁,太子競射 vii7

塔柱(方柱)

西面,白馬別離 vii7,Vlll･ix13

第--暦諸条 vlll･1Ⅹ47

北面,降魔成活 vl17

堵頂,頑痛山 ⅩvS8

洞内の泉 Ii3

本奪坐怖 vlii･lXIO

雲間第二A洞 IZ5

雲間第二耶 Pl(碧霞洞) iI5

冨岡第二,第六洞の太子競射 V43

雲岡第三期-雲岡末期

雲間第三洞 iI5,23-27,Ⅹ11i-ⅩlV39,ⅩV36,

ⅩviI



雲 岡石 窟索 引

外部,埜塔 viii-ix22

外壁,L字形梁孔 ilII

小型 モデル 128

三尊 116

上宝,交脚菩薩 126

上部の蓉掘-→雲間東部藁上蟹掘

隅の腸帝造欝詮 i34

着工 Ⅹvi5

着手の年 ⅩviI

未完成工事 Ⅹvl5

塞巌寺の呼粥 i17

冨岡第三,第五洞の-饗塔 1114

雲間第FLJ洞 iI5,26,28,30,Ⅹvi 5

明窓 li26

正光 (520-生)と講まれる′ト寵 ⅩviI

西壁,猫尊菩薩立像 viil･1ⅩIO

東壁,交脚像 Ⅹv84

｢亡夫侍中｣遣像記 128,11金石録 3

霊岡第四A洞 iI5,28,ⅩvlS

東壁,交脚菩薩 ii26,ⅩV59

雲間第四,第五洞の菩薩天衣 Ⅹ8

雲岡第四,第十三洞の墨書落書 ii6

冨岡第五洞 li9-20,Vi41

外壁 11115

長方形の孔 11iIS

塔形 11139

構造 Ⅹ38

三尊 Ⅹ1i23

四犀横:i125

隠退 11137,V130,46,53,vii37

第二次追刻寵 IiI7

天蓋:的歩き飾 iv5

東部の.'H土品 xv9Ⅰ

特徴 i127-30

甫壁,上層の埜塔 vlii-ix22

悌閤 i12,4,5,9

本尊 vlii-ix5,Ⅹ55,Ⅹiii-xiv39

門p,立木音字彫 V 40

雲岡第五A洞(外壁A窟) i37,1i20,2丁,

25,26

亀甲文,蓮華文 vi56

西壁,尖瑛寵 1144

東壁,交脚楯扶寵 ii44

菌壁

アショカ王駄土 vl17

騎象普賢と騎馬太子 Ⅹill･Xiv28,

Ⅹv48,78

,W.豪喋く城 vl.7

如意をもつ文殊 viii-1ⅩⅠ2

沸立晩 ⅩV45

本年生悌 ii44

床の彫刻 vl15

富岡第五A一Ⅰ洞(外壁小清) i55,Ⅹiii･Ⅹiv

7Ⅰ'XVlS一

迫像 Ⅹiii･ⅩlV58

天人 vlli-ix64

併寵 Ⅹiil･ⅩlV70

雲岡第五A｣洞(外壁小策)求

坐悌尖扶寵 ⅩliトⅩiv70

相撲 Ⅹ1111Ⅹiv7工

芸岡第五B洞(外壁B清) i28,1i2I-26

雲間第五C洞 i125

雲間第五D-H洞 1126

冨岡第五Ⅰ洞(外壁上層東端方柱清)ii26,

Ⅹv98,Ⅹv15

冨岡第五J-L洞(東方石靖) 1i26

雲間第五a-d寵 1i24-25

芸岡第五h寓 1126

冨岡第五,第六洞

-封窟 li9-28129, iii45,47, VllII,

xul-Xiv39,XVII

影響(第十六洞) Ⅹvl4

階段状のひだの完成 lV42

時代 Ⅹill-Ⅹ1V41

開始 ⅩV65,68

外壁 148

し辛形梁孔 i34

長方形の孔 i25,Ⅹ13

塔形 1128,1VI7

完成(竣=,落成) iii47,Ⅹiii･Ⅹivl｡,ⅩVi

I

感化(節--,第二洞) Ⅹvi3

経営 ⅩV65

工事 Ⅹv14

上段の岩壁 Ⅹv98

造営(開聖,造建) ii30,46,vlll･ix4Ⅰ,

Ⅹ111-Xiv9,44,XV65,68,ⅩvlI,4

時期(時代,年代) i3Ⅰ,ii30,il146,

Xv61,ⅩV12,3,5

造形枝式 vlil-1XjS

造像様式(節倹様式) iiiII,Ⅹ45

大工事 xi46

着工(着手) Ⅹ1il･Ⅹiv44,ⅩViI

時期 vlll-1Ⅹ4Ⅰ

彫像 131

調茶 V 2

服部(服装) i129,iiil3

怖像彫刻 iilI3

木造建築的(風)

意匠 vlI2,V1136

塔形 13I

U字形に胸か ら左肩にか 1る衣 i44

様式(形式,式,風) i2Ⅰ,28,.i36,.ii

46,vlil･ix4Ⅰ,Ⅹlii-xIV7,ⅩVS工, 52,

Ⅹvi3,4

表文 14Ⅰ,Vlli-ix39,Xi11･Ⅹiv70

工8

影響(第十六,第十九B洞本尊) li30

第九洞様式との混在 i31

狙い感化(第十一一第十三洞)ⅩvI3

天井 Ⅹv65

飛天 ii40

怖,& villllX39

至芸つなぎ文 lV7

脇侍菩薩 Ⅹ9

脇侍菩薩の貿珠形光背 Ⅹ9

芸岡第五,第六洞 外小満 (雲岡第五,罪

六洞附起語窟) Ⅹ43,Ⅹ1152

諾像 Ⅹ54

様式(式) ⅩilI8,50

雲岡第五,第六洞東達諸石窟 xI

雲間第五一第七洞前件閣(木造建築)ii4,

V5,vi I3

II

芸岡第五,六,第七,八,第九,十洞の-封窟

xlll-Xiv39

中央諸洞) iII,i15,9,iii46,viI3,

ⅩⅠ3･X.46

明窓側壁の計割的設計 il139

インド的神像 Ⅹ11Ⅰ3

:巨像 ⅩilIO

西方的要素 ⅩlilO

千併 Ⅹ38

装飾意匠 xi112

造像と窟装飾 Ⅹ1日 2

中インド式節倹 Ⅹ1.Ⅰ5

頭髪がほとんとない倹像 xiiI3

飛散像 Ⅹ37

冨岡第五,第六,第十-,第十六一第二十洞

明窓天井 Ⅹ46

冨岡第五,第六,第十三洞の光背 127

雲間第五,第八洞,門紳翼冠 vl148

冨岡第五,第十洞,明窓側壁千悌 Ⅹ38

冨岡第五,第十三,第十六一第二十洞尊像

清 Xv37

雲間第五,第十三,第十九洞の大像 vi154

慧岡第五,第十六,第十八一第二十洞の三

尊形式 vll1-1Ⅹ3

芸岡第六洞 1iI6･iii15-35,Vi54,x2,ⅩV

65

明窓

白馬別離 147,V122,Vl17,Ylll･ix12

年蜘猫尊寵 vlll･ixIZ

影響(第十三洞) Ⅹ4Ⅰ

火煩光背 141

墓像 140

外壁 ilII･ivI7



禦人列寵(楽天列寵) iI7,ⅩV34

三楽天 viil･1Ⅹ47

瓦葺屋板(浮彫) vi54

光背 1Ⅰ8,45

腰壁 iI8

供養者列像 viii-1Ⅹ8,x50

太子思惟像 vlli･lXI3

坐俳

衣文魔王EE法 Ⅹ3

列像 117

周壁

塔形 日7,1114

怖立像 Ⅹ47

重層塔(浮彫) vi54

諸像 i46,Ⅹ40

上部の小擁殿(外壁) lip

泥作坐像 119

西壁,降魔成這寵 vi17,Viii-ix8,62

装飾 vlS3

造営(開整,造建) V37,Vi54,ⅩⅠⅠ,4Ⅰ

造像 Ⅹvl8

校式 Ⅹ47

大衣 Ⅹ5

中国式服装の俳像 viii･1Ⅹ52

彫刻 Ⅹ1

天蓋 lV4

天井 i32,Vlll-ix37

ぎはの ガァ ラン ド i38

多面多腎神像 vi40,Viii･ixI9

東壁

表文の庭理法 Ⅹ3

宮中軟禁き vii7

三カァシャパ調伏 vii7,XV83

四門出遊 vli7

初鱒洪輪 vii7,Viil･ix8,17

太子競射 vii7

父子面談 vi17

特徴 lii37-47

甫壁

屋形竜 ⅩvS3

摂端数形 1i38

四門Iq![遊 vii7

出家蹟城 vl17

説法 vi17

中央併寓 ii35

人山林 vli7

夜牛思惟 vii7

維摩 i39

維摩の依罪 vlll-lX58

維摩文殊封間像 iI6,iv38

にちかい時期の俳寵 x169

飛天 i52,Ⅹ9

波状文様 vi43

低い土鮫頭(義上) li3

休閑 Ii2,4,ら,9

俳像の頭髪 vlll･ix9

俳俸 vl18

表現形式 v119

沸立像 vili-1Ⅹ55

盈服式服制 iv39,V154

菩薩

装飾 viii-1ⅩⅠ5

天衣 Ⅹ8

方柱(塔柱)iI9,Vliilljl37,ⅩVT7,34

須禰座角の獅子 Ⅹii55

上屠,四隅の塔 ii25

上層,脇侍菩薩 Ⅹ iii･Ⅹiv28770

西面,騎象鰐城

西面,九龍潅]頁

西面,降誕 vii7

丙両,獅子喝L v117

天蓋 i43

東面 118

東面,交脚菩薩 viii･ixH,Ⅰ5

東面,交脚菩薩と西面倍坐悌 ii30,

vl134,Vilュ-ix5

東面,国王と王妃 vi17

東面,出苫門 vl17

東面,綱紀 vii7

南面,坐俳 ii28

南面,樹押出:呪 vii7

竜眉扶 Ⅹ52

北了払 アシク仙観相 V117

北面,騎象遊行 vii7

幕の 仏だ 138

賓冠(浮彫) Ⅹ22

賓恢(浮彫) lr7

北貌式かけも Ⅹ8

北壁

大寵 118,x147

大楯扶桑 vill･1Ⅹ50

泥像 i128

マ-賓珠 vi64

魔衆 ⅩvS4

兼造形の堵(き寧彫) i2Ⅰ,31

門口,唐草文 vi57

様式(形式,式,タイプ) i30,Vii主-ix8,

9,26,28,39, x2,3,5,18,24,26,27,

30,3Ⅰ'34'35'40,43'52,54'X134'41'

5Ⅰ,72, Xli22,Ⅹlii-Ⅹiv23,7Ⅰ, ⅩV17,

53'70'7Ⅰ'72

衣文 V1147,X37,X138,49,64,68,

Xii58,Ⅹ111･Ⅹiv26

七併立像 Ⅹ4Ⅰ

第十一第十三洞-の影響 vi1i･ix39

彫刻 ⅩiA5

19

索 引 ク ー ク 欝三油一節七洞

波状頭髪 ⅩV34

飛天 xi52,53,ⅩV88

服制(衣制) iilS,V3Ⅰ,XI5,2工,23,

25,26,27,28,30,40,47,Ⅹi19,20,

22,25,26,27,3Ⅰ,32,34,39,40,46,

55,56,57,63

服装(衣裳,衣,大衣)Ⅹ23,25,28,xi

4Ⅰ,57,52,53,Ⅹ1122,62,Ⅹ1ii-nv28

服装 に第八洞様式の服装 をかさね

た形式(天育ELll,龍門) Ⅹ5

賓冠 Ⅹ31

緑粕の瓦(洞外建築) 】1149

冨岡第六洞外小筒 Ⅹli48

雲間第六洞外小者式 Ⅹii28,44,54,56

衣文 Ⅹi158

節寵 Ⅹ1i54

雲間第六一第八洞の建築的構成 vi46

雲岡第六一第八洞の俳俸人物 vii9

冨岡第六,第九洞の複雑な環つなぎ文 v

35

雲間第六,第十一,第三十九洞の堵廟窟 i

29

雲岡第六,第十二洞の三カァシャパ鯨伏

iv56

冨岡第六,第十三洞の光背 iSZ

冨岡第七洞 lV17∵35

明窓 lii50

唐草支帯 vS6

交脚菩薩と牛乳思惟像 vill-1Ⅹ53

周壁各層の装飾背 ⅤⅠ4

随道 (第七,第八洞聞) V5,8,39,40,

41,V16r

西壁 V42

五比丘き憶聞 vl17

三カァシャパ鯨伏 11125,45,V29,Vii

7,ⅩV83

第一暦北寵 iii58

ヤシャ鰐信 vii7

｢西燕第-LIrJa)届額 ]'i5,V7

石箱構造 V 29

第八洞との斯似 lV37,38

特色 iv38

削要

所壁,千俳寵 V7,8,29

天井のなh v5

東壁,浮彫本生国 V7,8,29

東壁,唐草波状文 vSg

東壁,文様背 v9

ふきはなしの V8

北壁 vIO,39

北壁,菩薩像 IiiIS

北壁,立像 v40

火遁建築 vS
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彫刻家 V37

天井 154

飛天 下25,26

飛天のさ しけるマニ賓珠 V26

東西壁

屠桂(ゴ字彫) 1Ⅰ8

第三層の基座 vIS

東壁

三カァシャパ蹄伏 vi17

両主鉄蜜 vli7

特徴 IV37-42

有壁

燐系 1134

維摩文殊野間像 116,11iz3,V24

二商主駄塞く奉蜜) 11145

年別田倍坐像 vl152

悌開(木造建築) liz･9,V5,39･40

破損 1iZ

壁面の屠序 v30

菩薩 i45

北壁 V27

獣両飾 V44

上寵の三尊像 vi22,Vlii･1Ⅹ26･28,Ⅹii

23,62

上下寵 152･Ⅹ38

陣幕の保儒形 V45

二俳並坐 Ⅹ37

並坐二燐の波状頭髪 ii29

本尊 vll,VlヰL Viii･1Ⅹ5,10,Ⅹ40

本尊の光背 vi152

本隼の手相 vlll-ixlS

脇侍交桝菩薩 Ⅹi140

明代重修碑 li4

門 口

神像 V40,41

暦杜 i18

暦杜,跳躍する保儒 vl11-ix20

塔をさしあげる保儒 vill･ix20

防侍形式 vi42

雲間第七,第八洞

明窓

カ l)アティデス(人懐桂) vlI7,311

65,66,67,68

扶端龍形 ⅩllトⅩlV85

樹下滞定像 ilI3

側壁 vi136,vlll･1Ⅹ32

菩薩立像 vii46,Ⅹ.60,Ⅹii36

明窓,門口の彫刻,墓妄飾 vii38

新 しい雲岡様式 ⅩiI7

-致(照度) 115

-割清(-壁窟) 129,1129,ivI7,V7,

vi13,4LVllII,ⅩV12,3

浮彫 V168

技法 iv39

影響(第九洞) viI7

外壁

破風づ くりの屋根 Ⅹiii-xiv45

山形の切 り込み V5

隔壁の厚 さ v8

唐草文 v170

完成 vlll-ix4Ⅰ

寵(察形) viii11Ⅹ48

挟端 v156

構成 vi47

寵形式の解像 vilg

挟額 V111-1X47

供養者列像 vlll-ix50,Ⅹ40

交脚俳 1177,V142

光背

装飾のある 1V5

装飾のない ivS

格天井 v30,Vi29

坐憐列像 vlll･ix24

山獄形 Ⅵ135

獅子(形) vi45,Ⅹ52,Ⅹ1127

帯迦摘勤の組合せ vi132

主室 vnl･ix34139

と天井との くぎ り Ⅹ53

保儒 V.43,62,Ⅹ25,52

つ くばって堵をになふ vlli-1Ⅹ20

周壁諸寵の光背 Ⅹ39

獣身の扶梁 vl45

縫物文様 iv7

正蓮華文 iv8

西方的要素 iv39,40

石窟形式 Ⅹv64

石窟構造 11145

前室

と主宝との大きさの比例 V29

東西壁の千沸 Ⅹ38

壁面の フl)イズ xliI2

本生国 vl19

相違鮎 1V42

相関関係 V7

装飾意匠 Ⅹ1日 2

屠桂(重層柱)(浮彫) iZZ,37･4Ⅰ,Vi

48,56

パルメット装飾 ili70

造替(開墾) V38,vi46

年代 (斯,期間) V37,Vi53,Vili･ix

40･ⅩVl3'S

測量 V4

帳幕 Ⅵ154

彫刻 iv4Ⅰ,Vl136

童子 vli52

泥塑の神修 ii6

20

天衣 Ⅹ54

天蓋的装飾 ivS
天井 V146,75

倍統

西端諸洞における Xv64

第九,第十洞における vl137

と第九,第十洞との比較 vi53

との斯似(第九洞) vi49

東西壁の塔をさ 1-る童子 vlii･ixI7

鯵JL v158

洞間の

陛這 vS･8.39,40,4Ⅰ,V16Ⅰ

内庭 vl.57

童子像 vl154

斜蓮華文 iv8

南壁

脆坐供養天 Ⅹ5年

供養老群像 i114,Vi68

彫刻 Ⅹ18

六天供養パネル Vi3Ⅰ

に蹟 く時代の彫刻 Ⅹ40

年パルメット泣状唐草文 vi 50

年パルメット並列唐草文 vi50

飛天 vi 4 3,Ⅹ46,Ⅹ.1.･Ⅹiv81

秤形 V39

梶扶額 vi48,vi154

服装 111Ⅰ3

俳優 Vユ11･ix47,x2lXi60

彫法 v155

様式(形式) 11Ⅰ5,29,iliII,45

俳俸 11145,Vl18

壁面の屠序 V30

北壁

禦天列寵 il137

数回 xi65

大桑 .1137

大横扶桑 vii36,viii-1Ⅹ50,66

本尊(本尊交脚菩薩) Ⅹv37

と俳倍像の封藤 vii34

木造建築 IV38

門口(鉄門)

浮彫像 Ⅹ46

多面多幣赫 132,Vi4°,vii45,Viiil

lⅩ54

株式(読) ii36

踏襲 (第九,第十洞) vli36

青巨,樹木のキティフ Xllll

運上化生 vllいixI7

蓮締文 V149

梶 ぐみ(浮彫) xiil一貫lV58

雲間第七一第九洞の明窓山赫形 ⅩⅠ4

雲間第七一第十洞

営造の順位 vl49



影響(曇曜五環) ll28

奨天列寓 Ⅹ39

共通の特色 vl9

前面鷹揚 vli57

造像株式 Ⅹ4Ⅰ

彫刻 Ⅹ40

天井 133,11139

曇確立精との計量の相異 Ⅹi120

併俸禽 vlil-ix39

.木造建築物 Ⅹ42

様式 11146,Ⅹvi3

良好友岩壁 xlll･ⅩlV6

富岡第七一第十三洞の梁孔 Ⅹii43

雲間第七-第十,第十二洞

交脚悌 Yiii-ix5

前室と主童を分った例 vi2

天井 v13

持主会り天井 Ⅹ1113

慧岡第七一第十,第十六一第二十洞 の工

事 xiil･Ⅹiv7

雲間第七,第八,第十洞

主童,保儒 Ⅹ53

門口,多頭多腎紳 Ⅹ1113

冨岡第七,第八,第十二洞,第二十一 洞以

下の尊像清 V12

芸岡第八洞 V7-26
明窓 ivI9

カl)アティデス(人像杜) iv47

側壁 lVTg

惟幕の獣面 ⅩV76

外壁 lVI7

光背蓮華丈 Ⅹi165

最上厚

手匡(浮彫) 127

鋸歯支帯 i38

坐沸列像 138

作家 vS7

獅子賓冠(浮彫) iv37

隠道 (第七 第八洞間) vS,8,39,40,

41,Vi6I

前室 iv44

壊滅 した碍閤 lVI7

岩床 vl157

西壁 IVI7,I8,45

西壁,膜壁 lVIT

東西壁 iv38

東壁 ivI7･Ⅰ8,43

ふきぬきの iv38

造営(追試) 1V42,V36

造形様式 v37

俗骨莞供奉者 lV52

第 t:洞との類似 lV37,38

調査 v5

天井 154,1V34,38,6Ⅰ

飛天 IV20q34,35,42,62

蓮華 iv20

東西壁,暦柱 iIS

東壁 IV22

降魔成道 ili25･47,iv37,Vii7,

5Ⅰ,Vlll･lX8,62

四天王奉鉢 1.124,45,.V37,38,vi1

7'Vlll~lXⅠ9

.W.家臆城 vl17

太子思惟(夜半思惟) vl17,Vilュ-ixI3

第二暦,寓扶端 IV23

第二暦,供俸 lV24

第三層,傑儒 vlZS

第三暦,重厚柱(浮彫) lV23

第三夙 甫寵 1V26

第四夙 寵傍 1V23

二商主駄蜜 11145,.V23,37･38,vii

7

洞前驚掘 vu 57,ⅩV9r

洞前悌閤(木造櫨閤) ilo,VS･ViI3

崩壊 112LV 5

特徴 vz7-38

甫壁

韓天(奏二葉天人) iiIS,Vi43,Vli47,

Vlll･1ⅩI7

供養六天像 IV29,42,57,Ⅹli73

シャリプ トラ lV38

第一層7倍形 iV38

第三夙 文殊菩薩 vill･ixI4

第三暦.脇侍賓冠 lV33,6Ⅰ

童子 vi43･Vl147,V iii･ixI7

%@ i134

襲華扶桂 IV42,60

蓮華文飾 Ⅹ152

年馳思惟像 iv49

年パルメットつなぎ唐草文苛 Ⅹ1154

ひだの表現 lV42

飛天 lV50,Xi154

悌蔑,渦巻桂 vIS9

｢俳篠洞｣の扇額 ilS

壁面 iv20

暦序 lV39

保存状態 iv77･Ⅰ9

北壁 vlll-1X35

下層,坐偽像 lV40

下層,菩薩像 11115

扶頗 iv48

上層,恰生魚 vlll･1Ⅹ5,IO

上層,倍生係わ資の獅子 vi45

上層寵 lV48RX47

上層,五尊 lV37･40, Ⅵ41

帳幕･飛天 14T･Vi28,V111-ix20

2Ⅰ

索 引 クー ク 第七洞-夢九洞

童子像 lV50

析扶頗 iv21

供倦董像 iv20

4こ導体 145

本尊傍,捻手形 vl38

三つ諜≡]芸つなぎ文 lV53

門 口(]共門) iv46

ヴィシュヌ紳 Ⅹv83

シヴァ紳 Ⅹv83

シヴァ沖 とヴィシュヌ紳 (像) lVI9,

42,46,ⅩV52

多面多腎紳 114Ⅰ,VllⅠ7

マ- シュヴアラとヴイシュヌ面中晩

vlユ1-1ⅩI9,36,67

門神(金剛力士) il17丁,Vi7Ⅰ,Vii1-ix

I8,ⅩT3,X1112,13

門紳(金剛力士脇) vilトixI8

門沖 の翼冠 1133

様式(式,風) Ⅹ2,Ⅰ4,15,Ⅰ8,兆 40,43,

Ⅹ156,Ⅹ1148

衣丈 Ⅹ5,54,Ⅹii62

国光 Ⅹ9,54

紫天 Ⅹ54

交脚菩薩像 Ⅹi58

獅子 Ⅹi58

倍こ儒 x54

彫刻 Ⅹ17,28

二段柘扶額 Ⅹ52

飛天 Ⅹ152

TlR装 Ⅹ.ll-Xiv69

俳優 ii32,Viil･lX3,8,Ⅹ25,Ⅹii59,

xlll･Xiv71

俳像(龍門) Ⅹ2,3

本尊併像の火焔光背 Ⅹ9

冨岡第八,第九洞間の外壁 viiI2

笠岡第八-第十洞の翼冠 1ii72

慧岡第九洞 vlI3-40,Vii13

明窓 V1115

因縁談 vl134

因縁談の山赦(浮彫) vl135

カl)アティデス(人像桂) vllIS

騎象菩薩 i14Ⅰ

菩薩立炊 vi146

国縁談の俳寵 vi135

屋形寵 vllSⅠ

韓天 ､ユ11･ix53

唐草紋妖文 vli50

交柳菩薩と牛軌思惟像 vlll-1Ⅹ53

三尊の組合せ vli32

主宝

寵配置 vl132

構造 vli25

随道(洞背後) vli55



雲 岡石 窟 索 引

西壁

傍像 v1140

北寵 vi140

前童 ii150,VnIS

明窓,扶額の坐憐群 vli34

明窓,屠杜 vl134

明窓,バ ラモン .39,Vii46,viii-ix

63,Ⅹlli･xIV59

シャアマ本生 i40,Vli35

保儒 Yiii-1Ⅹ20

樹下看乳臥 vi11-1Ⅹ13

重修碑(民国九年) ll5,26

西南隅 vii22,3Ⅰ

西壁 vliI8,19,2Ⅰ

西壁,交脚俳 iv52,Vi42,Vlli･1Ⅹ5

西壁,本生談 vli4Ⅰ

西壁,ラアブラ封面 YiiS

天井 vii24,3Ⅰ,47

東西壁南桑 vli34

東南隅 vii23,3Ⅰ

東南隅,定光悌 V1.35

東壁 viiI8,Ⅰ9,2I

東壁,樹木 Ⅵi8

北壁 viiI5

北壁,下層東西寵 vii34

北壁,奨天列寵 viii-ix47

北壁,シャアマ本生 118

北壁,西壁,暦杜 iI8

北壁,本生談 vii4Ⅰ

北壁,買手 くづ しの欄粁 i38

本生該浮彫 lV48

門口 il149,ViiI7,33

門口,金剛力士 viii･ixI8

門口,童子唐草文 Ⅹ45

門口,門轡 liiI7

門 口,葦還つなぎ唐草文 vii33,Vllll

1Ⅹ57

運上化生 viii･1ⅩI7

前庭

西 側桂基綿の方形の石 Ⅵi63

東側桂基前の くぼみ vi.63

東端の塔形 vli3Ⅰ

床装飾 vii31

奏焚天人 vl144

彫刻 vli36

天井 vli29,31,32,35,54

神像 vJll･ixI9

天人 iv62

東西壁

棒造 vii53

硬かざ り vl140

東壁上寵 vii40

特徴 vi4114

南壁

明窓挟額,高鷲天人 vli25

寵形式 ii124

供養者屋形寵 iiL4,Vl133

構造 vii48

第一層,東条 vi126

第二夙 西条 楯扶額 vliSⅠ

第二夙 東名 高鷲天人 vi150

第三夙 西寵 vii26

門口 vi133

門口,門紳 vli31,49

雲岡第九 第十洞 iv60,vlii-ix40,ⅩV29

明窓側壁 vii36

新 しい雲岡様式 ⅩiI7

-致(照庶) iI5,Vi13

-封活(一望窟) 129,1i29,Vi13,45,

52,VllⅠⅠ'3Ⅰ'32,377Viii-ix21,Ⅹ38,

Ⅹvi2,3

-股的性質 V49

困緑談 Ⅹii1-ⅩlV5

浮彫の彫 り方 i40

屋形寵 ivI,14

火焔三角飾 vlii-ix58

外壁 vil12,X32

梁孔 .34,lilt

唐草文様 vi49

完成 vlll･1Ⅹ4Ⅰ

書き ＼Iく

遁髪形飛天 11171

共通性 vi45

洪衆の

飛鳥列 vllト1Ⅹ60

飛天列 11152,Viヰs

禽獣環つなぎ文 IV10

建築物的構成 Y.46

工匠 vi53

主童の横言豊 Ⅹ39

醸造(洞聞) vi6Ⅰ,viiI9

隆道(洞背後) 1127,iii37,Vi25,Vl137

飛天 ii40

前童 vi11･lX31

屋形寵 vlii･ix3Ⅰ,58

禦天列寵 lli37,V44,Vlii･ix24,32

膜壁,供聾者列政 Ⅹ50

三角持送 り天井 vll1-.X61

保儒 V45,Vili-1Ⅹ2°,57

東西壁,交脚俳と交阿菩薩 vil1-ix32

壁面の717イズ Ⅹii12

北壁,唐草文 11152

北壁,上層寵 vlll-1Ⅹ17

北壁,二併並坐寵 Ⅹ37

本生圃 iii45,Ⅵi9

寓字 くづしの偶蹄 目7,Vili-1X50

22

門 口,浮彫唐草文の角柱 Ⅹ45

立俳 xilI3

前庭 vil5,ViiI2

亀甲文,蓮華文 vi56

切石づみ vS

奏奨天人 Ⅹ46

官杜(重層柱,暦桂塔)(浮彫) I3I,4I,

v148

造営(閑整,通達) V.46,54

時期(期間) i3Ⅰ,Vl137,Ⅹvi3,5

順位 vi135

造形様式 vlll-1Ⅹ38

天井 vlli-ix67

多腎紳像 i32,ⅩiiI3

東西壁,南壁の暦序 文16

洞前,切石づみの壇(重税) vii57

洞前蓉掘 viiI2,57,59,ⅩV9Ⅰ

特色 vi52

南壁,門紳 iiIS

楯扶桑の桂 vlli-1Ⅹ50

怖倹形式 ii29,iiiII,45

菩薩立像 Ⅹ51

本生談 Ⅹili･ⅩlV5

模倣(第十二洞) vlii･ix39

木造建築形式 13I

木造建築的意匠 viI2

門 口(耕門) vii38,vili-ix64

唐草文 x45,Ⅹ11.･Ⅹiv86

装飾柱 Ⅹ13

楯の文様 Ⅹ39

門紳 ⅩⅠ3

様式(読,風) Xvi3

飛天 Ⅹ48,49

服制 vlli･ix24,39,冗14,40

燐系 vlii-lX39

悌像 viii-1Ⅹ24,Ⅹ15,18,19,40

襲憩,項玲 viii･1Ⅹ46

列柱(八角柱).iii39,49,iv50,Vip,27,

28,viiII,Viil-i二丈3Ⅰ

基部,獣形 vi159

基部,象 iiiZ7

基部,童子 vlll･ix17

基部蓉掘 vii55

妻買つT3:ぎ文 lV7

脇侍菩薩 Ⅹ49

富岡第九一第十三洞(五華洞)iII,Ⅴ=3,

vllII,Vul･1Ⅹ2工

外壁整備以前の岩壁 Ⅹ31

洞前蟹掘 vli57

洞前庚蕩 112,4

冨岡第九一第十三洞(五華洞)外壁霜鳥 i

52'ⅩⅠ3'25

衣端 Ⅹ3



特徴 Ⅹ37-43

雲岡第九,第十,第十二洞

カリアティデス(人像槙) v2工

主宝と前室との比例 V39

壁面の暦序 V30

列柱 V11日,Ⅹi19,47

雲岡第十洞 viI3,47,VlH 1-29

明窓,西側坐悌 Ⅹ46

屋形寵 vl48

紫天 vlli-1Ⅹ53

保儒 vi43

隠退(洞背後) vi30,39,46

石環構成 vl136

前室 viI6

交脚菩薩と牛蜘思惟像 viii-1Ⅹ53

膜壁,浮彫の蟹見 (昭和十四年) vll

17'2Ⅰ

膜壁,儒童本生 vi2Ⅰ

樹下静思像 vll1-ixI3

諸費 Ylll･1Ⅹ48

西壁 viI3,22

西壁,樹下思惟像 vii8

東南隅 v127,52

東壁 vi13,25

東壁,交脚俳 vi42

北壁,アスラ紳 vill-ixI9

龍形唐草文 .ll62

前庭

西側桂基前方孔 vi163

西端,西壁 viTS

西端,塔の例去 vlll･1Ⅹ41

石床 vii63

東側桂基前方形の石 vli63

造営の順位 vl135

彫刻様式 vl125

特徴 vii3卜38

南壁

過去七俳 viil-ixi,52,Ⅹi147

降魔成道寵 vili･1Ⅹ8,Xv77

第二暦東西寓,壷屋 iv7
天井との くぎ り Ⅹ53

俳寵 i134

門紳 vlll･ixI8,Ⅹ45

本尊

交脚菩薩(痛切菩薩)ii27,Vi4I,Vill･

ixI,5,10
三尊制 vlll･ix26

門口(瑛門)

文様 Ⅹ13

門紳 i133

門締,巽冠 1133

わき蓉掘の断石 Ⅹlli･Xiv86

蓮難字帯 vi70

雲間第十,第 十一洞間 の外壁 viⅠ2

芸岡第十,第十三洞,甫壁の七俳列像 ii

I4

雲岡第十,第十九洞,明窓側壁の千併 ii

I3

慧岡第十一洞 vlt3,viii-ix2Ⅰ-30,37

明窓 V155

太和十九年(459)寵 Ⅹ38,Ⅹvl3

安生菩薩 xli59

以西の岩壁 113工

外壁 vli12,Ⅹ4Ⅰ

計量の中止 vllHⅩ30,38

構造 vli1-ix38

西壁

上イ弗列像 lV46,viil-ixI,9,Ⅹ40,

ⅩV13

浬架像 vliS

薬師悌 vill11X5

石像製作 136

造営(閉塞) vi155,Vlil･ix21,37,40,

ⅩV13

計量 vlll･1Ⅹ22,26

第二次の作 vlil･ix38

着手 vlll-1Ⅹ40

東壁

大きな破壊孔 Ⅹ24

初韓法輪像 viii-ix8

太和十七年(494=)寵 ii36,viil-ixI4,

Ⅹ38,Xv78,Ⅹvl3

太和十七年(4=94=)遣使記 Ⅹ4Ⅰ

東壁,南壁の千僚 Ⅹ38

南壁

合掌天人と合掌比丘 viil-i二g17

中央の倍坐悌蔑 III4,Vlli-1二g5

中央の交脚菩薩寵 viii-1Ⅹ5

ふかい俳寵 Ⅹ42

方柱

#% i16

上暦三面の六悌並立 vill･ix1

南面の遮代書寧彫像 i35

冨岡第十一A洞 ⅩZl

閉篭≡ Ⅹ25

彩董光背 Ⅹ30

三尊

諸費 vlll-1ⅩIO

東壁･菩薩像 Ⅹ8

破壊孔 Ⅹ25

壁嚢 Ⅹv38

北壁,脇侍 vil1-ixI4

冨岡第十一a,b寵 Ⅹ24

霊岡第十一C寵 Ⅹ24,42

冨岡第十一d寵 Ⅹ24,25,42

雲間第十一e寵 Ⅹ25,42,43

23

索 引 ク- ク 第九洞-夢十二洞

光背 Ⅹ26,27

芸岡第十一f寓 ⅩⅠ3･25,29

寵 前にあった方形小筒 Ⅹ26

本尊の衣文 Ⅹ3,26,27

霊園第十一g寵 Ⅹ26,42

千沸寵 Ⅹ26,29

本尊の衣文 Ⅹ3,26

笠岡第十一h寵 Ⅹ26

干天井 Ⅹ43

雲岡第十一i,J寓 Ⅹ26,42

雲間第十一k寵 Ⅹ27

芸岡第十-1寵 Ⅹ27,34,42,43

表文 Ⅹ3

光背 Ⅹ26

雲岡第十一m寵 Ⅹ27

千擁寓 Ⅹ29

冨岡第十一n寵 Ⅹ28

雲岡第十一o寵 Ⅹ28

雲間第十一O,p寵,波状頭髪 ii30

冨岡第十一p寵 Ⅹ29

慧岡第十一,第十二洞

閲警 vlll-1Ⅹ40

斐塔(浮彫) vlll･ixz2

特徴 vill･1Ⅹ37･4Ⅰ

雲岡第十一,第十二洞間外壁清寵 ⅩV70
芸岡第十一-第十三洞(五葉洞西三洞)外

壁 vil12,Viil-1Ⅹ21,38,41,Ⅹ41,Ⅹii43

丘上の石垣 vl11-ix21

形式 ii145

シムメトリカル患配置 vlli･ix2Ⅰ

時代 (時期) 11146･Xv13

造営順位 vlll･1Ⅹ37

特徴 viil-ix37-4Ⅰ

壁面の小寵 ⅩⅠ

雲岡第十--第十三洞外壁窟寵 il14,Ⅹ

20-36,Ⅹvl5

固形園頂式の窟寵 Ⅹ64

第六洞以後の造営 Ⅹ43

分布固 Ⅹ21

雲間第十一,第十七洞の造像紀年 ⅩvlI

雲間第十一,第三十五,第三十七洞の捜盤

像 vli9

冨岡第十二洞 viI3,Viii-ix31139

外壁 Ⅹ41

亀甲ぐみ唐草文 vi57

建築的構成 vl46

獣形三つ斗 lIg

前童

折 りあげ天井 vi46

西壁,火龍調伏 vi18

西壁,三カァシャパ鮮伏 iii25,45,

vli8,Ⅹv83

天井,アショカ国絵像 iii45,ViiS,



雲 間石 塔 索 引

7=1132,63

天井,アショカ王献土 lli45,VilS

天井,降魔成道 iii45,VilS

天井,保儒 vlli･lX20

天井,定光備本生 11145

天井,両軍河苦行 il145,Vii8

天井,バ ラ舌ン(閣僚仙)iii45,Ⅹiii-

Ⅹiv49,59

天井,休債 ii145

東壁7降魔成道 Xv77

東壁,露鷺山教法 11145

北壁,四天王革鉢 ili4,.,Vii8,vili-ix

I9

北壁,初椿法韓 ,li45,Vii8,vlii･ix8

造営完了 vlll･ix4Ⅰ

天井

ヴィシュヌとマ-シュヴァラvlll･ixT9

神像 il139,Vili-1Ⅹ19

東壁,語法 viiS

洞前馨掘 vi.67

甫壁,二商主奉賛 vii8

門口(瑛門)

交龍 =6,38,1iI8

金剛力士像 ii40,Yiii-1ⅩⅠ8

様式 Ⅹvi3

列柱 vl44,55

雲岡第十二a寵 Ⅹ10,29,42

本尊の表文 Ⅹ3

芸岡第十二h-d寵 Ⅹ30

冨岡第十二 d亀 楯扶額千沸寵 Ⅹ34

雲間第十二e寵 XIO730,42

雲岡第十二f-h寵 Ⅹ31

芸岡第十二h亀 平天井 Ⅹ42

雲岡第十二,第十三洞

繋天列蔑 11137

悌篤 Ⅹ53

雲間第十三洞 vl13,4Ⅰ,ⅩⅠ3120

明窓 ii36,vi55

香煙供養天人 vill･ix40

工程 i33

割文 (修像記) 136,116

膜壁,天の供聾者と人間の供養者

Ⅵ11-ix40

最後の追刻依馬 vili･1Ⅹ39

着手 Ⅹ41

昔初の計重 Ⅹ39

特徴 Ⅹ37-43

南壁

~F層西寵 viil-ix8

七悌(過去七梯) iii46,vlli-ixI,26,

40,52'ⅩV13

七燐の光背 ii39,Xiil･ⅩlV72

鳥形 xi与3

追刻桑 Ⅹ32

普賢菩薩 vi11･ixI2

燐麓 i134"Yl159,60

本尊交脚菩薩 (飛散菩薩) viii･1ⅩI,40,

Ⅹ1139

光背 iv49,Vl152

手相 viii-ixII,15

門口

ふかい俳寵 Ⅹ42

門紳 1133,Vili-1Ⅹ40,Ⅹi49

豊岡第十三洞外壁希寵 (洞外併寵) 133,

豊岡第十三 A洞 Ⅹ3Ⅰ,4Ⅰ,42,ⅩViS

造営中止 Ⅹ32

洞外西の土壁 vii57

洞前の鹿屋土壁 vii57

甫壁小象,普賢菩薩 vill-ixI2

雲間第十三 B洞 Ⅹ33,ⅩViS

東の入口 Ⅹ36

未完成方柱洞 i32

雲間第十三a-h寵 Ⅹ34

雲岡第十三1寵 Ⅹ34,43

光背 Ⅹ42

芸岡第十三J寵 Ⅹ35

年天井 x42

雲間第十三k寵 Ⅹ35

雲岡第十三l寵 Ⅹ35

光背 Ⅹ42

雲岡第十三 m-Z寵 Ⅹ35

雲岡第十三a′-f′寵 Ⅹ35

雲間第十三h′亀,光背 Ⅹ42

雲間第十三g′-1寵 Ⅹ36

重岡第十三 第十六洞の本尊遷座 V.38

冨岡第十四洞 130,Xl79-24

前宝

西ノ堅,単層塔 145

西壁,底部諸寵 xiil-Xiv22

梯寵 xill･Ⅹiv68

襲華 xl11-Ⅹiv67

恢幕内に塀扶桑をいれた察 Ⅹ139

複雑な寵 Ⅹ159

雲岡第十四,第十五,第十五A洞 xvi4,5

雲岡第十四一第十六洞

下層併寵 Ⅹ1158

建築物 Ⅹil王7

特徴 Ⅹi43T46

雲間第十四一第四十三洞(西方群,西方諸

洞) ill,13,1i5,1iiI3,46,V-i56,I

Hi

四壁二暦の犀序 V30

ⅩlV7⊂)

芸岡第十五洞 .30,Ⅹi25-29

下層千体 Ⅹi32

開墾 Ⅹ146

形式 Ⅹi46

製作 Ⅹ145,46

天井

葡萄唐草頚: Ⅹ11i-XIV86

龍頭 Ⅹ111-ⅩlV85

東壁,節倹 Ⅹii1-ⅩlV46

洞前の民家 Ⅹlii･Ⅹiv85,86

北壁,上層上寵 Ⅹi2Ⅰ

冨岡第十五A洞 Ⅹ130132

西壁,商主厭蜜 vli8

彫刻 Ⅹ143

北壁,下層書芸 Ⅹi59,Xiii･xiv56

北壁,併像をとり去った孔 x.36,38

冨岡第十五,第十六洞の破壊孔 Ⅹi26

雲岡第十六洞 x133-1Ⅰ,ⅩVi4

明窓 Ⅹii18,47

彫刻の年代 Ⅹi45

沸寵 xiii-Ⅹiv85

開墾 Ⅹ143

開始 Ⅹ144

外壁 xllI7

睡プく列 ⅩiiI7

基本大像の計量奨更 xlll･Ⅹiv7

扶端数形 Ⅹiii･Ⅹ1V85

膜壁 Ⅹvi4

諸寵 Ⅹ1ii-XIV68,85

第二期 x144,45,46

#=*#@ xi45

第三次造瞥(工事) Ⅹ.44,45,46

第五,第六洞の影響 Ⅹyi4

南壁

中央寵 Ii15,34,Xli46

中央寵,異常な楯秩頗 Ⅹii23

中層,諸大桑 xli78

底部諸寵 Ⅹ11i･xiv22

本尊俳立像 ii146,vili-ix59Ⅹ2,Ⅹii39,

xlll･Ⅹiv4Ⅰ,44,ⅩV14

改作 v37

年代 xlilO

波状頭髪 ii29,Vlll-ix9,x28

様式(読) Ⅹ1ii･㍊v7

様式の通肩衣文 7ni44

様式の悌像(第十一洞) vili･ix26

門口 Ⅹi30

彫刻の年代 Ⅹi45

悌立像 Ⅹviヰ

芸岡第十軌 第十五,第十八洞をと り国ん 雲岡第十六,第十七洞 Ⅹ1157

でゐた民家 Xv91 明窓 xili-xiv22

雲間第十四,第十六洞′J儀 式の衣文 Ⅹ11i一 併寵 xii29

24



開墾 xlll-XIV43

洞間外壁の干満 Ⅹ111-Ⅹiv65

芸岡第十六一第二十洞(曇曜五帯,五大石

嵐 瓦大霜)i4,ⅠⅠ,li27,vi47,Vl137,

･37,XiI6,43,46,xl.I,Ⅰ7,39,41,

･111-Ⅹ1VI,2,4,9,Ⅰ3,31,42,44,ⅩViI,

2,4

明窓,側壁 lli39

明窓,門口 vli38

新しい冨岡様式 xlI7

以東の石窟 ⅩV41

固形固頂奪膜環の制 ⅩV37

開警 IllIO,Ⅹ11i-xIV5,43,ⅩVi4

開始(着手) V37,Ⅹlli-ⅩlV42

外壁 Ⅹi46

千体寵 Ⅹ146,Ⅹ1177,43,Ⅹiii-xiv4Ⅰ,

ⅩV95

梁孔 134

各洞の個性 Ⅹill-Ⅹiv43

漠魂美術の キティフ xliII

:巨像 Ⅹ9,IO
共通の垂直壁面 Xv14

筒装飾 Ⅹ1112

工事の一再中止 ⅩY.4

構造 il145,Ⅹ38,Ⅹv9

最大の石窟 xli39

三食形式 vliト1Ⅹ3

三骨琵像 vll

時代 Ⅹvi2

終末 ⅩvlI

初期株式に虜する ⅩilI

清掃 Ⅹv91

製作年代 vi53

脆弱な岩層 Ⅹ11i-Ⅹiv6

設計愛東 xlll･Ⅹiv9

狭 さ Ⅹli17

千併 Ⅹ38

千締高 V 29

衣文 1143

前庭の岩床 Ⅹ1117

草創の事情 Ⅹ11i･xIV I

造像 Ⅹ1iI2

1則量 T4

大(併)像 vl53,Ⅹ55

第一次工事期間 Ⅹvl5

第五洞の流れ(俸統) Ⅹv64

第七,第八洞との比密 で153

申インド式悌像 Ⅹ11Ⅰ3

彫像本位の構造 ⅩillO

通制 Ⅹ1123

偉統 (龍門) ⅩV23

と併行した様式 (第七,八洞) Ⅹvi2

頭髪がほとんどない悌像 ⅩilI3

洞綿整地 Xv9Ⅰ

洞自存蓉掘 vi157

特有の形式 ⅩlilS

に多い形式 Ⅹi120

二解並坐寵 Ⅹ37

肉喋 の最感 i130

肥満した飛天 1130

眉目や表文の志気刻 iv41

服装 1-113

悌晩様式(形式) ilI5,29,1ilII,45,Ⅹ

2,Ⅹ143

俳俸 YllS

平面形 xlli･Ⅹiv39

未完成の部分 Ⅹ11i-Ⅹ1V7,9

様式 11146

の前後 Ⅹ111-ⅩlV43

芦屋 Ⅹ55

脇侍沸 Ⅹ1i40

雲岡第十六,第十八洞の本尊遷座 vi72

雲岡第十六,第十九B洞の槽績工事 Ⅹ iii･

ⅩlV44

冨岡第十七洞 ⅩiiI7-27,ⅩV14

明窓

｢多望,輝迦,摘草か｣追及記 vlll･ixIO

太和十三年 (4=89)寵 153,1V37,V

27,V122,Vlll-1Ⅹ2,Ⅹ2,38, x135,

45,46,Ⅹ11i･xIV7Ⅰ

外壁 Ⅹ1128

脆坐天人 Ⅹ25

構造 Ⅹ38

三尊形式 (-菩薩二併) V111･ix3

第一次造営 Ⅹi.22,25

---封寵 Ⅹii23

併寵 Ⅹ1123

第二次造営 Ⅹi127,40

第二女迫刻寵 1113,IS,iilIS,Ⅹ1122,25

第三次造営 Ⅹ1125,27

第三次迫測 Ⅹi124

東壁

悌寵 Ⅹ1160

本尊光背にくひ込んだ椀寵 Ⅹ1129

南壁

阿禰陀 解 vlii-1Ⅹ4,5,74

観世音菩薩と大勢至菩薩 vlli･lX5,Ⅰ4

諸寵の固様 ⅩV38

本尊交脚菩薩 (痢勤) V43,Ⅹ37,40,

xl165,XllllⅩiv43

足部 vl137,Ⅹ1ii-又1V7,44,ⅩVi4

手 Ⅹili-1Ⅹ15

門口,併倹 Ⅹ1ii-xiv22

床 Ⅹiii･Ⅹrv43,XV91

協大寵の天人 1i32

雲岡第十七,第十八洞

25

索 引 ク ー ク 第十二洞-爵十九洞

相違瓢 Ⅹii39

特徴 xl139-41

門口,併寓 Ⅹil1-ⅩrV86

雲間第十七,第十九A洞の中止 xlii-xiv44

雲岡第十八洞 Ⅹ1i9,28-37,Ⅹili-xiv42,

＼111

明窓 ⅩiiT8

供養者俵 xiiトⅩiv85

千悌寵 Ⅹ111･Ⅹiv41

倍坐比丘 Ⅹlli一Ⅹiv69

玉眼 Ⅹi125､

三僚 Ⅹ1125

十大弟子 (十人の阿羅漢) vlll･ixI7,

Ⅹ11ⅠⅠ

西端像の手 Ⅹiil-Xiv85

西壁,怖立像 xilIO

第一一次造作(作) Ⅹ1132,34,40

第二次造営 Ⅹ1132,40

第三次の作 Ⅹi132

東壁,W,侍菩薩 Ⅹiil-XIV78

南壁,アショカ王敵土 vii8

服装 xili-ⅩlV67

本奇術立像 vill･ix5,8,Ⅹi43,Ⅹii9

衣文 ⅩllIO,又ill-Ⅹiv66

茎塵の蓮灘声帯 Ⅹ172

円衣の唐草文 Ⅹ11i-xiv65

贋 Vユ11-lX 9

門口

東側,備寵 Ⅹ111-Ⅹiv22,26

東側,マンダラ的構成の併寵 Ⅹiii･Ⅹiv

57

脇侍併(脇梯) Ⅹi19,10,25

ロ払げ vllillⅩ9

彩色 vll1-1ⅩIO

天蓋 11122

脇菩薩 V50

雲岡第十八,第十九洞

明窓,門口 ⅩliI7

最上層,垂帳と坐陳列寵 iii37

本尊,内衣のゑ り xlli-xiv25

門口,複合寵 Ⅹv43

雲岡第十八,第十jLA洞

洞間の大崩落 Ⅹiii-Ⅹiv22

門口,俳寵 ⅩV72

芸岡第十八-第二十洞の開撃の前後 xlli-

Ⅹiv43

芸岡第十八,第二十洞の脇侍大俳 Ⅹill-Ⅹiv

39

雲岡第十九洞 1127,Ⅹ11i-XIV13-21,ⅩVi4

明窓,門口 Ⅹiii-Ⅹiv22

外壁 Ⅹ1i28

外項二の屋根瓦 Ⅹv93

末光軌 揮迦牟尼俳の組合せ i12Ⅰ



雲 岡 石 窟 索 引

西壁7塔形 1iI4

増床(敦樽) Ⅹ】1i･Ⅹ.V32･ⅩV95

天蓋的な装飾 1V5

天井 Ⅹiil･ⅩlV76

特色 Ⅹili-XIV39

甫壁

西部,ラアフラ封面 vii8

東部,ラアフラ封面寵 vii8

西脇洞-豊岡第十jLB洞
蟹掘 Ⅹv92

東脇洞一斗豊岡第十九A洞

賓生体洞 115

本畢生像(大姉) x lli-xiv75

衣文 Ⅹ1110

拳手形 1128,viii-1X5

頭部 Ⅹill-ⅩlV77

内衣の唐草文 Ⅹiil-Ⅹ.V32,65,77

未完成部分 vl137

床 xii397Ⅹlii･xIV22,26,ⅩV95

雲岡第十九A洞(第十九東脇洞) xi165,

Ⅹ111-ⅩlV22-26,Ⅹvl4

坐俳の衣文 xiil-Ⅹ1V68

前壁

下唐詩寵 x111-Xiv26,67,68

バラモン像 Ⅹlli･ⅩlV49

沸寵 Ⅹ1ii･ⅩlV68

第二･欠追刻寓 Ⅹ111-Ⅹiv41

怖寵 Ⅹ1ii-ⅩlV67

壁面の千擁 vSS

本尊俳府政 Ⅹ111･ⅩlV28

光背の芸文,火構文 li6

壷座(践塵) v34,ⅩV14

未完成部分 xlll-Xiv7,44

門口,複雑な併寓 xill-Xiv7,44

脇侍 Ⅹ111-Xiv70

笠岡第十九A,B洞

開墾時期 Ⅹ1ii･ⅩlV44

工事 Ⅹvl4

床 ⅩV95,ⅩV14

富岡第十九B洞(第十九西脇洞) lii46,

Ⅹlli-xiv2510,Ⅹvl4

基本大像の計蓋愛東 Ⅹlii･Ⅹiv7

供聾者列像 .40,1112,-,Xi16,Ⅹ11i･ⅩlV

53,ⅩV84

千体寵造成 Ⅹlii･Ⅹ1V6

第一次迫刻 Ⅹlli･Ⅹ1V23

本尊憐情像 xill-XIV53,XV69

波状頭髪 ii29

本尊,脇侍 Ⅹ111-Xnr44

門口左側の旅寓 Ⅹill-Xiv22

雲岡第十九,第十九A洞

明窓,千併小寵 xl129

洞間にあいた穴 xlll-XIV25

芸岡第十九･第十九B洞間の大穴 xiii-ⅩlV

26,69

雲間第十九,第二十洞

西方的な衣制 i128

特徴 Ⅹ111-Xiv39-44

本尊の胸部のもろい岩層 ⅩV4Ⅰ

雲岡第二十洞 1.27,Xili･Ⅹiv3Ⅰ-37,ⅩVi4

表文の ひだ x1124

外壁,千燐系 ⅩV95

三尊 xill･XIV85

凹.土諸陵 Ⅹ111･ⅩlV42

諸像 Ⅴ43

大崩壊時の堆積 ⅩV95

第一次計壷 vl137

断石 xlll･Ⅹ1V42,ⅩV91

中居 ⅩV69

洞前蓉掘 1Ⅰ3

旅烏 Ⅹiii-XIV85

甫壁

噂づみ Xv93

崩壊 Ⅹill･Ⅹ1V32

にのぼるための階 ⅩV95

登城 jnr93
飛天(‡字彫) Ⅹ1110

崩壊(崩落) Ⅹ111-Ⅹ1V42

時期 xl11-XIV42

本卑生沸く大俳) viii-ixs,Ⅹili･xIV55,
＼､r■り

衣文 iv49,Ⅹii20

ロひげ vilト1Xg

光背 1ユ18,39,Xlll･XIVZⅠ

光背芹右の方孔 Ⅹ.ll-ⅩrV34

光背わきの悌寵 vili･1二g9

縛定形 1128

内衣 xll1-XrV56

背後の基洞 vl137

胸あた りの路弱な暦 ⅩV4Ⅰ,63
蓮座 Ⅹlr93

床 xi139,X"-ⅩlV44,ⅩV95,Xvi4

脇侍俳 ⅩlI6

芸岡第二十一洞 ⅩV4Ⅰ,43,64, XVi5

格天井断石 ⅩV95

造営時期 ⅩV68

併像様式 ⅩV68

北壁大魚,東西壁二犀利 ⅩV64

床下の脆弱な暦 xv63

雲間第二十一A洞 ⅩV4Ⅰ,43

芸岡第二十一B洞 ⅩV43

天井 Ⅹv44

芸岡第二十-C洞 xv43

I,20743'Ⅹil1-ⅩlV43,ⅩV4卜6Ⅰ,ⅩV.2,5

岩壁 xlli-Ⅹiv31

26

最後の

時期 ⅩV65

造営 xv68

時期の古い石窟 ⅩV68

時代 Ⅹv12

進賛 ⅩV65,68

特徴 ⅩV63-68

併鯨 Ⅴユ19

雲岡第二十一,第二十二,第二十六洞諸寵,

衣文 Ⅹ3

雲間第二十二洞 Ⅹv43

雲間第二十三洞 Ⅹv43,64

格天井 ⅩV65

雲岡第二十三A洞 Xv43,44

冨岡第二十三B洞 ⅩV43

雲岡第二十三a寵 ⅩV43

雲間第二十三,第三十一H洞,多層制 ⅩV

64

栗岡第二十四洞 Ⅹv43

雲間第二十四A-E洞 Ⅹv44

芸岡第二十五洞 Ⅹv44

芸閏第二十六洞 xv44,45,47

西壁･大孔 ⅩV45

天井 Ⅹv45

東西壁,諸寵衣文 Ⅹ3

南壁,坐併寵 Ⅹv45

冨岡第二十六B洞 ⅩⅤ44

雲間第二十六-第二十九洞の造営時期
xv68

冨岡第二十六,第二十八,第二十九洞,多層

-AftJⅩV64

冨岡第二十七洞 ⅩV44,43-

完成時期 ⅩV65

富岡第二十七A洞 Ⅹv45

芸岡第二十七B洞 ⅩV45

正始四年(507),妊昌三年(514)寵 xv

SZ,65

雲岡第二十八洞 ⅩⅤ45,47

定光燐と群迦牟尼俳との組合せ ii21

甫壁,アシコカ王戯土 vllS

三岡第二十八A洞 ⅩV45

冨岡第二十九洞 xv47

西壁,燐寵 の衣文 Ⅹ3

天井 Ⅹv65

甫壁

降魔成真正 vi18

白馬別離 vi18

冨岡第二十九 a寵 ⅩV47

富岡第三十洞 XvA7

洞前の城壁 ⅩⅤ41

雲岡第三十一洞 Ⅹv48

門口と明窓 Ⅹv49

柄ミ Xv48



三岡第三十一A-D洞,第三十二A-D洞,下

部の脆弱な暦 ⅩV63

雲間第三十一A-G洞 ⅩV48

冨岡第三十一 E洞,洞口荘飾 ⅩV49

雲間第三十一H洞 ⅩV48,49,64

三岡第三十一Ⅰ洞 ⅩV48

冨岡第三十一J-L洞 xv49

雲間第三十一,第三十二洞附淀 の小窟

XVl5

天蓋寵の多い石窟 Xv6,I,65

雲間第三十1 第三十=,第三十八洞附近

諸筒の造営時期 ⅩV68

雲岡第三十二洞 ⅩV49

北壁併像の衣文 Ⅹ3

雲岡第三十二A-D洞 Ⅹv49

冨岡第三十二E-J洞 ⅩvSⅠ

富岡第三十三洞 ⅩV5Ⅰ,52

四壁,アショカ壬駄土 vliS

雲間第三十三一第三十七才臥造営時期 ⅩV

68,ⅩV15

雲岡第三十七洞 ⅩvS3

南壁,浬解像 vli8

北壁,騎象入胎 vli8

芸岡第三十八洞 xv55,57,ⅩViS

天井 Ⅹv65

醗衆人脂 vl.8

雲間第三十八A-E洞 ⅩV56

芸岡第三十八C,D洞 ⅩV55

冨岡第三十九洞(西方塔洞) 113,ⅩV57,

64

須嫡山 129

EI%弱な暦 ⅩV63

造営時期 ⅩV68

天井 i32,Vilトix37

神像 ユ1i39,Vlll-1XI9

木造式の塔 (方柱) vllトix37

門口装飾 lV4

雲岡第三十九A-Ⅰ洞 Ⅹv58

雲岡第三十九,第四十洞 Ⅹvl5

冨岡第四十洞 Xv58

雲間第三十三-第三十八才臥下部 の脆弱 雲岡第酔1-洞 ⅩV59

な屠 Ⅹv63

蔑制 ⅩV64

雲岡第三十四洞 Ⅹv52

かけも Ⅹ4

上官生休列窺 ⅩV58

西壁

諸寵の衣文 Ⅹ3

ラァプラ封而 vli8

冨岡第三十四A洞 ⅩvS2

芸岡第三十五洞 130,XV52

外壁 137

力士像 ii40

造営時期 ⅩV65

東壁

交脚菩薩 Ⅹv59

沢盤像 vii8,vlll･ix52

脇菩薩 Ⅹvs9

南壁

降魔成道 vllS,vlll･1Ⅹ8,Ⅹv55

三カァシャパ調伏 vli8,ⅩV55

門口(洞 口)

ヴイシュヌとマ- シュヴアラ viii-ixI9

延員四年(515)寵 ⅩV65

%% iv4,XV47

冨岡第三十五B,C洞 ⅩvS3

冨岡第三十五 第三十七洞,東西寵 ⅩV45

冨岡第三十五,第三十七 第三十九洞,門

口装飾 ⅩⅤ49

北壁

降魔成道 vilS,ⅩV24

獅子吼 vll8

出家践城 vl18

東方上部の怖俸 vli8

白馬別離 vii8

夜牛思惟 vllS

雲岡第lJg十二洞 Xv59

冨岡第四十三洞 ⅩvSり

冨岡宗上,明代土城 ⅩvIOI

霊岡中期(第二期)

一割寵 Ⅹ1i23

二】二事 Ⅹユ44,ⅩVi4

十五年 Ⅹvl2

造営 vlli･1Ⅹ38,Ⅹ145,46,Ⅹi127,32,40

彫刻 vi.9

迫刻寵 ii13,Ⅰ5,Ⅰ7,illTS,Xli22,25,

Ⅹ11トⅩ1V4Ⅰ

様式 132

雲岡彫刻 lil13

基礎 Ⅹ1i4

西方様式 Ⅹ111-16

優品 Ⅹill一貫lVI7

冨岡彫刻家->冨岡工人

言開鎖(芸岡壁) 13,6,日,73,16,111一

2,3,VI,2,Ⅹi16,ⅩV60,61

賛城 11Ⅰ

索 引 ク - ク 第十九綱一節四十三洞

東門(迎光門) lil,3

内外の廟 116

農民 Ⅹ=9

雲間東部叢上蓉掘 iI3,Vii57,ⅩV9),98

雲岡碧霞洞-+冨岡第二 B洞

芸岡別聖 li2,V 2,ⅩV99

冨岡壁→雲間鎖

豊岡末期(後期,第三期)

コ工事 ⅩV14,5

高鷲飛天 ⅩIO

作風 x140

小肩 ⅩV23

製作 Ⅹ25,Ⅹ120,24,35,39,45,Ⅹ1145,

ⅩilllXlVT7734,37

千併 Ⅹ125,3S,40,45

千沸石活 i13

繊細73:様式 Ⅹ山1-ⅩlV22

中国様式 Ⅹ111

彫刻 ⅩⅠ3,20

手法 Ⅹ22

様式 vi19

迫刻小龍 Ⅹ33

天人 Ⅹ9

特色 Ⅹ27

飛天 xIO,23,2年

価教美術 Ⅹ IO

俳像頭繋 vill･1Ⅹ9

悌偉固 vli9

菩薩像 Ⅹ8

賓珠形頭北 Ⅹ9

裳かけ屋 Ⅹ4

校式(風) lii46,Ⅹ139,40,ⅩilIS,Ⅹ11i-

Ⅹiv15,27,4Ⅰ,44

千俳寵 Ⅹ111-Xiv13,3Ⅰ

儀式 Ⅹ35

中心窟 (第十五洞) xi45

襲化 ili13

育即日様式 Ⅹ IO

霊開校式(形式,式) 11170,II,Ⅰ3,Vili･ix

ユ'ⅩⅠ'ⅩV23

新 しい 11iS,ⅩiI7,18

か ら育即日柱式- Ⅹ I-日

危機 -iiIZ

成立 Ⅹ116

遡源 vl2

造像(轟麻) Ⅹv34

彫刻 Ⅹ8

守･L､ ＼ l

新城 117,ⅩVIOI 雲州石窟寺→冨岡石窟寺

西門(懐遠門) 11Ⅰ,3

重岡第三十五,第三十九洞 ii20 鏡城 1日,2,4,ⅩV41

冨岡第三十六洞 ⅩvS3 土壁 vl157

雲間第三十六A,B洞 Xv53 北壁 xv91

27

芸中郡(漢) i2

芸中府(漢) i16

雲母片を入れたこl二器片(西部茎上)ⅩV97

芸門山石清 ⅩV3,30,33,36



雲 岡石 窟索 引

隔晩 xvI7

隅の大俳 134

第四洞 Ⅹv33

第五洞 Ⅹv33

方形窟 Ⅹv33

雲龍門(北魂平城) i8

エ

エフタル(職嘘) Ⅹ116

ェルウトの ガルグ -/討 伐 (廉願帝) i4,
114

エ ロラア石窟

ヴィシュヴァカルマ洞 vi9

ヴィハアラ洞 V19

第 8洞 vlIO

S字状に波 うつ裳のすそ Ⅹ130

S字状の衣端 (天龍山) ⅩS

x手枕の天衣 1129,XS,9,22,26,27,28,

29,30,Ⅹ127,30,Ⅹ111-Ⅹ1V28

交叉黒古のまるい妻琵 Ⅹ8

江上汲夫,水野清一『内蒙古長城地帯』i

1

柄香煙 (浮彫) vlli･1Ⅹ18,Xv55

烏帽子ふ うの三角頭巾 v24

意定(比丘尼) xi14Er

意燈(比丘尼) Ⅹv24

悪覚 vli27,Ⅹi.32

慧休 ⅩvZ7

慧瞭 Ⅹ13,Ⅹ111-Ⅹ1V3

『給因果経』 vl22,VllI,2

檎具鉢(遼)(洞前蓉掘) vi167

潜文様緑神教琵(併像のあらはされた)

X14'5'7

永安三年(260)の壷 Ⅹ142

永嘉(145)紀年の垂鳳鏡 Ⅹ17

歳嘉五年(311)の乱 Ⅹv 20

永固堂 i9

碑茎 ⅩviI2

文石断片 ⅩvlI2

永田陵 ⅩⅠ,Ⅹvl7,10,12

永暴,延薫,永廉 (155-167)紀年の変鳳鏡

Ⅹ17

永靖願 ⅩⅤⅠ3

永奉書のf=q盤壁相(壁書) vii3

永寧寺 Ⅹ111-Ⅹiv8li)

七級浮囲 18

永千十二年 (69)の漆案 Ⅹ12

永和八年 (352)創建詮 (敦燥) vli

督州 Ⅹv34

役務紳 vlll-1ⅩⅠ9

姦都愉 ⅩV33

愉般 Ⅹ113

鶴磁壷 Ⅹ142

両肩の俳優 Ⅹi42

延興二年(472)の張伯和石俳坐像 ⅩiI7

延輿三,四年(473,4)の凶歳 Ⅹlil-Ⅹiv8

延昌二年(513)造像記(柄重寺) ⅩvI3

延昌三年(514)寵(第二十七B洞) Xv45,

52･65

延昌三年(514)造秤迦像記 (第二十七B洞)

11金石録 6,ⅩV45,75

延呂四年 (515)餐 (第三十五洞) ⅩV65,

68

延昌四年 (515)造像記 (第十九B洞) ll

金石銀 5,Ⅹ111-Xiv28

延昌四年(515)造像記(第三十五洞) il
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堵廟宥 ⅩV37
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24.53， X 14， xi 26， 36， 39. xv 44 

祭実71]詣 i17， 18， 20，23，30守 11122，25.

37， vi 8， 47， vii 24，29.32，35. viiI・'lX32， 

36， X 15・16，18， 39' xv 34 

紫楼 11 32 

額那山 v '7 
影治的(風)

彫法 xi 26 

表現(鏡背) xi 7 

箆細工Dゃうた飾り(ガンダァラ) iv 2 

甲骨(介胃)(浮彫) vi 18， viii-ix 18， 19， 

X11 9 

紳王 viii-ix19 

武神像町 '7
i昌繋随 Xll 3 

f骨牽 iii 6 

褐色粘土居(雲間愛掘) xv 95 

鶏賦王D第七女 V170 

合掌脆坐菩薩 vii 26 

合掌形の

天井(天龍山) xv 25 

溝(外壁) xiii-xiv 13 

合掌と合掌でない天人 V 21 

31 

索 引カ ーカ

手ト掌童子u芋彫) iv 23， v 20 

合掌屋根(敦燥) vi 2 

合奏隊(浮彫) xv 55 

唐草日I女:の友陶片(古城村) 町 17 

唐草縁の暴身光 xiii-xiv25 

唐辛飾の扶門(外壁) xV52，57 

唐辛波紋文(波紋唐草文) iii 17， iv 9， 10， 

v 14， 39， x 13， 24 

〔ガシダァラ) iv 9 

(キジイノレ iv9 

(響堂山) xv 30 

(サアシチィ lV9 

西方的た iv 21 

(ハッダ) iv 9 

(ベグラム iv9 

唐草文 v34， 56， vi 49， x 24 

第質的な lV9 
前庭岩床の vii 66 

波紋 →唐草波紋文

棟瓦<D(塞上城内) XV 101 

(龍門) xv 23 

瓦OoL蛍) v 5， xiii-xiv 31 

迦稜頻迦 vii 62 

化生蓮華 XVl12 

北貌の

(西書官茎上) xv 95， 97 

散布(西梁) XV 101 

(洞前後掘)日11-XIV42， xv 92， 93. 95 
2珪ID ii 6， vii 62， XV 95 

蕨子文 XV102， xvi 8 

瓦葺(瓦葺犀根，瓦屋根)(浮彫) i22，25， 

iii 28， 37， vi 54， vii 33， xv 58 

屋舎(堂舎) vii 23守 26

建築 vi 36 

城門 iii25 

居塔 X ，8 

瓦葺屋根(中国濁自の) iv 4， vi 48 

甘粛 110， 111札口 35

存城 1112

甘藷諸窟(諸洞) xv 38 

五代，宋元の壁重 xv39 

it露紀年鏡 Xl7 

官寺山 4

官女 X3c 

官奴 xiii-xiv 7 

官悌闘精舎 xi3 

官吏の俸格制(北貌) iii 12 

抗(西部塞上護掘) xv 97 

統の蓋(妄上城内登掘) xv rOr 

冠(浮彫供養者) X 22 

冠弁 xiii-xiv28 

成遁七年(866)重修記(敦僅) xv 9 

威遜十三年(872)題記(敦士皇) xv 9 



雷 同石 塀 索 引

成通十四年(873)造像記(贋元千併臣)ⅩV

19

成豊(185ト61)の重修 ii9

成豊三年(1853)｢明心見性｣額 illI5

成豊七年(1857)｢法護蘭 山｣届額 i.9

成盟十一年(1861)重修大俳書砕 i15,

9,11金石録 Ⅰ5,16

桓帝(後漠) lV13,XiI

浮屠所司 Ⅹ12

遼泉洞(芸岡第二洞) ll5

感庶談 Ⅹ13

漢

遺跡

(異官屯) ⅩvIOz

(北開) Ⅹvi8

遺物(北岸打) ⅩviS

獣面飾 vI4

小建築(西潜) ⅩvIO2

俸統(笹風) 1iiIO,Ⅰ3,ViZ3,45,Ⅹi9

-の復長詩 lli13

壁霊(遼陽) v36

末期の乱 il17

漢(北漠) ills

‡美化 11110

漠化政策(孝文帝) lュiI2,13

漠貌

以束の龍形 iv29

鞍物文様のrLr駄 樹木 ivlr

蓋象石の博統 ⅩV23

壷象石-壁霊の帳幕 V36

鏡鑑 lVII

制度文物 11i46

線描謁 IV4Ⅰ

俸統

車術 i30,XV35

LLr執,樹木意匠 ivII

嘗た面 ivIT,22

中国様式 v30

動物意匠 ivlI

柔術精元申 xlO

龍(形) 1V29,VZI,36
育巨虎,禽獣(形) lVI4

博山媛 ivII

美術のモティフ ⅩllIl

文化 111Ⅰ3

俸統 i30

漢,魂,菅の文化 11i8,10

漠鏡(漠式鏡) Ⅹi4,6,9,Ⅰ2

外線文様 ivI4

梯像 Ⅹi9

漠牽術 ivII

漠尺 ii28,Ⅹii2

『漢書』巻九四 (旬奴俸) xlli･ⅩlVI

漠族(漢人) i35,1i15,6,7,8･9,12,Ⅰ3

衣冠の制 illI3

工人 v37

豪族 il19,12,Ⅰ2

商工民 ili8

大袖の衣冠 11i7

倍溌 11ilI

農民 11i8,ll

美術家 Ⅹ3

要素 v37

漠族化(北魂北族) 1i30

汚 '､■:I~_(-

耀泉 11i9

TE銃の役僧者 ii16

倦統 illS,9,ⅠⅠ,Ⅰ3

復興 1i19713

漢,北規の土器片(八蘇木地) ⅩvlO3

漠明俸詮(漠明求法偉詮) Ⅹ14,7

漢語嘉聖典 vliI

漢様式の獅子 iv21

管契器 iv22

窺状石器(八蘇太地) ⅩvIO3

簡便化(石窟彫刻) iv4Ⅰ

開聴廟(雲間) i13,ⅩV4Ⅰ

確頂 XvSS

鏡釧 Ⅵ11-1ⅩⅠ5

観音開 i3

観最 大勢至,文殊の名を記した三菩薩像

VllHX14

敬昏殿(雲間) 112,9,26,32

観音(観世音)菩薩 127,112, Vlll･1Ⅹ5,

10,13,T4,Ⅹ38

(長野願龍丘付出土鈴) Ⅹi5

観音菩薩寵(巴中雨龍rlj) ⅩVI9

『観潮勤菩薩上生兜率天経』 vlli･ix4,日,

47,Ⅹ1i62

『鶴無量喜悌経』 I27,49,Vュil-1Ⅹ5,Ⅹ1149

岩質 Ⅹ111･ⅩlV26

粗大な(敦燈) viZ

悪い暦 Ⅹ139,Xi128,Ⅹ1ユ1･ⅩlVI7,43

岩床(石床) vllI2,Ⅰ3,2Ⅰ3Ⅰ,63,68,Ⅹil

I7,28,ⅩV9Ⅰ,92,93

装飾文様 vl163

まるい孔 vi157,67

岩磐 vli62,68

岩壁の上の石づみ Ⅹ42,Ⅹ11i･ⅩivI3

雁行形式の飛天 v143

雁門閥 iI,2,6

雁門郡 (漢) iI,2,S

寵-悌篤

農房碍董(北醜平城) 18

32

キ

キイ T)シュ石環 vi3

キジイ′レ石清 (キジイル千悌洞) .li39,
ivS,V13,9,ⅠⅠ,V114

ア カンサス装飾の弊化 V35

悪魔洞,牛にのった三面多瞥像 vi11-ix

lり

イラン人の服装 v48

イン ド要素 Ⅹ1i9

かまぼこ天井 V15,29,ⅩiiII

火焔 Ⅹ 1ii･Ⅹiv78

妻家洞(毒工洞)

介胃の金剛力士 vii1-ix18

三角持造 り天井 V 3Ⅰ

西方的要素 Ⅹ119

海馬洞

牛パルメッ ト並列文 ivIO

楽天列 V18

合唱洞 v20

前壁,交脚菩薩 vlii･ixlQ

唐草扱状文 lV9

騎士洞,シャアマ本生 vl60

等僅天井 viS

扶端唐草 1V2Ⅰ

孔雀洞

前室,小形木造沸 ⅩilI3,Ⅰ4

前室と主童の別 vi5

大地赫 vlli-ix20

天蓋 iv4

天井,交脚菩薩 vi11-ixIO

併俸固 vii4

壁萎 Ⅹli9,14

供養者 ⅩilI4

渓谷洞

シャァマ本生 vl60

多瞥紳 vlll･1Ⅹ19

肩 上三角同の火煩 Ⅹ111･ⅩlV34

光背 Ⅹ1iII

紅等置洞,牛パルメット並列文 lVIO

構造 Ⅹi.9

財蜜洞 vli47Xli9,Ⅰ4
併倭国 Ⅵi4

三角持造 り天井 V3Ⅰ,Vi5,46,Ⅹii9

山癖と樹木(壁毒) ivII

斜格子状の飾 り(挟額) lV 2

十六剣士洞 Ⅹ11ⅠⅠ

年代 ⅩiiH

裾 のか 1ったやう夜基底 iv6

陸這 ii27,V13Ⅰ,46

洗足洞 Ⅹii9

倍房窟 vi6



節-様式 V3Ⅰ

暖嬢 A洞,介野金剛力士 vii1-ixI8

柱頭飾 V 32

篠凡 v34

鳥の意匠 vl56

年代観 viII

念樫洞,シャァマ本韓 vi60

パルコ二イの焚rrH. i142

パルメット琵つなぎ文 IV10

年パルメット波状文 lV9,10

年パルメット並列文 ivIO

プレタ洞 Ⅹ1i()

悌偉圃 vii4

壁墓 V-3,Vl14,ⅩiT7,Ⅹ119,Ⅰ4

菩薩洞

シャアマ卑生 V160

前壁,交脚菩薩 vii--ixIO

望冠 V 31

マ二寅珠 iv58

マヤ洞(第二群),憐俸圃 vi12,4

マヤ洞(第三群)

牛にのった三面多腎像 でiil-ixI9

前壁,交脚菩薩 vlli-1X IO

マヤ洞(ペ1)オ命名) ⅩilII

三つ葉四田文 1V9,V34

持送 り天井洞 V3Ⅰ,Ⅹ1i9

欄杵の奏奨天人 viI7

欄楯にか くれた杜身 v32

龍(壁墓) V36

蓮嫉 ivS

環 くひ鳩洞

年代 ⅩilT2

立燐の特殊な拳身光 Ⅹ11ll,Ⅰ2

キジイル千悌洞一十キジイル石窟

キジイル的(風)

かまぼこ天井 V146

天蓋(和平光年悌銅板) ivI4

キダァラ･クシャアナ(小月氏) Ⅹi16

ギl)シア V 377 V111-1X20

7 トランテス v143

イオニア式柱頭 viIS

カリアティデス(人像杜) v21

唐草 vl50

示申 TIO

ギワシァ化した古代東方 Ⅹ1i5

ギl)シア式柱頭 V 32

ギl)シア的要素 V30,31

ギlJシア,ロオマ

ア トランチス Vlll･ix20

美術の影響 Ⅹ1112

ギルシュマン (ChlrShmarl,氏,) xi16

Bggram xi7

LesChioniies-Hephialiles xl16

キンナラ(緊邪凝) vilュ-1ⅩⅠS

JL(浮彫) iIS

凡帳(浮彫) vl3Ⅰ

木下杢太郎(太田正雄) Ⅴ Ⅰ

『大同石俳書』 Ⅴ Ⅰ

都連 山脈 Ⅹv II

旭寵文鏡 Ⅹ17

紀年依寵 Ⅹvl2

起源問題(冨岡石箱) v I

鬼子母神囚縁談(鬼子母神朱子因縁) vl
35,3日,44

｢菅嘗囲｣ ⅩV IO

菅閤噸LLI殿(北貌平城) il14,ⅩiI4

規模と平面の一致(第七第,八洞) V7

貴公子(北魂) Ⅹ14I

貴族(貴人)

シムポノレ Ⅹ12

後漠の ⅩiI

北親の 11日2,V153

貴族(貴人)(浮彫) vi128,ⅩvSS

貴族間の俸統 Ⅹ3
貴婦人の服装(北貌) Ⅹ8

索 引 カー キ

騎象蹄城 vl17

騎家菩薩(騎象普資菩薩)ll2Ⅰ,Vi17,Ⅹ王ii･

xiv28,ⅩV48,5Ⅰ,55,56

隣家入胎-白象託胎

騎象遊行 vli7

騎馬太子像 Ⅹ11.-Xiv28,ⅩV45,47,51,55

騎馬と騎象の像 Ⅹ111-ⅩlV28

岸安(北貌) Ⅹ111-Ⅹ1V8

掃依悌 vI7

岸依法 vI7

些鳳鏡 Ⅹ14,7

技術上の困難(石窟造瞥) Ⅹili-Ⅹiv7

把担舎 i8

義収 i29,XV34

義解寓俳堂石精 i30,ⅩV3,34,35,36

第-潤(西) i30,ⅩV34

第四洞(東) Ⅹv34

第五洞(西) Ⅹv34

塔廟清 ⅩV37

儀軌 vlll･1Ⅹ王75

儀軌的な沸俊表現 V27

擬古的要素 .3斗

路盤供養者(粍坐合掌供聾者,合掌距坐供 『政志』巻三〇(鮮卑俸) 1116

養老)(浮彫) iv23,25,27,VI6,Ⅰ7, 委屯収 i128

vl33,36,viュ33,Ⅹ139,Ⅹ1134,Ⅹ11i-Ⅹiv

28,34,36

(和平元年悌銅板) ⅩiI7

距生保儒 Ⅹ30

路盤像(距坐合掌像) 11i29,iv27,VliI8,

ⅩVSⅠ

距坐天人(終生合掌天人,合掌脆坐天人,

天人脆坐倹) 11i32,1V25,29,33,V

23,VII6,Ⅰ8,37,32,33,38,42,43,Viュ

I5,26,34,ⅩⅠ9,25,26,39,40,Ⅹ120,Ⅹli

2(),27,Ⅹ111-XivZl,25,37

(西濁石筒) ⅩV60

胎生童子(終生合掌童子,合掌終生童子)

(浮彫) vzo,vi25,42,Ⅹ21,Ⅹ130

蹄坐比丘,践坐合掌比丘,合掌琵危坐比丘

(浮彫) V117,37,Ⅹ2Ⅰ

県連河-ナィランジャナ

薫平,光和(172-183)の垂鳳鏡 Ⅹ17

亀甲文(綿庭岩床)vl15,56,viH2,3Ⅰ,59,

F)3

義正 Ⅹli2,3

亀玄妄系の人 Ⅹv II

義政 IV17,V7

(永固堂前) 19

(白俳姦) ⅩvlI2

亀裂 1115,Ⅰ6,1V27,Vl121,Ⅹ125,27,Ⅹ1i

29

をさけた悌寵製作 Ⅹi129

瞭獣紳 lli23

33

『親書』 i4,11i6,丁2,Ⅹ111-Ⅹiv6,8,42,ⅩVi

9

竜一(序紀) 11i6

馨二(太机紅) lli6

巻四(世租紀) ll.3,Ⅹli3

巻五(高宗紐) illH,ⅩV34

番六 (顧組紀) 18,V38

巻七(高組紀) illrZ,Ⅹ2,Ⅹ lli･Ⅹivl,9

宅一一〇(敬宗紀) ⅩV5

巻一･三(后妃俸) lliI2

巻三五(礎浩俸) iIO,ii13,9

巻四三(劉休賓俸) Ⅹlii-XivIO

巻四八(高允俸) 1119,12,ⅩVIS

巻六一(巽東生俸) Ⅹv18

巻八七(節義俸) Ⅹ111-Xiv9

巻九九(張塞偉,担架安産俸) Ⅹ112

名一〇二(西域偉) Ⅹ112,3,6
巻一〇三(嬢鶴俸) Ⅹ1158
巻一〇五(天象志) 18

巻一〇八(継儀志) Ⅹiil-XivI

雀一一二(窓微志) ⅩvII

奄一一一一三(官民志) illlZ

巻一一四(揮老志) ll28,11i2,3,4,5,

7,VIE,Ⅹ1I,3,5,6,Ⅰ4,Ⅰ6,38,43,Xli

I,2,3,Ⅹlil-ⅩlV172,3,4,7,8,9,42,

XV20･ⅩV121-103

観音十六国 lliIO

『親土地記』 i6

麹允 illS



雷 同石窟 索 引

北野正男 V2,ⅩV33

音迦夜 V125,VllZS,Ⅹ111･ⅩlV4,6

書利島緑 vli26,35

契丹族(人) 135,116

絹がでてゆく門戸(中国) viI

逆階段状のひだ 126

逆髪形 iZ()

原型 vill-1ⅩⅠ7

雑紳 Iii22,24

保儒 vllI5

1% vlll･1X t7

天神 11128

天人(飛天) vi42,Ⅹ9,10

裸形の天神 i27

九炭窯 Ⅹi42

鵜磁壷の悌像 Ⅹi7

九犀堵(浮彫) llⅠⅠ,11128,29･32,39

九龍礁頂 i1132,38,vi17

九龍壁 13

仇森之氏痕の趨礎盤 Ⅹ142

丘上 にでる隠道 ilII

丘接梗亮 ⅩⅠ,ⅩV24

求那放陀羅一斗グナバ ド ラ

表法の倍 11iIO

等覆天井- ドゥム状の天井

苫童(北醜) 1116

宮殿建築(中国) lV14

宮殿,悌殿を示す好例(浮彫) Ⅹi36

宮中衣冠の制定(北貌) IllⅠ3,46

宮中散発(浮彫) 11125,Vi17

宮塔の制定(北魂) Ⅹ13

宮門(カビラヴァストウ城)(浮彫) 11132

球状打石器(八蘇木地) ⅩvlO3

給水塔(大同鐸)遺跡 Ⅹvi8

番冠の改修(敦燈) Ⅹ111･ⅩlV5

牛革(浮彫) vI6

居庸関 目 ･2

許昌 Ⅹ13

鋸歯文 lVl

光背の iv5,Ⅹ11ⅠⅠ

蓉手形(拳手の相) V28,vlll･1Ⅹ5,15

-髪型 vlli-lXII

拳身光背

(キジイル) Ⅹ11日

無地の v16

御河 i3

漁陽嶺 1i6

LXJ器(魔衆の持つ)(浮彫) Vll26

凶年の救済物資(北貌) Ⅹ111-XIV8

兄弟二人rTLi家因縁 V144,Ⅹill･Ⅹ1V5

旬奴 iI,4,1115

草子 Ⅹ111-ⅩlV1

劉耳意 ⅩV20

大江願千俳名 ⅩvI9

扶額

唐草 Ⅹ120

幅の狭tLl ivI

幅の虞い .v2,3

飛天 lV3

扶端

(ガンダァラ) iv7

唐草 lV2

虎形 iI6,ivII,Vi45

獣形 iiII,20,38,V23,Vlll･1Ⅹ35,ⅩⅠ6,

2Ⅰ,24,Ⅹ136

鳥形 il129,32,iv2,日,ViI6,33,vii

I5,34,Vlll-ix35,Ⅹ120

鳥頭願身形(ショトラク) iv2

青巨形 121,11124,29,32-1V II'22'23,

29,33,VI5,16,21,36･viI6,Ⅰ7ゥ33,

45,Vi1347Vili･ixI5

扶梁 .111･iv29,33,ⅤⅠ5,17,20,2Ⅰ,Vlll･

i＼1ラ

音巨(形) lV29,VIE,2Ⅰ,36,viI7,

V111･1ⅩI5

恭宗(北親)→景穆帝

挺数 ili7
控行J象 Ⅹ110,Ⅰ2,Ⅰ4

輩願 129,307Vill-ix37,XV24

誓願石瑞(輩願浄土寺石窟) Ⅹv3,23,24'

25,35,36

浮彫 ⅩV25

かけも ⅩV25

傘蓋q羽藻(浮彫) ⅩV48

第-洞 ⅩV24

第二洞 130,XV24'25

第二,第三,第五洞

膜壁の怪獣 ⅩV25

堵廟筒 ⅩV37

第三洞 i30,ⅩV24'25

第四洞 ⅩvZ4

東壁坐併 Ⅹ5

第五洞 130,ⅩV24'25

塔廟環,方柱肩 ⅩvZ3

方形宿 ⅩV24

北醜窟 Ⅹv37

響堂山 vlli･1Ⅹ37,Ⅹ5'ⅩV29

響堂山石窟 vI,ⅩV3,23,25,29,36

末文 v l11･ix58

かけも Ⅹ5

怪獣 Ⅹv25

時代 ⅩT30

障寵 ⅩV30

隔活 ⅩV29

宋窟 ⅩV29

第-洞 ⅩvZ9

34

第一,第二洞,北洞,中洞の塔廟清 ⅩV37

第二洞 ⅩV29

十六怖 1134

第三洞 Xv29

第四洞 ⅩV29,37

第五洞 ⅩV29

亀甲文,襲華文 vi56

左壁のかけも Ⅹ5

昧 1i47,ViI5

第五,第七洞の天井飛天 Ⅹv30

第五,第七洞,中洞の賓壇紳像 ⅩV29

第六洞 ⅩvZ9,37

覆斗形天井 Ⅹv29

第七洞 ⅩV29

中洞 ⅩV29

火焔飾 i50

調査 ⅤⅠ,3

東親風の小龍 ⅩV30

塔廟窟(方柱窟) ⅩV23

南洞 ⅩvZ9

奥壁,?,fi弼座のかけも Ⅹ5

洞外の刻経記 ⅩV30

方柱 Ⅹv24

賓珠唐草文 ⅩV50

北親箱 ⅩV36

北奔籍 Xv29

北洞 ⅩvZ9

五尊命 ⅩV36

方柱･年助俳のかけも Ⅹ8

明冠 ⅩV29

列柱 と洞外扶額 Ⅹv37

行倣 1112,Ⅹ114

行道の列像 V139

仰勢噂 V149

仰産 V3̀1

仰蓮華塵 V 15
業道政 Ⅹ18

寮 .9,i116,8,ⅩV25,27,36

凝衣岩 ⅩV34,35,38

玉河 i2,3,6,V2'ⅩV17'9,10

潅流盆地 13

玉向山悌寵 ⅩvI,3,3Ⅰ,36

玉眼 Ⅹ111-ⅩlV25

玉塁間 113Ⅰ,Ⅹi47,ⅩV69

『玉堂問詰』 ⅩvI5,76

玉門系の磯岩 ⅩV4

切石(洞給費掘) vl162

タコ石炭入(脆弱な犀岩) 又ill-ⅩlV6

切石づみの壇(洞前聾掘) V5,Viュ57,59,

63,67

均 田制 11112

近世(近代,近年)

絡(壁霊) V121,ViュI7,Ⅹ16,Ⅰ8



彩色(神彩)

泥像(泥作)

補修 xl19

(i,%)

(水簾洞)

遊 人のヲ題記

金華瓜の牢蓋

11129ゥXII9

lュiI7,Vll27,Vlli-ix28

ⅩV34

ⅩvIS

1TS

ivI3

金耗ぼ りの

泥像 1118

補修 Ⅹ19

金麺鳥 V40,Vl11･ix59,XV83

金人 Ⅹi2

金石峯 ⅩV24

金石学者(清朝以衆の) ⅩV24

金代 Ii6

金陵(北委屯駄文帝) 14

琴 iv22

禽獣形

漠,級,晋の .V13

須飛LLr中の vl123

天蓋梅内の 11129,31,32

琵つなぎ唐草文内の vli33

禽鳥形

波状葡萄唐草文内の vlli･lX32

招 ~ヾ ＼ =

索 引 キー ケ

併像の螺髪 Ⅹii8,Ⅰ3 黒 くいぶされた洞内 ⅩV52

グlJ7イス(GTlqiths,J･),ThePam伽gsof 軍戸(北銑) lil12

Ajaγ痴 vi16 軍国(北魂) ll.5,7,9

グtJ-ンヴ-デル (Griinwedel,A) viil･ 組織 1117

1ⅩIO,Ⅹ11日 郡願制 (北憩) iI

Attb,uddhisliBCheKullsla独n Ill39,iv

3,5 , 7,21,′抑 56,58,V20,3Ⅰ,32,34'

35744,48755,V13,57,64,Vll4'42,

viユ1-ix2,4,IO,r8,Ⅰ9,59,Ⅹ177,Ⅹ1i9, 化生(化生童子)

ケ

ク

クシナガラ(鳩P城) lV55

クシャアナ王朝 Ⅹ1Ⅰ,Ⅹi.5,7

文化 ㍊12

クシャアノ･サァサァン貨鰭 Ⅹii5

クチャ V13,Ⅹii2,3

クマアラジイヴァ(鳩摩羅什) vill･ix2,4

クムトラ石窟 vl3

第三十三洞(浬察洞) vli42

壁嚢 vi-1･lX4

まるい蓮桝 iv8

II,49

Alt-KLぬchα 1142,lV3,10,V32,34,

V112,47Vlii-1X9,10,75,Ⅰ9,20,XII4

B,LLddTwLqiArtinhdiα ivs6,V34,48,

49,53,54, Vlll-1Ⅹ日,14,20,58,59'Xl

lI,I2

くまどり(敦坦北貌清) ⅩV38

都督寺虻の橿瓦 vlll11Ⅹ59

供養者(供蚕讃仰者)(浮彫) ヌⅠ4

胡帽をつけた 1V23

天の lVI7,V9,Vlll･1Ⅹ40

(龍門) Xv23

列俵 V11i･1Ⅹ8,Ⅹ50

(輩願) Xv25

踊躍する 1120

供責六天像 1V40,42

拘留孫併(過去七併) vlli-1Ⅹ2

苦行 vli8

苦行俳 vlli-1X34

苦婆側阿修羅王 Ylii-ixI9

食ひちが弘の壁画 vlli-ix38

倶邪合併(過去七併) vlll-1ⅩI,2

倶留孫併(過去七併) vlli･ixI

矩形･→長方形

墾挨 lV22,29,VIZ

袴子 1117,V26,vill-1ⅩIS,Ⅹ41

(太平厳君三年石塔裏屋供養者) ⅩiI6

偶人 Ⅹ12

蓋の長い蓮華(浮彫) V9

グナバ ドラ(戎都政陀羅)vT7,Vi22,44, 草花の束(浮彫) vT6

vllI,2,Vii1-ix2,8,13,ⅩV53 口ひけ(浮彫) V111-1Ⅹ9

グブタ王朝 vl46,xli7 (ウインスロウプ氏戒金銅俳) ⅩiII

ダブク起源詮 vI (枚本徴古館戒金銅憐) XiI2

ダフD夕期の鐸迦八相同の碑 vlli-1Ⅹ4 口をあげた′ト像 V24

グブタ初期様式 ⅩiiIO 窟内清掃 ⅩV93

グブタ盛期のサァルナァト悌立像 ⅩiiI3 頚飾(菩薩)

ダブク彫刻 Ⅹ116,7

グブタ様式(求,源) vii6,xiiI,8,I4,Ⅹiii-

xivI7

影響(冨岡,バァミヤァン) ⅩiiIO

光背 ⅩlilI

重圏式装飾洪 ⅩiiH

植物文様 ⅩliII

作風 Ⅹ1i9

衣文の上の Ⅹ1136,40

扶額菱形部の .v33

排額翼部上の 1V23,V20

(葦原) ⅩvZ5

坐悌列像間の i18,iv29,V2Ⅰ

柱頭承花間の iv23,V143

鳥形をさ 1- る Ⅹi20

天蓋梶の Ⅹi132

理路をもつ iI8,1i122,24,29,Vii26

運上の iI7,iiI3,V19,V.43,48,vli

26,viil-ixI7,Ⅹ23

蓮嫉瓦告の Ⅹvl12

化生樹 ⅩV 56

化生〕要路帯(/化生列) lli22,24

此度寺の本行控壁(壁書) viュ3

化悌 i27,26,35,1113Ⅰ,VI2,Vill-ix3,4,

ⅠⅠ

のある賛冠 127,1i13Ⅰ, Vlll-1Ⅹ TI

望冠の vi42,Ⅹ35

毛彫
花嫉(元嘉十年金銅悌) Ⅹi13

唐草波状攻: Ⅹi8

線倣(平野盲陶軒萩金銅併壷屋獅子)Ⅹi

9

華厳寺(芸岡十寺) 113

華厳寺(大同華厳寺,上華厳寺,LF華厳寺)

13,36,116

#@ 136

薄伽歓喜践

重願四年(1038)創建 の棟札 i36

菩薩 135

菩薩光背 i31～

菩薩 135

衣文 vill･1Ⅹ54

蜜冠 i35

葦施 177

獣頭の金属的な (虎頭攻状の) vlli･ix 外道尼乾子因縁-厄乾千校火国降

15,又ill-XIV34 外道の紳 vIO

板状の 1130,V16,2Ⅰ,23,Vlil･.XⅠ5, 外道六師 vlli-ix3

Ⅹiil-Ⅹiv34 京城(北醜平城) Ⅹlii-ⅩivI

理路(珠玉)の vill･ixI5,Ⅹ.li-XIV34 京包線 12

組入れ天井(キジイル) V3Ⅰ

辛(浮彫) vlllS

黒い陶着詮-異相陶器

35

荊三林 ｢済南近郊造倹｣ Ⅹv31

計量撃更(石璃) i33,Vll1-ix38,Ⅹill･Ⅹiv

7



雲岡石 窟 索 引

(龍門) xv20

英斤 1113

葵庚生 ⅩⅤⅠ8

控 水 ⅩvI7,18

摺川壬母宮石塔-王母宮石窟

Y望川原 .29,ⅩVI7,Ⅰ8

女廟 ⅩⅤⅠ8

招沿 ⅩvZ3

摺扮諸石窟の塔廓笥･方柱笥 ⅩV23

景趣帝(北貌太子苑) lii2,3,Ⅰ2,ⅩiIS,

xlli･xIV2,3･I5
貴明元年(缶OO)の詔 ⅩV20

貴明元年(500)の製作(育EFヨ盲陽洞) Ⅹ41

貴明元年(500)の銘(第十二a寵) 11金石

録 4'Ⅹ29

鰯填 Ⅹ1il-ⅩlV42

建年会 ⅩV5

建武四年(338)金銅悌 Ⅹ18,9,10,Ⅰ2

橿武五年(498)神獣鏡 xi6

建明寺 Ⅹill-ⅩlV9

乾元三年(760)追使記 (巴中甫寵山) Ⅹv

l9
乾元門(北貌平城) i8

乾統四年(1104)筒瓦 ⅩV95

乾明元年(560)年の作(五峯山蓮華洞)ⅩV

30

乾隆九年 (174-4)偏位 illI7

乾隆十七年(1752)重修冨岡大路碑記 i1

5711金石錬 9,II

乾隆三+一年(1766)扇額 1i9

貴明三年(502)造石宝記(変額山) XvI5 乾隆三十四年(1769)重修冨岡石俸寺碑

克明三年(502)追懐記(菱餅) ⅩV34

景明,柴平(500-17)迂寵碑 (変穣LLr) Ⅹv

I6

景明,柴平(50017)の作(穿種山) ⅩvI6

経営上の困難(石窟造営) Ⅹ11i-xiv7

軽史百家 11112

F=挺集』(『スッタエバァタ』) V167

だ典 vi44,VliI,38,vlii-ix13,Ⅰ5,又ill-ⅩlV

4'40

厨宴-カシュ ミイル

邦頭摩寺(天竺) Ⅹ1164

難鳩山 Ⅹi34

迎光門(芸岡鎮東門) ilI

垂術様式(奔周) 11173

柿 (浮彫)

屋形寵の V122･VllI9,27

列柱の vl28,vl123RVユ11-ix2°,3Ⅰ

塊状の頚飾(菩薩) 又ill-Xiv34

頁岩 i3

鉄損･→破壊

結劫鉄坐 liI8,29,iv23,Vr5,Ⅰ9,24,

V122'25-'33,36,4Ⅰ,42,Vl126,35,Vlil･1Ⅹ

5,72,13,Ⅹ3･27,28,35,Ⅹ14,5,6,9,ⅠⅠ,

丁2,Ⅰ7,Xi123

月氏 Ⅹli6

月神像 Ⅹ1i5

肩光 Ⅹ3C,,3-,35,Ⅹ1127,Ⅹiii･Ⅹiv34

肩上三角直の火値 xill･ⅩlV34

建元二年(366)創建詮(敦煙) vlI

建初寺 Ⅹ1Ⅰ3

建築的

意匠(装飾) i3Ⅰ,32,ivI,Ⅹli1-Ⅹiv39

構造(構嵐 構築) 11137,vi46,53

治滅 ⅩV38

姪築(石悌寄)の大復啓(遼) ll7

建築 (洞前)の

焼失 ⅩV95

11年'11金石録 Ⅰ9･2Ⅰ,111IS

乾隆四十六年(1781)偏頗 i19

乾隆五十年 (1785)鋳香煙 112,111Ⅰ5

絹幡(敦煙蟹見) vil≡

絹本墨

隔唐時代の vli4

敦坦尊兄の vl12

創(浮彫) Ⅹ119

『賢愚経』 Ⅹi132

奄三 vl133-,V111-は 63,Ⅹli32

奄六 vi65,66

奄-O vli27･35,5Ⅰ

資班 vll1-ix2

『賢軸荘』 V29

｢千併興立ETrlJ v29

｢千俸聾意晶｣ V29

｢千俳名紙品｣ V29

賢幼千俳 vlll･1Ⅹ2･3,4,Ⅹ38,XiIZ

敵帝(後漠) Ⅹ12

『敵帝春秋』 Xi2

欧文帝(願租)(北貌) i4,8,.1iI,46,V38

雲岡石箱行事 V38

死 ⅩV65

迫両 1130

駄文帝時代 111ⅠZllV427V38

開墾 Ⅹ113,Ⅹ1.1-Ⅹ.V8

懸崖の造像 (玉由山悌寵) ⅩV31

顧慶二年(657)餐(紳通寺) ⅩV33

顧慶三年(658)寓(紳通寺) ⅩV33

顧慶三年(658)道連(押通寺) ⅩV33

顧組長駄文帝->駄文帝

元嘉二年(425)超記(敦燥) viI,ⅩV5

元嘉十四年(437)金銅俳 Ⅹ1Ⅰ2,13

元嘉二十五年(448)石梯裏屋 ⅩiT3

元嘉二十八年(4,51)金銅怖 Ⅹ1Ⅰ3

元就の開警 114

元景 Ⅹv34

36

元輿元年(iO5)神獣鏡 Ⅹi6

元太柴(東陽王) ⅩV5

元代 ii6

元代墨書(墨書の落書) ll6

延鵡□年(1314-21)遊記(第四洞)il企

石銀7

至元コ年 (1264=-94=)蓮記 (第三十三洞)

il金石録 7

至元六年(1269)遊記 (第三十三洞) li

金石録 8

至元十三年 (1276)題記 (第三十三洞)

11金石錬8

至元二十三年(1286)連記(第三十三洞)

11金石鐘7

至元二十四年(1287)遊記(第三十三洞)

11金石線7

大土仁君題記(第三十三洞) il金石錬8

大穂□年 (1297-1305)蓮記 (第三十三

洞) 11金石銘8

大穂五年 (1301)遊記 (第三十三洞) ll

金石録 7

｢方寸｣題記(第三十三洞) i一金石録 8

｢友太｣題記(第三十三洞) il金石録 8

玄高 Ⅹ1i1-Ⅹiv3,ⅩVI3-

玄朔 il14

｢玄事凝寂｣法政記(第十二a寵) 11金石録

4'x29

玄井 Ⅹi114

玄宗 Ⅹv20,36

玄武岩 lZ,ⅩViIO

基地 12,9,ⅩVIIO

現在併鐸迦の石窟 122,29

現世の供養者-俗陀供養者

現存太子-の所碍 Ⅹ1111ⅩlV2

絃婆軽器(浮膨) iv22

コ

コオタン V13

コオタン系の人 ⅩⅤ Il

コの字形の隠退 11I8

コの字形の石清プラン 126,33

コングァネ石窟

ヴィ-アラ洞 vlS

チ ャイテ ィヤ洞 vl7

欄楯 V18

ゴ ダ ァ ル(Godard,A etY.),ア ッカ ン

(Hackln,J),Leaa7叫 u地 bouddhiqLLeS

deB-aml-yzわもV35

ゴビ(高原) i1.5,6,Ⅹv lO

′ト形

金銅俳 1ilIO

石窟 136



塑像(ラワク) Ⅹi18

小杉一姫 ｢裳懸屋考｣ Ⅹ3

小屋 ぐみ破風 (｡マス･1)シ洞) vlI2

小山富士夫 『支部青磁史稀』 Ⅹ142

戸籍整備(北魂) lliI2

古式の

金銅俳のtj払げ viii-1X9

服制 liI3

要素(光背) Ⅹ25

古城村遺跡 Ⅹvi7,9

古拙的機笑 il13Ⅰ,Ⅹ8,28

古代インドの

浮彫俳偉観 vl15

綾道の風 V146

美術 Ⅹ115

-古代 インド1庇-→インド苗代淀

苗代ギ l)シ了の人儀杜 iv29,V2Ⅰ

苗代中国美術 lVIヰ

苗代の俸統(線刻手放) 1V41

盲北口 Ⅹv34

姑賦 Ⅹill･ⅩlV3

居士 iI7

虎一事虎(トラ)

虎圏(北魂平城) 18

弧状の

椎幕(幕)(浮彫) llI3･I5,.1i28,1VS,

Ⅹ111~Ⅹ一VI7'23

あほひ(光背頂上) iv21

唐草文(光背Jlfi上) Ⅹ9,20

平行線の衣文 ⅩilIO

胡抗合掌する太子 lli29

胡経の焚焼(北就) lli2

胡蘇(胡林) v34

胡族 illS

胡帽をつけた供養者(浮彫) lV23

壷流河 Ⅹv35

袴槽 ⅩVIO

華英一｢変横山石箱｣ ⅩV巧

鼓(浮彫) vl57

願憧之 Ⅹ3,1〇

五級大寺(北貌) lli3,ⅩiI6,Ⅹili･ⅩlV2

五級併固(憐塔)(北艶) 1114,ⅩiI4

五京(塗) i35,1i6

五原郡(漢) 13

五胡十六国 1118,ⅩlIO

五田の三柔さ文 vl152

五十二身像 Ⅹ1164

五十二菩薩 Ⅹi164

五十三メ工トル大悌洞-+バァ ミヤァン石

窟

五十三メ工11ル大悌隣接洞-バァ ミヤア

ン石窟

五重の塔一十五暦堵

五戊の裏屋 (座,碩捕虜,万座,資産)

(悌僚) lV6,7,24,26,32,40,VI5'

viI6,Ⅰ8,22,25,33,35,49,VllT5'

Ⅰ7,21,26,27,ⅩⅠ5･17,25,27,Ⅹi26,

36,39,Ⅹli23,27

(方柱,列柱および浮彫塔形)ii123,28,

32,39,V126,vi122･Vlll･lX26

五成の露盈芸(浮彫塔形) i2Ⅰ

五暦塔(五重の塔)(彫刻) 1Ⅰ8,2Ⅰ,iiI5,

11123･24･27,39,1VI7,V7,ViI5,Ⅹ25

五暦の暦桂(五屠柱)(浮彫) 1Ⅰ8,vlI7

五尊禽(龍洞寺育酢同) ⅩV37

五尊形式 Ⅹ30,Ⅹ1140

(慧門仙) Ⅹv33

俳,菩薩,嘉巨漢の vlll-lX I7,Ⅹ1140

(育巨門) V43,Ⅹ4,ⅩV23

五奪像 1121,11129,1V20,2Ⅰ'40'VII,

12'27'V14一'Ⅹ23･29

五L緩和迦陵(北親玉散大寺) Ⅹill･ⅩlV2

五大金銅怖 Ⅹi工6

五大石窟(五大肩)一芸岡第十六一第二十

洞

五大石怖 i4

五代,宋元

石窟 ⅩⅤ Ⅰ

壁墓 ⅩV3L)

五重FLI II,ii4

五鉄線

(雲間蟹掘) Xv93

(ラワク出土) Ⅹli8

五通菩薩 Ⅹ1i64

五比丘聴聞 vl17

五峯山藁葺洞 ⅩV3,30

五面六腎紳 YIO,YilI7,Vlii･1Ⅹ19

芙蓉稽陶邑 Ⅹ.42

呉官屯 14,13,ⅩV6Ⅰ,102

衣陶遺跡 ⅩV102

呉官屯石窟 Xv60,61

突作人｢穿横山助祭囲報昔｣ ⅩvI5'16

異氏造像造箱記 (第三十八洞) 1i金石録

6,Ⅹv55

呉氏(忠信 7) ⅩvSS
輿道玄 vi13

後燕 111Ⅰ,4,Ⅹ1Ⅰ4

ポ ヨウ(一義容)垂 i116

『後漠紀』巻一〇 Ⅹ14

『後漢書』

巻七(桓帝紀) XlⅠ

巻六十(嚢借停) Ⅹi7

番七二(楚王英俸) Ⅹ1I

索 引 ケー コ

奄一二〇(鳥桓鮮卑倖) ii16

後刻ゎ

寵(/ト寵) vli25,Ⅹ工8,27,40,Ⅹi26

小梯(雲門山) Ⅹv33

像(カァル l)イ塔廓霜) vi7

後秦の長安 i1110

後週(石超) 1i16,Ⅹi3,8,9

憂国 il14

石虎 ⅩiII

中山 1ilID

後藤守一編 『古鏡菓英』 ivI3

碁盤目の配列(干俳) Ⅹlli･Ⅹ1V15

護国寺(冨岡十寺) 113

護法紳 vIO,Vli33

口鼻鏡 i6

工事(石窟造営)の

中止 126

愛東 Ⅹi11-ⅩrV44

工人(作家,彫刻家)(右肩L%皆) V26,vi

3,Ⅹ2'3

作 vi50

使役 Ⅹ11i･Ⅹiv6

相違 lV2()

輝個 性 V26

端白の造形的観念 vi53

についての記録 V37

工程(石精進督) i33

勾欄(欄粁)ilワ,23,ViI7,27,28,vii23,

V1-1-ix32

孔子の祭 11112

交脚併 lV26,V142,VliI9,Vliト1Ⅹ Ⅰ,5,

32'35'ⅩV5Ⅰ

交脚菩薩 vlil･1ⅩIO,ⅠⅠ,Ⅰ2

手相 vlll･ix II,15

俳倍像との封麿 vi134

(育酢甘) ⅩV23

を本尊とする石窟 128,vlI3

交脚菩薩篤

生体寵 との結合 Ⅹ38

二悌並坐寵との結合 Ⅹ38

交龍 iI6,20,44,1iIS,vlli-1Ⅹ33,37,38,

Ⅹ39'ⅩV44,55

光他三年(900)題記(安西寓併峡) ⅩvIT

光啓二,三年 (886,887)造像記(巴中甫烏

山) ⅩvI9

光宅寺,降魔撃 vli3

光緒(18751908)の三額 11iIS

光柁二年(1876)重修碑 iliIS

光紹十九年(1893)墨書 Ⅹ48

光緒二十年(1894=)届額 1i9

光緒二十一年(1895)届額 119

巻一〇三(陶萩俸) ⅩiZ 光背 iv5

巻一一八(西域俸) ⅩlI ガンダァラ式の Ⅹ11Ⅰ1

37



雲 間石 窟 索 引

火鳩- 1>火焔光背

火焔身光とパルメット頭光 をか さね

た Ⅹii26

形式 134

弧状(国技形)のあほ弘 1V2I,Ⅹ1ii-XIV

24

坐す軌 飛天,火賂 葉菜の結合した iv6

西二如勺な iv4

無地の li20,ⅩilII

(龍門) Ⅹ26,28

光宴寺(北魂洛陽) Ⅹv20

光和,業平(172-83)憂鳳鏡 Ⅹi7

向達

｢西征′ト記｣ ⅩV4,5,10,日

｢英高,檎林二肩雑考｣ xv4,5,ll

孝昌二,三年 (526-27)紀年 (責石崖) ⅩV

30

孝支帯(高租)(北魂) illH ,Ⅰ2,46,ⅩI,

2,日,Ⅹlli-Ⅹ1V7,8,10,ⅩV20,ⅩVl工

蕎陵 i9,11iI2,ⅩViIO

石笥寺行事 1i30,Ⅹlii-xiv9,ⅩVII

太和十年以後の詔肝 iiiI2

洛陽遮都 i8,9,10,33,ⅩⅠ,IO,41'ⅩV

20,68,ⅩvlI,5,10

孝文帝時代 illI,Ⅰ2,V37,Ⅹi46

孝文帝と駄文帝のための追善 ⅩviI

杭願飛郭峰等の宋元寵像 xv37

｢侯后云｣造像記 (第十一洞) -1金石録 4,

vlll･lX56

後期(富岡)一芸岡後期

後期 インド･アフガン様式-+ インド-アフ

ガン後期様式

後期ガンダアラ→ガンダアラ後期

後世

印相 V28

積院洞Tjの原形(.,マス-1)シ洞)viI2

彩芸-補彩

修理(修復)→補修

造作(前庭岩床上の) vllI3

泥俊一補修の泥晩

後棉-補修

後廊(シルカップ寺院) Ⅴ= ○

恒安石窟通津寺 xiil-Ⅹiv4

恒安鎖 117

垣安釜巌寺 iIO

恒山 1Ⅰ

皇男寺

五級浮固 i8

法師恰義 Ⅹill･ⅩlVIO

Ⅹ11i･xIV2,3,I5

皇帝,皇后供養列像(飛門) Ⅹ3,23

紅砂岩 Ⅹvl3,Ⅰ5,35,38

郊天の禦 ⅩlT,2

香焼(形) ii123,VIS,Ⅰ7,25,26,vi33,

黄山精舎 Ⅹv78

責水 i6

責石崖 ⅩvI

責石崖石窟 ⅩV3,30,36

責帝 Ⅹ1Ⅰ

vllI7,25,33,Ⅹ22,Ⅹ120,2636,ⅩV55 黄土 i

(岡山麻庄村石墳出土鏡) Ⅹi6

(建武四年金銅併壷屋) Ⅹ18

(太平展君三年石塔裏屋) Ⅹ日 6

(長野,%龍丘村石墳出土鏡) Ⅹ5
(平野古陶軒戚金銅悌壷屋) Ⅹ19

香煙供養天人(香淀を さ 1げた天 人)

vlli-1X40,Xi36

格狭間 Ⅹi13,26

高允 1119,IZ,Ⅹlli-Xiv8

｢徴士の頭｣ ii19

高句麗古墳の壁量 1VS,V36

高鷲

天人(飛天) 1ii22,24,28,vl3Ⅰ,35,42

雲岡初期の Ⅹ9

冨岡末期の Ⅹ9,10

門紳 iiI3

裸形人物 vl36

老人像 lV27

高山鎖 i13

高昌

B地鮎の悌立像(塑像) 玉il8,9

Q遺跡塑造憐像 Ⅹ1iI3

高組(漢) 日

高組孝文帝(北魂)-孝文市

島宗(唐) Ⅹvzo

高宗文成帝(北魂)一文成帝

『高僧俸』 貫IS

怒九 x13,ⅩV29

奄一一 Ⅹii3,XVI5

高陽郡森吉願(北塊) Ⅹ115

高閣 11146

遠謀之 1ilZ

廉照十六年(1677)の額 lliI5

廉照三十七年 (1698)重修芸岡寺記 114･

9,11金石線 Ⅰ4

廉無三十七年(1698)の泥陵 1iI3,15,Ⅰ6

廉願四十五年(1706)建立 墓塔(茎上) ]i

3,il金石録 27

廉願時代の泥像 1iI8,11129

廉傑帝 14,Il阜,11117

石悌寺一泊 14

｢荘厳法相｣の偏頗 1i4,11iI7

東員 Ⅹi2

皇興偲 輿(467-75)の進達(右肩) Xv13 廉伶合 Ⅹ13

皇興元年(467)山東攻略 iliII,Ⅹiii･Ⅹ1VS 廉孟詳 vllI･Ⅹi2

皇后武氏(磨) Ⅹv20 黄瓜堆(責花堆)砂丘 18

皇太子晃(北貌景鋒帝) il12,3,Ⅰ2,ⅩHS, 黄河 1IO,ⅩVI3,I5,27

38

黄土基地 i4

黄緑軸の獅子 1ilI5

責老 11.4,ⅩiI

構造的(構築的)

右肩 vl48,ⅩviZ

(インド) vlIO,ll

装飾 ivI,14

で患い造陵 vi48

で患い頚二位装飾 ivI

構築と食像との有横的結合 ⅩV38

贋元旦蘇 Ⅹvl9

虞元千俳寵 ⅩV3,Ⅰ9

閑元三年(715)造像記 ⅩⅤⅠ9

成通十四年(873)造像記 XvI9

虞明二年(881)道政記 ⅩvI9

中和二,三 四年(882-84)造像記 ⅩV工9

天蜜十五戟 (756)∃豊像記 ⅩvI9

安暦二年 (826)造像記 ⅩvI9

『虞弘明集』 1i7

番二 Ⅹ111-ⅩlV2

懇二四 Ⅹ11i･Xiv8,10

『康治7京俸』 ll6
慶長舌相 vlll-1X4

虞武鏡 16

北方の土城子 1()

康明二年 (881)造像記 (虞71:千憐寵) Ⅹv

I9

康隆 Ⅹ12

厳重願 ⅩV33

輿安7tJ年(452)復併合 XiI6

興国寺石崖 xv31

｢興泣｣追放記(第二十洞) Ⅹ111lXIV37

合手形(食事の和) V28,vlli･1Ⅹ5

降魔成道(降魔,降魔壁) 123,11127'399

45,lV37,ⅤⅠ7,Ⅰ9,29,でll3'4,5'7'8,

9,26,vill11Ⅹ8,40

寵 vl12,Vlll-1Ⅹ8,62,ⅩV47,53,55

俳 vlll-1X20,34

降魔の印(手相) vlii-1Ⅹ8

降魔奨(壁董)

長安光宅寺の vii3

長安慈思寺の vli3

格天井 i28,32,ivZ,4,20,38,V30,3Ⅰ,

V129,46,47,53,Vli24,29,3Ⅰ'32'Viii･

1Ⅹ36,37,Ⅹ2I'24'Ⅹ132,ⅩV29,4Ⅰ,45･

53,56,57'58,59,65



起源 v146

(驚燥) ⅩvZ3-

(コングァネのヴィ-アラ洞) vi8

(五峯山襲葦洞) ⅩV3I

拍滅 ⅩV29

(中国石窟) ⅩV37

(バァミヤァンG清) vi6

格間 1i39

豪族(北魂) il19

割線 lV4Ⅰ,Vlii･lX30

ひだ iv39,42,V3Ⅰ,Ⅹ111･Ⅹiv25,36

階段式ひだ-の推移 iv39

刻銘(刻文)･-+遣使記

国王と圃妃(浮彫俳騰) vi17

国家的事業(北貌) 1130

国家の危機(北貌) 11112

国史の編纂(北塊) lli9

国立敦燈垂術研究所 ⅩVヰ

黒褐色土暦(洞前聾掘) Xv95

黒紫色小砕石暦(洞前蓉掘) ⅩV95

果敢陶器(黒い陶器)(玉眼) ii6,Ⅹii25,

32,Ⅹ111-ⅩlV28

腰壁 lIS

土を塗った 1VI7

パネル 11139

(## 11139

託嘱迦孫陀 villllⅩ 2

金剛杵(浮彫) 1120,VIO,31,Vi2Ⅰ,43'

vllI7,V111-1ⅩⅠ8,33,ⅩⅠ3,Ⅹ136

金剛怪力住持邪魔延笥 Xv29

金剛力士 il1,2｡,VIO,VII8,43,Vli6,

vl11-ixI8,Ⅰ9

介胃をつけた vlli･1Ⅹ18

介腎をつけない vi11-ixIS

(敦燥) ⅩVIO

巽冠をつけ三鋒矛陀 もった vi11-ixI8

金色和 vlli-1ⅩIO

金銅俳 1117,Vl11･ixIO,Ⅹi2,ll

ウインスロウプ氏萩 ⅩiII,I5

建武四年(338) Ⅹi8,9,10,Ⅰ2

元嘉十四年(4=37) XH2,Ⅰ3

元嘉二十八年(451) Ⅹ1T3

獅子座 1VI4

鰐光二年(429) Ⅹ110,12

太平虞君四年(443) Ⅹ114,工6

中国西北地方H土 ⅩlIO

平野古陶軒蔵 iilIO,Ⅹi8,9,10

藤木正一氏酋戒 Ⅹill

橡本徴古館戒 ⅩiII,Ⅰ2

金銅菩薩(駅西三原出土) ⅩiIO,ⅠⅠ,Ⅰ5

慮嵩奴(太平虞君三年石塔憂慮) XlⅠ6

渡河 iS

サ

サァサァン(サッサァン,サッサァン･ベル

シア) llilo

浮彫 Ⅹli5

影響 Ⅹ11Ⅰ3

(ガンダァラ) Ⅹii4

(キジィル) Ⅹiig

貸簡 Ⅹ114,5

諸王の王冠 xii5

要素(,{ァミヤァン) Ⅹ1i9

サァサァン系

寅冠のたれ紐 Ⅹ11Ⅰ3

連珠文装飾 Ⅹ1i13

サァサァン様式 Ⅹ115

サァルナァト併生像 Ⅹ1iI3

サァンチイ(サンチイ)

唐草波状文 IV9

第14,第18,第36第37,第38,第40,第舶

寺院 vlIO

藤凡(浮彫) v34

相帯 の浮彫 vli6

サッテ リア一利利

サバタカン(汐漠汗) ii14,6

サフリ･バフロオル蛋慮蓋像 vilトixII

チ-ェト･マ-ェ下盤像 Ⅹii7,工○

サマツカン(沙末汗) il16

サマルカンド ⅩilI

サンガデェヴァ(暦伽提婆) vlll･1Ⅹ63

サンチイートサァンチイ

文事距坐の比丘 vi33

叉手箱(叉首束) i23,Vl13,Ⅰ8,22-25'

48,viH I,Ⅰ9,ⅩV58

左雲懸 i4,6,II,15,11Ⅰ,3

｢左芸交鼎｣の文字 iI5,ill

左雲四景 li3

『左雲志』

巻三 i12,ⅩVIOI

巻-O ii4

左肩を衣であほ払つぎに右肩を息はふ形

式-+偏担右肩

左右相柄に両肩を衣であほふ式→通肩式

左右相稲の寵配置 Ⅹ136,44

左右相稀の大衣の垂下 ii.32

佐藤孝任 『雲岡大石清』 vl35

沙漠 Ⅹv4

砂岩 12,ⅩV38

(-下花園) ⅩV34

(四川塙寵) ⅩvI9

(楼霞山) ⅩⅤ Ⅰ

(東塔 口) ⅩV33

39

索 引 ケーナ

(天龍山) Ⅹv25

秒暦(洞前賛掘) Ⅹ1159,62,ⅩV93

生体 vil1-ixI

衣類:上の xl136

三両蟹冠の Ⅹ136

楯]共寵 ⅩV44

プロフィル iv39

産休の獅子(浮彫) iv37

座描各の革紐(浮彫) vi27

西域 il14,V37,Ⅹ113

『西域記』 Ⅹi14

西域系(西域系統,西域風)め

二繁器 1V22

壁書 vli4,5

西域諸国 Ⅹ1Ⅰ6,Ⅹ1i2,3

北魂との交渉 Ⅹ112

西域人 v37

『西大寺資財流記帳』 vi48

磯景淵 Ⅹiil-Ⅹ1V8

雀倍 .9,1112,3,5,9,ⅩiI6

億活の妻都民 1i13

塵道固 Ⅹ11i･Ⅹ1V8

彩色(彩室)(後世)一帯彩

彩色(彩墨,彩文)(北貌) Ⅹ23,24,30,Ⅹii

20,32,Xni-XIV24

光背 Ⅹ22,23,30

彩色(遼) ll6,Ⅹ11i-Ⅹiv24

彩陶(彰文土器)(八蘇木地) ⅩvIO2,103

珠光(石窟) vl7,8
細石器(八蘇木地) ⅩVIO3

細腰鼓 Ⅴ12

最古の

紀年ある排便(建武四年金銅併) Ⅹ18

紀年(龍門) Ⅹv20

雷己事(柄蛋寺) ⅩvI3

石窺(中国) vl,XV35

最後の十五年(石窟造営) Ⅹvl2

最初ゎ

計壷(石窟造営) i28,32,ⅩV57

十五年(石窟造営) Ⅹvi2

最盛期(インド石窟) vl9

最大の

坐佑 Ⅹ111-Ⅹ1V39

石窟 ⅩvlI

華北の vl

金銅沸 Ⅹ114

像(雲岡) Ⅹ111･Ⅹ1V21

最末期の楽作(石清) Xv65

砕石暦(洞給費振) V5,Vii57,59

昨磯屠(洞前資掘) vl168,ⅩV93

斎昏 Ⅹill･ⅩlVウ

粛堂 19

済南 Ⅹv30



雲 間石 窟 索 引

在俗供養者一俗骨豊供養者

材質の墾化(中国石窟) ⅩV35

財富の男紳 vi7Ⅰ

魚 Ⅹi26

作家-→工人

朔倣 l2,8,Ⅹ11i-XIV8

朔州(磨) 117

『朔平府=志』

巻三 ii3,4

巻一二 114

朝方郡(漢) 12

窄袖長講(敦坦甫湖店) Ⅹvl0

窄袖のコオト(外套,大衣) iii7,1V23,

Yili-ixI8,Ⅹ4工

窄融 Ⅹ12,3,4

浮屠洞 Ⅹ12,3,4

悌像 Ⅹi4

利枝(浮彫) i2Ⅰ,22,ii.23,27,28,39, Ⅹ

Ig,25,X120,24,Ⅹlli-ⅩivI7

利枝(木製)(カァルサイ) vl7

殺虎 口 i4

『難阿含経』 vl67

雑伎 ⅩV56

『雛蜜戒歴』 V125,33,35,36,38,44,45,

vli18,2Ⅰ,26,28,38,Ⅹili-Ⅹrv4,5,10,Ⅰ7

%- vl60

巻二 v138,44,73

懇三 vl33,36,44,70,72,Vl126,35,50

-番五 vl35,44,71,Vl121,35

%t v169,Vi135,5Z

巻八 v133,44,VllI8,35,43

懇九 V.33-,44,70,7Ⅰ,Vi128,35

巻-O vi2亨,44,Ⅹlii･Ⅹiv5Ⅰ

巻一三 vl44,72,73,V-iSⅠ,53,Vュil-ix

4,Xlli-ⅩlV4,5,IO,Ⅰ7

皿板 iv39,V23,Vi26,49,Vii22,Vlii･ix

31'33

皿斗 vi49

猿(ガンダァラ石彫) vi.6

三カァシャパ騒伏 (調伏) iii25,39,45,

･V23,38,56,vZL],Vl14,7,8,ⅩV83

火龍環炎上 vlll-1Ⅹ32,40

寵 Xv53,55

鉢中の火龍 vlii-1二丈40

三角縁神獣鏡 Ⅹ14,7,1Ⅰ

正始元年(420) Ⅹ14

奈良願新山古墳出土 xi4

三角火煩飾 (火焔三角飾,三角飾) 120,

vlIS,22,25,48,vllI9,ⅩⅠ5

三角形の

天井 Ⅹiii･Ⅹiv30

布片(聾冠) viii-ixIZ

三角頭巾(浮彫) V24

三角垂飾 (浮彫) il7,I9,2Ⅰ,22,23'll

18,20,2Ⅰ,11i22,lV4,5,22,25,29,V

r4,19,2Ⅰ,V.28,3Ⅰ,36,38,39,48,vil

23,24,25,26,29,33,ⅩⅠ4･15,16,18,

24,25,27,Ⅹ13r,36,Ⅹi130,32'34,

Ⅹ11i･ⅩlVI7,23,ⅩV52

三角とが と川昌(バァミヤァンD希壁藁)xil

i

三角持造 り天井 (持逢 わ天井) ivI,4,

34,38,V25,30,3Ⅰ,V130,40･46ゥ53,

vl124,3Ⅰ,Viil-ix33

(アフガニスタン) T3Ⅰ

(カシュミイル) v3Ⅰ

(ガンダァラ) V3Ⅰ,Vi46

(キジイル) V3Ⅰ,V15,46,ⅩⅩi19

格天井との組合はせ T3Ⅰ

(西北インド) v31

(中央アジア) V3Ⅰ

(中国石精) ⅩV37

(天梯山) ⅩⅤⅠ3

(敦煙) vl3,46

尋常で患い Ⅹii23

(育酢ヨ) ⅩV23

三尊三鮮形式 i26,1i20,主il

32,VII,Ⅰ5,Ⅰ6,ZS,Ⅰ9,V141,Viii-ix3,4

三長制 il13

『三朝北盟倉編』審五 ii6

三洞-組の石宿 Ⅹiii-xiv39

三道賀階 vili･ixI4

三 百年代(西暦)の
技術的段階 ⅩlIO

俳優 Ⅹ19,日,12

三武一宗 liiI

三壁三寵制(三面三寵制,三壁制の清寵)

Ⅹ35,43,ⅩV43･52,58,64

(響堂山) ⅩV29

(中国石矯) ⅩvS7

(天龍山) ⅩV25,27

(賓山) Xv29

三傑三牽制 Ⅹ35,36

三壁三併制 viii-ix 3,Ⅹ35,ⅩV37

三郷パルメッ ト(浮彫) V3年

(バァミヤァン) V3Ⅰ,Vi5,46 三鉾の蒲-三叉の矛

三寵形式 (二怖並坐,交脚菩薩,坐俳を組 三賓 vili-ix6Ⅰ

合せた) V24

三危山 ⅩVIO

三屋看五戒 vi70

『三国志』

巻三〇(鮮卑博) ll.6

巻四九(劉額停) ⅩiZ

三国,両署式併像 Ⅹ114

三叉の矛(三鐘の務-三矛の戟)(浮彫) V

3Ⅰ,V133,Vli26,vlllllⅩ18

三Lll冠 (奈良懸新山古墳EL'.土鏡)Ⅹi4,5

三七普賢斎懐 Ⅹv78

三十二臣 Ⅹ111-XlV5

三十二相八十種好 Vユ11･1Ⅹ9,Ⅰ4

三十三天 vl141

三十五併(葉山) Ⅹvz7

三十五メェトル大併洞-バァミヤァン石靖

三女整容-魔女

三紳三数量亮 Ⅹ14

三層

石浮屠 (北数千:娩) iS

堵(浮彫) Ylli-1Ⅹ35,Ⅹ17

楼閣(洞前) lVI7

三減比丘 vi72

三舎(三尊形式)122,1VIS,23,VIE,27,

vl4Ⅰ,42,Vlli-1Ⅹ3,13,26,Ⅹ30

-菩薩二俳の Ⅹ1123

寵(ロl)ヤァン一夕ンガイ) V44

交脚菩薩と年乱酔惟像の vli32

坐俳と菩薩立像の vli32

碍劫,冒繭勤,阿蘭陀の ⅩV27

40

三昧王三昧 viil-ix4,Ⅹii40

三蘭四管の紳像 vliI7,Vlii-1ⅩⅠ9,26,ⅩV

58

三両六腎の神像 ⅩV52

三両八腎の神像 vl〇

三面賛冠(浮彫) 1130,VI2,16,vlll-ixH,

12,Ⅰ4,Ⅹ120,30,36,Ⅹ1136,Ⅹ111-XIV37

三豊椿 ⅩvlIO

山陰 .6

LLl海 関 iI

山蘇形 1Ⅰ9,23,iilI8,23,25,ivl,ⅠⅠ,

20,27,VlD,VII7,2Ⅰ,27,Vii15,王7'

23,,,4,35,36,ⅩⅠ4'ⅩV55

(漠貌織物) lV II

(漠貌鏡管) lV II

(漠委馴専山櫨) ivII

(キジィル) ivII

魔衆のもつ vi126

をあらはした特殊な寵 iv24

山森中の龍形 119,23,V127'28,45,Vll

I7･23,V一.1-1Ⅹ37,ⅩV58

山西 1118,Ⅹv35

高地 1Ⅰ

扮陽,粉 i6

山中苦行(浮彫) iii24,39

山東 Ⅹiil･Ⅹiv8,ⅩV35

山塊 Ⅹv30

諸石窟 ⅩV36,37

武氏弼(武氏石室)一武氏岡

山門(石悌寄) liI



山容横木(ガンダァラ帝鰐開法像) lVII

山林に入る(浮彫) vl17

重合妓 lli6

傘蓋(形) 11123-,32,X.2,ⅩV55

(アジャンクァLAl塔) vl9

(永千十二年漆案) ⅩiZ

(カァルl)イ堵廟箱) vi7

(面中敷鏡,書家鏡) Ⅹ12

(敦坦) Ⅹv48

散華供輩 Ⅹ1Ⅰ4

散在する小さい孔(像上) xll1-Ⅹ1V2Ⅰ

横梯(西方諸洞前) Ⅹv41

讃 仰供養者(護仰各 讃仰の大衆) vlli-1Ⅹ

I4'15

天の vlll･1ⅩⅠア

シ

シア.)70トラ(舎利弗) i16,20,lV38,V

24,Vlll~1Ⅹ工2

シヴァ紳 iv12,Vl｡,3Ⅰ,Vl-1･1Ⅹ36,xil

I3'ⅩV52

シク.)第二塔,儒宝木生 V116

シタラーガティ坐併 (カニシカ紀元64年)

Ⅹ117

シッダァルタ一大+

シムメト11ックな

通肩 =7,Vlli-ix9

配置

(損秩額飛天) iv22

(悌寵) Ⅹi120

シャアブゥル二世 Ⅹi14

シャアマ(瞭摩迦)本生 iI8,V12Ⅰ,25,

vl133-'ⅩVIO

シャヴァンヌ(Chavannes,E･)vI,16,ⅩliI2

Misぎion arehaotogtquedamslaChins

sep蜘 Irwnale vI,4Ⅰ,48,Ⅹli2,Ⅰ2

シュツドグナ(浄飯)王 lli29

シュラヴァステイ(舎街城)の紳撃 vili･

1Ⅹ3'4

ショトラク

石彫 Ⅹii4

扶端の 鳥頭獣身 1V2

獅子像 ivIO

併像 ⅩilS

病勢像 vlll-1ⅩlI

ショルチュク

塑像 ⅩilS

第九洞(城市洞) vi142

シラムレン i2,35,1ilS

シルエット形式(帆)

植物文 lVI4

牛パルメッ ト lVI4

シルカップD寺院 vllO

シレン(Slr6n,0) Xi.5

ChmeseScLLlpiure x5,Ⅹ13Ⅰ,ⅩV27

ジユニン(Jayne,甘･),TheBuddhtStCraves

ofiheChinaIloValley i30,ⅩVI7'Ⅰ8

ジュタヴァナ園 viil-ix4

ジグザグの御道(自供基) XvlI2

ジフヨクケン(什禦提) 11i4,6

シャマアルプル隣立像 (ダブク紀元135

年) Ⅹ117,10

ジヨワアァン

ヴィ-アラ xl16

彫刻 vlIO

C字形牛 パルメットつなぎ一十年パルメッ

ト並列文

P棄俳 vl11･1Ⅹ1,2

文末 V17,VilI

『支部言明着詮泥像囲貌』 ll41

支輪 vl39,V111-1Ⅹ33,36

支婁迦議 Ⅹ1Ⅰ

氏族分三定 111ⅠⅠ

史岩 ｢涼州天梯山石清｣ ⅩⅤ ⅠⅠ

『史記』省一-(何奴俸) i4

司巷稜売(丘穆陵亮) Ⅹ1,ⅩV24

司馬騰 1116

司命 Ⅹ111･Ⅹ1V5

司録 Ⅹ111･ⅩlV5

四脚の休(林嵐 産休)(浮彫) Ⅹ111-Ⅹ1V23,

25

(ガンダァラ) lV6

獅子･1V37

四脚の壷屋
(元嘉十LILl年金鋼併) Ⅹit3

(元嘉二十八年金銅俳) Ⅹ113

(太平異君田年金銅併) ⅩiIS

｢四十二茸速記｣ Ⅹ17

四紳 V36

四川 1118,ⅩV35

石窟(矯寵) ⅩVエ9,35

摩墓陳寵 ⅩV36

南保横穴石室基 vl45

四層埠関(四暦桂)(洞前) ll2,9,25,lli

I5'39

四注形の天井(穿積山) XvI6

四注の棟(浮彫) Ⅹi36

四鎖 Ⅹ1il･ⅩlV5

四天 王 11124,V17,Vil主11Ⅹ19

四天王像(義願) ⅩV34

四天王の塑像(右隣寺) 1i2

四天王奉鉢(浮彫) ill24,39,45,1V37,

38,vI6,Ⅰ9,29,Vl17ゥ8,vlil-ix32,40

四鉢(浮彫) Ⅴ17

4Ⅰ

索 引 サ ー シ

『四分律』 vlll･ixI2

四門出遊(浮彫) 11124,25,Vi14,7

老人,病人,死人の三出 1iizS,Vl12

自然洞

(黄石崖) xvl,30

(龍洞寺龍洞) ⅩvI,3I

自然にちかい小洞窟(ウダヤギ l),カンダ

#l)) vlll

至元口年(1264-94)遊記(第三十三洞) il

金石錬 7

至元六年(1269)追記(第三十三洞) li金

石録8

至-Jl:十三年(1276)題記(第三十三洞)Il企

石録8

室元二十三年(1286)遊記(第三十三洞)ii

金石緑7

至元二十四年(1287)遊記(第三十三洞)1.

金石錬7

志田不動産 ｢代王せ系批判Jlii6

始皇帝(秦) 1Ⅰ

始東部晋慧願□熊の追懐 (元嘉二十五年

裏屋) Ⅹ113

始組紳元帝(7)キビ) ili6

思遷幸 Ⅹ111･ⅩlV9,10

寺主法師恰顧 Ⅹ111-Ⅹ1VIO

思遠洋固 i9

遺跡(苛堂山) ⅩviI2

思想統制(漢) 1112

思惟形(思惟の相) V27,28,V142'Vl1

7,32,Vlll･1Ⅹ12,13,53,Ⅹ16

樹rf- vZ2,V122,Vli8,21,Vlll-lX

l3'ⅩV5Ⅰ

夜牛- vi17

指頭波状文苧瓦常

(西部叢上聾掘) ⅩV98

(西梁聾掘) ⅩVIOl

(西音響獲掘) ⅩvIO2

師資 Ⅹ111･ⅩlVI'3'4

師倍 Ⅹlli-Ⅹiv4

両Ⅰ堂 vlI

(インド石清) V19,10

(敦煙以東の石矯) V16

(バァ ミヤァン) V15

紫褐色細磯(洞前費掘) vl162

紫褐色土層(西部基上襲折) ⅩV98

獅子(倭) lVH,37,VI6,36,V145

意匠(ガンダァラ) V36

(岡山願庄村石墳出土鏡) Ⅹ16

漠以来の古風な 1V21

(ショトラク) lVIO

休脚の lV37

像の繭わきの(像の足もとの)1Ⅰ8,27,

11131,1V21,VI2,V145,V11Ⅰ9,ⅩⅠ4,



雲 岡石 窟 索 引

Ⅰ5'17'Ⅹ13Ⅰ

(璽巌寺澄明寓) ⅩV30

側面形の(,tt洪) 119

壷屋(賓虞,蜜壇) .1128,iv23,37,V

I5,Ⅰ6, viI8,22,25, ⅩⅠ5,25,29,

x126,36,x1127,55,ⅩV41･52

(ウインスロウプ氏戒金銅依) ⅩiII

(輩願) ⅩV25

(建武四年金銅併) Ⅹi8

(元嘉二十五年石怖) ⅩiT3

(勝光二年金銅併) ⅩiIO

(太平虞君三年石塔) Ⅹ1Ⅰ6

(長野原龍丘村石境川土鏡) Ⅹ15

(千野古陶軒金銅俳) xi9

(青酢つ) Ⅹ4

(和平7C年俸銅板) Ⅹ1Ⅰ7

南朝陵墓の lVII

武氏7両の 1VII

貿冠かざ りの lV37

丸彫 にちかい 1V2Ⅰ

列柱杜基の vl166

獅子頭

正面形(斗扶) iI9

(東部寡上蟹掘) ⅩV98

(長野原龍丘村出土鏡) Ⅹ16

箕冠の 127･iv3

獅子軌(浮彫) vl12,7,8

獅子困-セイロン

獅子座 1VI,6,7,37,V36,vi45,Vill･ix

ll,Ⅹ15,Ⅹ18

(ウイ ンス11ウプ氏蔵金銅隣) Ⅹi工Ⅰ

(板石義壷) Ⅹ142

(長野原龍正村古墳出土鏡) Ⅹ15

尊師千体 117

獅子而 V36

鴫尾(浮彫) i20,VII8,22,25,48,V1119,

ⅩⅠ5,Ⅹ136

塊尾の牙(洞前馨掘) vli62

地軸 vl15Ⅰ

地ならしの搬土 (洞前蓉掘) v1162

寺院

経済の充足(北魂) Ⅹ1.1-Ⅹ1V7

克遥(北i京) viI

寺戸 Ⅹlil-XIV7

自在天→ イシ-ヴァラ

白由な

肢態(飛天) 1V22

併寵供養 vll1-1Ⅹ38

ポォズの像 v2Ⅰ

自由奔放な構成(天井) xv47

侍童(浮彫) ⅩV55

時亮窟(永靖麻) ⅩvI3

慈恩寺の降魔廼(壁墓) Vll3

磁器片(洞前蓉掘) viュ68

磁願(河北) ⅩV29

歴田義秋 v 2

磨(浮彫) 11124,iv38,Xv55

(イン ド石窟) V19

敷石

斜面(洞前聾掘) vl138

(西部基_L蓉掘) Xv97

(東部蔓上蟹掘) Ⅹv98

敷噂 (洞前蓉掘) V1162,63,68

壇 vl159

竺朝鮮 Ⅹ11

竺大力 vllI,Ⅹ12

竺保 ⅩY H

竺法護 V29,VllI

七暦塔 (浮彫) 11iI5,V7'Ⅹ29,30

(通江千体監) ⅩV19

七俳(七悌立像,七俳列像) iH4,20,ill

46,V111-1Ⅹ26,28,38,49,Ⅹ25,39,40

(室山) Ⅹv27

七俳列寵 Ⅹ1120,Xill･Ⅹ1V22

七蜜 1VS,VlllllXI4

失敗工作(龍門) Ⅹvl5

執金剛 Ⅹ126

執改築叉 vlll･ixI8,Ⅰ9

漆案(永千十二年) Ⅹ12

7華航寺-華厳寺

沙州j-.匠竺保供葦記(安西寓鰍 爽)ⅩvII

『沙州圃系空』 ⅩvIC'

『沙州地誌』 Ⅹv4

沙禰法生 ⅩvI6

汐門(桑門) il14,5,7,10･Ⅹ1Ⅰ,Ⅰ40ゥⅠ7,

Ⅹ111~Ⅹ1T3

坑殺(北親) 1112

私葦の禁令 (北就) lli2

沙敬湖の ⅩiI7

天 竺の xlli･ⅩlV4

秒門慮(北貌平城) i114･ⅩiI4

沙門流 111Ⅰ｡･Ⅹ114Ⅰ,Ⅹli1-XIVI'2,4,8ナ

IO'42

沙羅饗樹 vli7

沙勤湖の沙門 Ⅹ117

舎利弗一斗シャ l)プ トラ

舎利分配 vl14

婆婆世界 117

斜格子のしきり(三つ葉 四出女)(キジィ

ル) lV9

斜格子文(斜格子状のかぎり)

(キジイル壁墨扶額内) 1V 2

(金銅俄基底 博山淀の蓋) Ⅹ19

(奈良騒新山古墳出土鏡俳優)Ⅹi4,5

斜面の参道(洞前) vli67

斜面彫の手法 V35

42

篤賓的な

衣文(服制) lV39,V3Ⅰ

(太平虞君四年金銅悌) ⅩiIE

山敷,樹木の表現 1V工3

尊像の彫没 ivZⅠ

某虞撮影 V2,3,5

発振 V5

関都塀多 vllⅠ

錫杖 をもった恰形 119

鐸迦 (樺劫悌,鐸迦牟尼解,帯食)iv20,27,

vl41,VllI,5,Vlll･ix2,4,10,ⅩⅠ5'37'

38,Ⅹ1140,X111-ⅩlV5,Ⅰ7

一寸巳(生涯)の事後 vllI,4

袈裟(疏勤王新月&) Ⅹ113

安子→ ラァ フラ

弟子 vl43

分身 V11.-1Ⅹ3,Ⅹiii･Ⅹ1V39

魔王との問答 vlli-1Ⅹ8

鐸迦 (像) iI6,1121,lV37,V27,vii32,

vllト1X3, Ⅹ24,27, X1.3Ⅰ,32,40, Ⅹlil･

ⅩlV39

大路以下五番のための Ⅹul･Xiv2

(併噂摩最) ⅩV3Ⅰ

(堂山) Ⅹv27

(龍門) ⅩV23

詔等迦,阿弼陀,滴勘の

三尊像(蜜山) Ⅹv27

三俸三壁形式 Ⅵ11-ix3,ⅩV37

樺迦世姫 vlll-1Ⅹ2

搾迦八相国の碑(グブタ朔) vlll･1Ⅹ4

鐸迦悌信仰 Ⅹ37

鐸迦併洞(雲岡第六洞) 1.5

搾迦文飾 (太和十九年寵造像記)viii-1X45

樺迦,摘散の組合･せ vl132

群師子雨足之尊 vlll-ix2

柊提桓因･+イン ドラ

若年相 11129

&5 115

手相 V28,Ⅹ111･ⅩlV39,4Ⅰ

年蜘像の vlil-1Ⅹ15

俳 の vlll-1Ⅹ5

菩薩の v111-1ⅩⅠ5

手足指綾網相 vlll･1Ⅹ9

朱彩 V21,Ⅹ22,23,28,30

オ .)ジナルな(創建昔時の) V工4,Ⅹ30

白壁壁(東部姦上) ⅩV98

朱雀 vll1-ix60,Ⅹv75

朱と緑と黄土の色調 122

朱と椋の彩色(下花園) Ⅹv34

保儒(像) vl53,Vlll-1X20

(アジャンクァ) V19

(惟慕ゎ) iv22,VI4,Vii29,Ⅹ2Jq

ものをさ じへる 1121,1VI9,23,27,V



丁5,19,Vi17,25,29,31,43,46,vll

I5,21,24,31,34,66,vlll･ix20,33,

39,冗14,22,Ⅹ136,38,39,Ⅹ1134,

Ⅹ111･XIV37,XV52

踊躍する vl13Ⅰ,Vlll-ix20

(裸形童子) vli66

(和zP元年悌鋼板) Ⅹ117

珠玉をつ らねた頚飾(浮彫) Ⅹlli-ⅩlV34

珠文 Ⅹ30

酒泉 ⅩⅤⅠⅠ

『衆許摩討靖控』 vli1

衆生済度 vlll-ユⅩⅠ3

狽達長者鮮- スダック長者の妻

須菩提(スフウティ) V173

碩飛産(形) 111>-,lli2S,1V6,7,VI5,16,

23,Vi45･ⅩⅠ5,Ⅰ6,Ⅹ138,ⅩV53

五成の一十五戒の台座

(五寒山蓮華洞) Xv30

七成の

(元嘉十四年金銅併) Ⅹ1Ⅰ3

(藤木tE-氏警戒金銅併) Ⅹ11Ⅰ

(和平冗年俸鋼板) Ⅹ1Ⅰ7

二重の vI5,16

須潤Ell(スメル山)(浮彫)1Ⅰ9'23'29,32,

V127,28,4Ⅰ,45,Vll17,23,33,Viii-1Ⅹ

19,37,ⅩV58,87

頒禰rll殿(北貌平城) 1114,Ⅹi14

須ぎ酎LT世界 ⅩV79

塵尾 1143,11123,iv33

呪法 Ⅹ1ii･ⅩlV6

語呂願 Ⅹv lO

樹下

思惟-思惟形

締俊一樹珊

人物像(イン ド) vl22

碓完比丘(滞定借) ii13,iv207VIO,

vl136,vili-1Ⅹ32,39

輝定併 11I3

太子降誕晩 ⅩvSⅠ

樹紳(樹下紳像) 11129,39,V16,17

出現 vl17

樹木(形) 1VI,ⅠⅠ,Ⅰ8,20,VIO,Vi21,Vu

I7,vu1-ix32,ⅩllII'14

(ガンダァ ラ) 1V II

漠塊の lVII

(キジイル) ivlI

葉 iv20,Vlii-1Ⅹ13

儒教的,漠家的思想統制 iii2

儒童 liZⅠ,Vi27,V11 2,2Ⅰ,Vili-ix2,Ⅹ2Ⅰ,

Ⅹ126

儒童スメェダ(善悪) vll.-ix62

儒童本生 (儒童因緑,儒童布蒙本生,定光

悌本生) 1iZl,iii45,Vi2工,27,4Ⅰ,44,

vl16,2Ⅰ,35,42,Vlli-ix2,34,40,Ⅹ2I,Ⅹi

26,Ⅹ11 4,Xiil･Ⅹ1V22,ⅩV52,53'57

周一艮 ｢北朝的民族間者及民族政策｣ iii

l.:

周一艮‥馴 監｢山西右隣考奄記｣ Ⅹv I

周,漠以束の

中国的常套法 V36

動物文枝 iv14

龍 V36

周公輔故国 ivZ3

風 晴の作(穿横山) Ⅹv17

周壁の構成 il137

宗教括動(北貌) Ⅹ I

宗教行政機関(北魂) Ⅹ11i-ⅩlV7

宗教的

救済(北魂) Ⅹ111-ⅩlV8

奉仕(北塊) Ⅹ.ll-Xiv8

『修行本起系空』 vllI,42

｢修玉皇腐記｣(同治五年 1866) 1i金石鈷

30

修質多尿阿修擢王 vlil･ixI9

修像記(｢張間口妻等｣)(第十三洞) ii金

石鍍 7

修道者の私量 vll

修道の道場 vlI

修復(修肺,修理)-→補修

『集神州三質感通路』 Ⅹ13,ⅩVII

『十請樺』 1V48

十大弟子 Ⅹ1.34,36,37,40
十方諸憐 Ⅹ1140,Ⅹ 1ii･Ⅹiv59

十塁河 16

十六寵 1iI4,Ⅰ5

『十六国春秋』 Ⅹii3

十六沙禰 1115

十六人の天人に国縫 された併 vl33

十六併 11Ⅰ5

重圏(更圏帯,重囲文)(光背) Ⅹ22,23'26,

2S,30,35

重囲式装飾法(ダブク式光背) xllII

重光

国光 と身光をか さねた 1VS

マ-賓珠火焔と大火焔をかさねた xi1

24

重修記(重修碑) 114,9

嘉靖四十三年(1564)111,I-金石錬 26

索 引 シー シ

順治八年(1651) liヰ,9,1i金石鏡 Ⅰ3'I4

正統十三年(1448)(天梯山) ⅩⅤ Ⅰ工

同治五年(1866) li金石鍍 30

同治十二年(1873) ii5,il金石鑑22,23

ilHS

民国九年(1920) ii5,1i金石鍍 26

重修の泥細工(王家清西方洞) ⅩvI7

蕃犀闇 とギ .)シア式柱頭 との結合 V 32

重層柱(暦桂)(浮彫) 118,22,1VI9,23,

24,VI5,17,Ⅰ8,19,viⅠ7,25,48,53,Vll

zI,34,36,vli1-ix32,37,Ⅹii12

形式 13Ⅰ

四暦の lV23

立膿的 1V19

をさ ＼げる保儒 1VI9,23

重厚塔(浮彫) ivI9,V32,VH S,48,54,

vilIS,Ⅹ13

重嫉蓮華文瓦常 ⅩV95

重榛 Ⅹi2

従濠的諸侯 iv40

獣形

外壁碑基の 1V17,V7

洪(斗排,三つ斗) iI9,Viil･1Ⅹ32,60

イン ド,ベルシア的な i32

挟端の liII,20,iv2,V23,Vlll･ix3号,

ⅩⅠ6,2Ⅰ,24,Ⅹ136

召集梁 vlli-1Ⅹ54

(神獣鏡) lV ll

(長野,%龍丘村盲章資出土鏡) Ⅹ15

(千野古陶軒痕金銅俳) 11110

(壁面の客間をうめた) lV27

(資産) iv23

(列柱基座) vlI5,ViiI2,31,59

獣骨(洞前蟹掘) vli62

:Litl.､∴~:こ ､1-

教頭の

致かざ り(浮彫) vlli-ixI5,Ⅹ19

柱頭飾 i19

(アショカ玉枝) 1Ⅰ9

(*7JL/l)i) 119

肘大(浮彫) V17

獣面 (獣面飾) lV II

漠代以氷の vI4

帳幕の lV22,VI4,36,ⅩV47

宴冠の V36

成望十一年(1861)115,9,1i金石録15, 戯画瓦普
16

乾隆十七年(1752) ii5,11金石錬9,1Ⅰ

乾隆三十四年(1769) 114,11金石銀 Ⅰ9,

21,il.Ⅰ5

廉贋三十七年(1698) 114,9,11金石鍍

Ⅰ4

順冶二年(1645) 11金石錬 30

43

(茎上城内馨掘) ⅩvIOI

(龍神廟蛮掘) Xv98

宿自

｢莫高窟記版｣ ⅩV4

｢英高満大等年表｣ ⅩV4

出冒門(浮彫) vl17

出家禁止令(太延四年) lliI



雲 岡石 窟 索 引

出家成道 vl22

.m家胎城(浮彫) 1121,1ii24,39･V17,

vl17,8,ⅩV53

『lWl三森記集』

巻二 Ⅹ111-Ⅹiv4

番七 Ⅹ13

奄一三 Ⅹ13

出産の女神 vl7Ⅰ

出水による道路破壊 (武州川) i15

出土諸像(第二十洞) Ⅹ111-Xiv42

番変地帯 1Ⅰ

就 中国的な俳教美術 Ⅹ1Ⅰ

順治元年(16441)裁鐘 i14

順治二年(164=5)重惨害岡墜臭天廟碑記

11金石鉄50

小鞘 13

小節寵の製作時代 11i13

小墓(方山) ⅩvllO

『正倉院御物囲録』 ii43

正倉院の産尾 1143

蘇上にじかに坐る併一基座のない併

昌繁寺 133

林産(浮彫) ll129,Vl128･vlll-1Ⅹ12,Ⅹ2Ⅰ

淋座式の糞壇(浮彫) Ⅹ138

昭君墓 14

商胡(浮彫) ,Ⅰ6

商主欧蜜(浮彫)一二商主献蜜

商人(浮彫) ⅤⅠ7

頭巾を:かぶった 11i24

将作大匠葦欝-董欝

順治四年(16417)｢西爽第-山｣届額 115, 京肢 1VI,13LI4,Vll1-.X14,4｡,Ⅹ1134,42

1VI7 宗麟劫 vlll･1Ⅹ 2

順治八年(1651)｢大姉閤｣扇額 1i9 茶巌圃 vl12

順治八年 (1651)重修冨岡大石併開碑 1i ｢蒜巌汝但｣の扇額 14

4,9,11金石線 13,14

順治帝(港) lVZ7

御書 ｢西燕第-山｣偏頗 lVI7

準提関菩薩洞(第七洞) 115

初期芸岡様式一芸岡初期柱式

初期ガンダァラ-ガングァ ラ初期

初期キl)ス ト敦の天使 Ⅹ119

初期石箱 vi7

初期沸教 i128

初期悌像 Ⅹ13

初期様式(冨岡)一芸岡初期様式

初賭法輪(浮彫) 11124,39'45ゥIV277

38,vIi),Vl17,8,9ゥVlll-1XS,Ⅰ7ゥ40

寵 ⅩV55

初菅の作(青銅山大俳洞) Ⅹv3Ⅰ

女子供養老像 Ⅹ22,24,Ⅹ111･ⅩlV30,ⅩV55

(太平虞君三年石塔壷屋) Ⅹ.Ⅰ6

(教壇西千併洞) ⅩV IO

女子風俗 (北魂) 1117

女史威囲巻 Ⅹ3,10

女聴 (姦上土城) iH,ⅩvlOI

女神 vl71,vlii･1Ⅹ20

如浄水 16,8,ⅩvlIO

｢茄々云 ｣々造像記 11金石録 5,Xi128,4Ⅰ,

58

徐州右隣寺 ⅩⅤ Ⅰ

徐五倍 V2,5

小規模な造営(石環) 111I

小鼓(浮彫) 1121,1V22'VIZ

小孔(小国孔)

(前室壁面) vS,9,10

(像上) v5

(窓枠) Ⅹ21

小積石山 ⅩⅤⅠ3

勝光二年(429)金銅燐 Ⅹ110ゥⅠ2

希少遊 11146

藤芙葦 ｢四川大足解石刻｣ ⅩvI9

秒賓を奉った供養者一二商主駄蜜

焼土(西商家祉) ⅩvIO2

焼土暦(大衆をふ くむ)(洞前額振)Xv93

簡 (音字彫) vl57

1二元二年(761)題記(敦煤) ⅩV9

上谷部(漢) iI

定 印(手相) V 28

末光悌(定光如束)本生-儒童本生

儒童に授記する場面 vl12

城壁

(英官屯衣陶遺跡) ⅩvIO2

(基上上城) Ⅹv lOI

に塗 りこまれた石清 ⅩV47

貞翫十六年(642)窄玄遥造像記(敦燈)ⅩV

り

貞観十六年(642)道弘達像記(敦蛭)Xv9

貞駁二十二年(648)題記(敦蛙) ⅩV9

常郡耶舎 Ⅹ111･ⅩlV4,6

浮居天 112Ⅰ

『浮産経』(『浮度三昧劉 ) Ⅹ111-Ⅹiv4ゥ5

浮土壁相 vllZ

経常文京陶(縄文萩陶)

(呉官屯Tyi陶遺跡) ⅩvIO2

(西部姦上) ⅩV95

(西澤遺跡) ⅩvIO2

(平城城壁北岸) ⅩⅤHO

(平城北壁西端) ⅩYlIO

(北開遺跡) ⅩvlS

(ダ ブク135年併光背) Ⅹli7

シルエッ ト形式の ivI4

西方的な lVIヰ

簡地の印 vll1-ixS,xI6,ⅩV84

白鳥庫告 ｢塞外民族｣ iii,-

紳王像 vl133

(惰唐石像) vlll･ixI8,19

(青酢∃) ⅩV24

紳元帝(ククバツ始組) 1116

締ま尭 18

紳獣 Y35

紳撰鏡 ivH,Il,Ⅹ12,4,5,6,7

岡山願庄村古墳刑土 Ⅹi6

細線式の xi4

両耐山陵まがいの悌像 Ⅹi7

神像,獣形 1V II

正始元年(240) Ⅹ14

千葉腺清川村石墳EPE土 Ⅹi6

奈良解新山古墳Bi.土 Ⅹ14

長野,%龍丘村石墳出土 Ⅹ15

年固方格背 Ⅹ16

牛肉彫式の Ⅹ14

押入 Ⅹ11,2

(龍門) ⅩV23

耐 uJ,禽獣,雲気丈(漢,貌 晋) ivI3

7神仙像 Ⅹ14,8

(漠鏡) Ⅹi5

(秦,漢,醜,育) lVI3

神仙像まが弘の併像(神獣鏡) Ⅹ17

紳像 vl129,､111-1Ⅹ19,36,ⅩⅠ4

冨岡ふ うになった 1王9

(神獣鏡) 1V II

曹 1116

滅亡 ⅩV20

『青書』

奄三(武帝紀) il16

馨四(意帝紀) Ills

毛玉(懐南紀,慾帝紀) lil6,8

巻三六 (衛瑠偉) 1116

奄四三(壬桁俸) 1143

奄六二(劉現俸) Ill6,8

巻八六(張執倖) Ⅹ112

晋末の乱 1117

雪隠(育) 1118,Xv25

役所 1.18

展珠理略 1Ⅰ7

秦,漢.委敵背の神仙 ivI3

『秦州記』 ⅩⅤⅠ5

｢豪州天水郡穿稜怖寵銘｣ ⅩⅤ16

秦州の高僧 Ⅹvl5

植物の集になった柱頭 (キジイル) v32 秦嶺 X,15

植物文様 1V7,IC, 清初の大修理 119

(ダブク式光背) Ⅹilll 新月形(賓冠飾) vl1.11ⅩⅠ2,Xlli･Ⅹiv24

44



新方式の導入(併像細部) lV40

新株式(雲岡) Ⅹ4Ⅰ,ⅩVII

TW.蓉鮎 Ⅹ 2

人像桂→ カl)アティデス

人骨劉7:封す る感覚(工人) iv40

人昏豊のなめらかな硯はし方 (サァルナァ

ト併坐像) ⅩiiI3

人物彫像 V35

人面瓦宙(西冊田山土) ⅩV98

迅速な造営(石窟) ii147

市中通寺

四門塔の坐併 Ⅹ8

西南の懸崖 ⅩV33

千悌藍(産生併寵) ⅩⅤⅠ,3,31

神通力 vlll-lX3

紳頭鎖 16

ス

スカァト風の裳(浮彫) V26

スタイン (Stelll,A.) vl12,Ⅹ1i8,Ⅰ2,ⅩVH

Ancie7ttEh(血 n. iv6,8,44,V34,Vi

3,Vl18,Ⅹ114

7777LermOSiAsia lVII

Sen'ndia iv6,8,44,52,V34,35,V13･

V112,ⅩVIOク1Ⅰ

スタイン(Steln,A･),どこヨン(BlnyOn,L･),

TheThouBa71dBLLdd7laB. V一12

スダァマ洞 (バラァパル丘石窟) lVI,Vl

1～1.I

スダック(須達)長者の妻 vl38,44

Fスッダニパァク』一･->『姪集』

スナァバ ランタカ(放鉢国) V165,66

スブゥティ(須菩提) vl73

スミス(Smlth,V),AEir,toryofFi718Art

inlltdiaalLCICeylon x1日,Ⅰ3

スメル山一+須流山

スンダ lJ(孫陀利) vl143

固像聾 vlil-1j'Ⅰ

固像聾的

考察 iv37,V27

配置 lV37

固執背(塞像帯) 1VI7,V9

頭巾(頭布)(浮彫) il17･Vlll-1XI2,I8,Ⅹ

4I'X13I

固形節をつけた(ガンダァラ)vlll･1ⅩⅠ2

(太平晃君三年石塔基底) Ⅹit6

水峡口 XVIO

水禽(浮彫) Ⅹ126

『水控注』 14,6,8,9,13,ⅩVIIO,IZ

巻二 ⅩⅤⅠ3

懇一三 Xv34

水成岩 Ⅹ111･ⅩlV6

水兵村 i-3

水草(浮彫) Ⅹi26

水瓶(浮彫) =8,29,lVZ0,23,27,Vlii･1Ⅹ

ll,15,Ⅹ1137,Ⅹii.-ⅩlV24,36,37

(隣西省三原願.F.土菩薩像) Ⅹ1ll

のある賓冠 127

水分の 浸透(右肩) iv20

水平の

くぼみ(港)(外壁) vilII,ⅩⅠ3,Ⅹ133

天井 Ⅹ13

(青巨門) ⅩvZ3

水簾洞石窟(浄儲) xv3,18

垂挟二年(686)∋豊像記 (敦坦) ⅩV9

重陽(浮彫) ili37,VI2,36

垂直の壁(外壁) Ⅹi33

垂幕(浮彫)一瞬幕

綬遠 14,Ⅹ1Ⅰ斗

綬遠盆地 lI,2,4

隠避(トンネル)(洞間) ivI8,V5,7,8,

34,39,40･4Ⅰ,VII3,25･61,VliI9,2Ⅰ

随道(通路,トンネル)(洞背後) 127,28,

ilI8･1日37,VIT3,25,30,3Ⅰ,39,46,53'

vi.25,28･37,38,Ⅹ1127,Ⅹ111lXiv34,ⅩV

23

浮彫列像 vli37

(キジイル) vl5,3Ⅰ

計量 vl137

(バァ ミヤァン) vl5,3工

未完成の ､｢1137

晴

以後の作 (青銅山大併洞) Xv3工

窟

(甑山) Ⅹv33

(変横山) ⅩvI6

石清さ豊管 ⅩV36

塑像(敦煙) ⅩvIO

造像

(芸門山) Ⅹv33

(中国石窟) ⅩV38

像(奔横山) ⅩⅤⅠ7

塔廟宥(rFl圃) ⅩV37

碑 (天龍山) ⅩV25

併 i34

(霊門山) Ⅹv33

(霊験寺澄明寵) Xv30

滴助俳(悌略歴崖) ⅩV3Ⅰ

障唐(隔唐時代) 1i7,Vlll-ixI

寺院の壁墓 v113

石窟 Xv38

石像 vlil-ixI8

大同 lIO

飛天形式 ⅩⅠⅠ

併俸壁董 vi13

45

索 引 シ ー セ

壁董 vl14,5

搾唐様式 ⅩII,ⅩV20

隔様式(晴式)

先駆 (響堂山) xv29

像(駆山) ⅩV33

憐像 134

(千梯山梯寵) ⅩV31

壁毒 ⅩV39

瑞賓の献上(浮彫) 1112Ⅰ･39

崇頑二年(1629)建五重塔(藁上) ll3,il

金石錬 27

崇縄寺(雲岡十寺) 113

透彫 vl47

杉山イ言三 V 2

鈴 (丁字彫頚飾) Ⅹ-ll-ⅩlV34

鈴太義孝 v 2

裾にのみ衣文をみせる方法 (サァルナァ

ト併坐像) Ⅹ1113

栄(西酒客祉) ⅩⅤ 工02

隅がげの角材(天井浮彫) V30

隅とりの方形(門口) Ⅹi128

隅丸方形の石矯平面(西産石窟) ⅩV60

セ

セイロン(獅子圃) iv6

秒門 11iIO,ⅩiI6,Ⅰ7

倍のもってきた怖像 iv65,ⅩiI7,Ⅹ1i3

無長山の育玉像 1V5

セェナ陶 V165

セガラン(Segalen,V),ヴォァザン(Voism B,

G),ラルティグ (Lartigue,J･)･MtBBion

ar｡九gologiqLLeenCJm leV145,Vilュ-ix60,

XVI9

センピ-鮮卑

ゼウスの雷斧 vIO

『世詮新語』 Ⅹ111-XlV4

世租太武帝 (北魂)-ト大武希

施無是の印(手相) V2S,vilュ-ix8

正光(520-25)とよまれる小薯邑 ⅩviI

正光□年(520-25)造倣記(敦煙) Xv5

正光四年(523)の紀年 (菟石崖) ⅩV30

正光,孝昌年間(520-28)の俳像 (龍門)ⅩV

23

正光,孝呂より北貌末(520-34)の製作(龍

門) Ⅹ4

正四角蓮華文一正蓮華文

正始元年 (240)鏡 Ⅹi4

正始二年-jf.光四年 (505-23)a)製作 (龍

門) Ⅹ4

正始四年(507)義 (第二十七B洞) Xv45'

65
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正始四年(507)造像記 (第二十七B洞) ii

金石錬6,ⅩV45

正統十三年 (14=48) 重修涼 州虞香寺碑

銘(天梯山) ⅩⅤ Ⅰ工

正蓮華文 (正四角蓮華文) ivS,29ゥV2Ⅰ,

34

成(圃) iiiS

成王(周) lV13

西安 ⅩⅤⅠ5

西苑(北貌平城) 18

西畠底 ⅩvlIO

西銀の作(変穏LU) ⅩvI6

西京(遼金) Ho,35,36,1i6

｢西京賦｣ ⅩiI

西竹田 xv98

西山(大同) i8

西席 (洞前悌閣) liヴ

西晋 Ⅹ13

滅亡 iliS

西方

影響 (太平義君四年金銅像) ⅩiI5

感化 Ⅹ1Ⅰ7

(中国石窟) Ⅹv38

原型(造像様式) v35

交通(北魂) ⅩiI6,ⅩiH5

使節 iliIO,Ⅹ116

植物文 IVI,I4,ⅩiI5

俸統 Ⅹv37

沸教文化 1il9,日

モデル(手本) V26,vi19

西方系統

俳俸圃 vi.5

壁室 Ⅹ119

西方諸国(西方諸地)

石窟 石彫7塑像,壁墨 vi15

との使節の往爽 (北貌) lliIO

様式一十西方様式

西方的(風)

影響 vi53

色彩のつよい石靖 11146,iv8,vI

枝物文枝 iv7,Ⅰヰ

彫法 1V4Ⅰ

塔軌 鳥形,光=軌 装飾文様 iv39

波状唐草 lVZⅠ

服制 (衣制) 1128,lV39,ⅩⅠⅠ

雰囲気 vl126

要素 iv39,40,V30,35,36,37'Vi53,

Ⅹ1110'工2'Ⅰ3'14

龍の思想 V36

西方俸衆 (西衆)

意匠 lV8,Ⅰ4,37

三角持造 り天井 iv4

正四角蓮華文 ivS

とも固有とも断定できぬ格天井 1V4

美術 11110

俳教 vlI

粉本 iv40,V144

西方文化 lliI3

影響 Ⅹ117

門戸(敦蛙) vlI

流入 iliIO

西方株式(形式,最 新柱式) i32,lilIO,

lV21"10,VIES,Ⅹ19,Ⅰ5,XliI,3,10,HT

Ⅰ4

東漸 ⅩiI

服制 (服装) i3Ⅰ,V154,Vl136,Ⅹ2

寅冠 iv39

模倣時代 v27

流入 Ⅹ1日 2

西北公路 Ⅹv II

西北(中国).qi.土の金銅併 ⅩiIO

西門をでて死人にあふ (浮彫)lli25

｢西木第-LLl｣の扇額 115,lVI7,V7

西梁 1Ⅰ3

北塊寺院祉 ⅩvIOl

礎石 Ⅹv19

西暦500年前後の造棒 (敦煙) V12

西潜

TR陶遺跡 ⅩV102

石箱 ⅩV60,101

甫洞 Ⅹv6Ⅰ

北洞 Ⅹv60

裏地 ⅩVIOI

北魂瓦寒地 ⅩV IOl

遼金瓦普遺跡 ⅩvlO2

征服貴族(北醜) 111ⅠⅠ

征服国家(北貌) 1119

常夜色砂岩(永固堂) 19

青海省 XvI3

脊玉像 (セイロンの無畏山) 1V5

青磁客 13

育州還都 ⅩV30

青石の鮮風(永田堂) 19

青銅山大怖洞 Ⅹv3'31

青銅像 v111･iX IO

青軸の瓦(洞外併閣) lliI5

基宿毛力 V111･1Ⅹ2

清河 1119

清侶女達像記 (第十一洞) ll金石錬 3,

Vlll~1Ⅹ55

盛栄遺蹟 14

榛霞LU(南京)

千憐巌 ⅩⅤ Ⅰ

無量幕係の大像 Ⅹv I

聖慈寺の本行控撃(壁書) vii3

聖番寺(天青巨山) ⅩV25

46

聖宗,興業.追完時代 (遼) 135

聖なる華 iv7

聖暦□年(698-9)造像記(敦坦) ⅩV9

製作年代

イン ド石窟第一期の viS

第三洞三尊の 136

奔周,晴代の三悌三塁形式 ⅩV37

弊周様式(式,整術様式) 1iiI3,Ⅹ 工Ⅰ

悌像 Ⅹ5

『斉書』巻五七(親房俸) ill6

静輪宮 1112

柄水 ⅩvI7

脆弱な岩石(石暦) vi.37,Ⅹii28,36,Ⅹ11i-

Ⅹ1V6,ⅩV63

石屋洞(杭願) XY Ⅰ

石衣岩(中国石窟) i2,ⅩV35,38

石衣岩の岩山(飛門) ⅩV20

石階(門口) ⅩliI7,工8

石塊挿入(随弱な石犀) Ⅹii36

石器 (八蘇木地) ⅩvlO3

石矯

彩色(北魂) 芙il20

装飾 Ⅹ11Ⅰ2

坦捜した(敦燈) ⅩV4

竿頂の V4,ⅩV13,24,44,47'48,49,

5Ⅰ,52,53,58,59,63,64'65

北貌原嘉 Ⅹ3

滴鞠を本尊とする Ⅹ37

石碑形式

(インド) vilZ

既成の 1127

木造建築的 vlI2

石窟構造 (構成) 1V37,38,V29,ⅩTl1-XIV

40'XV23

(イン ド) vli37

まった くちがった(貸出) Ⅹv27

石窟寺院 vI,Vlf,IO

中国の ⅩvI-39

石窟主食 vi41

右肩造営(閃整,造建,造窟) 126

以前の山容 Ⅹ1128

(雲岡)一票岡石窟造営

(カァル l)イ塔腐窟) V17

か ら完成までの時期 Ⅹ111･ⅩlV40

監督(龍門) ⅩvZ0

期間と人数 xv15

L$ 1V39

小規模な liiI

迅連な lii47

大規模な(龍門) lliI

営初の

亀裂 Ⅹ1129

彩蓋 Ⅹ24



曇昭の Ⅹi1.-XIV5

(変種山) ⅩvI5,Ⅰ7

庇護後援(青野ヨ) ⅩV24

(飛門) Ⅹ10,ⅩV20,68

遼代の i26,27,Vlli･1Ⅹ38,67

石清造像史(青酢ヨ) ⅩV24

石窟造像の固像撃的考察 iv37'V27

石窟平面

固形にちかい Ⅹili･Ⅹiv26

固形の V4,ⅩV37,67

(育酢∃) ⅩV23

隅丸方形の(西蒋) Xv60
楕固形の Ⅹ136,43,Ⅹ11i-Ⅹ1V39,4Ⅰ

(下花園) Ⅹv34

(変積山) ⅩvI6

方形の 11137,V4,8,Ⅹ21'3)''ⅩV44,

47,48,49･5I,3-2,53,58,59,63,64･

65

(義願) ⅩV34

(鉱山) ⅩV33

(天梯山) ⅩⅤ Ⅰ工,Ⅰ3

(敦蛙) ⅩV5

(バァミヤァン) vi5

(龍門) ⅩV23,24

もとの Ⅹ111･Ⅹiv3Ⅰ

横に長方形の(天梯山) ⅩY H

石窟壁面設計 Ⅹ33

石敬頻 13)-

石関(永固堂) 19,ⅩVII2

石虎(後避) 1114･6,ⅩiS

御林 iI7

石鼓山 ⅩV29

石炭洞(第-洞) 115

石弘載 Ⅹv9

石刻文 vlll-lXIS

(龍門) Ⅹv24

石獅子(中国の墳墓,両堂) iv7

石匁(八蘇木地) ⅩvIO3

石製

腕環(八蘇木地) ⅩvIO3

彫刻(ガンダァラ初期) Ⅹ115

石毒豊

建築的(石窟) vl47

隼像(天梯山) ⅩⅤⅠ3

石像

衰退 Ⅹv36

帝身大の Ⅹill･Ⅹ1V 2

石鉄(八蘇木地) ⅩVIO3

石壇

噂壇との関係(洞前蓉掘) vi163

(東部壷上) Ⅹv98

石彫

形式化した(ガンダァラ) Ⅹ114,7

(番矧 山) ⅩⅤⅠ7

併俸 閤 vll5

flL･::L､-:著:･_Li

石塔寺(洛陽) ⅩV20

石碑 lV I7

石俳古寺一芸岡石併寺

石棒(八森木地) ⅩVIO3

石壁(白悌叢) ⅩviI2

石靭 il14

赤褐色磨研の粗質土器 (八蘇木地) Ⅹv

IO3

赤嘩紅山後 ⅩvIO3

石障 ⅩVIO3

籍田(平城) 18

関野堆｢中国古代の尺度について｣Ⅹ1Ⅰ6,
Ⅹ111-Ⅹ1V2

関野貞 134,VI,Ⅹ143'Ⅹ1日,4

｢印度の沸教美術 に就いて｣ Ⅹ112'4'

ⅠI

｢雲岡石窟の年代と英株式の起源に就

いて｣ 134

｢大倉集古館収蔵の石休に就いて｣ Ⅹ1

Ⅰ6

『支那山東省に於ける漠代墳墓の表飾』

･､rH,Ⅰ3,V146
｢清洲義解寓僻洞｣ 130,ⅩVI4

『紫波郡時代の遺蹟』 1VI3

索 引 七 一 セ

『千俳因縁粁』 vi11･ix2,4

千体崖(通江) ⅩV3,Ⅰ9

千憐寓(千併列亀 千悌′ト轟) ivI8,38,V

7,8,29,ViH5,34･35,Ⅹ16,17'Ⅰ8,26,

27,28,29,30,3Ⅰ,34･35,36,42,Ⅹ120,

4C,,44,45,Ⅹiit7,Ⅰ9ゥ23,25,28,29,3Ⅰ,

33,38, xlll･ⅩlV6,Ⅰ3,ZS,丁7'22,23,24,

25,26,28,3Ⅰ,40,4T,ⅩV43,53,57,58,

r･テ

(開襟右肩) xv6工

破片(WT石)(洞前蓉掘) ⅩV9Ⅰ,95

(龍門) Ⅹ38

千俳形式 V142,Ⅹ145

千俳山俸寵 Ⅹv3,3Ⅰ,36

千俳思想 V29

千体多聾悌塔 (長谷寺銅板) vlli-Ⅸ3

千併洞(キジィ′レ)-キジィル石窟

千悌潤(敦燥)→敦煙石窟

千悌列像 Ⅹiil･Ⅹiv24

千葉の運筆 vil1-ix3,A

尖瑛額

中国猫特の .vZ

門口(響堂山) Ⅹv29

失扶桑(尖頂のアァチ寵) lV I

交脚俳の Ⅹv51

枚7娯 1VI

『東屋清賞』 vlli-1Ⅹ Il

閲野島 竹島卓- 『遼金時代の建築と其 量化 1Ⅰ,ⅩV34

俳優』 -35,50,Vill-ix29

序詞野貞,常盤大定 『支部係数史蹟』

巻- Ⅹ8,ⅩV30,3Ⅰ

･巻二 130,SAつVI,AI'Ⅹ5,Ⅹ143,ⅩV

24,78

番三 Ⅹ5,9,XVI'25'27

巻四 Ⅹv33

剰利 117

接引悌洞(第十一洞) 115

接引悌洞(第十六洞) 115

詮法 (僚倖固) vi14,7,8
(キジイル) vllヰ

貌法勧請 vlll-1X II

詮法相(手相) vill-1Ⅹ8,ⅠⅠ,15

『詮無垢稀歴』 i39

教頭角錐鰹の石窟 Xv4工

千化併 vill-1Ⅹ4

千帽寺の浬察襲相(壁墓) vl13

千擁 V29,V148,vl137,38･vlll･lX2,4,

･18,38,39,Ⅹ1Ⅰ9,2Ⅰ,25,26127,28,30,

32,33,34,35,36,38,39,40,44,45'46,

･.134,Ⅹ111-Xnr39,XV6I

衣文 Ⅹlli-Ⅹ1V39

(輩願) ⅩV25

(離山) ⅩV33

47

宣布の倍 lllIO

宜武帝(北親) ⅩV20

険西省三原懸,rll土菩薩立像 ⅩHOLII,15

『映子挺』 V160

打失摩迦本生- シャアマ本生

噂

外壁修築の Ⅹ111･ⅩlV3Ⅰ

寡上土城女臆の ⅩvIOI

洞内,洞長官番楯の vl163,Ⅹill･Ⅹ.V32,

42'XV92'93

洞内,洞前床の vl.68,Ⅹill一Ⅹ.V3Ⅰ,ⅩV

91,92,95

崩壊した建築の(洞前登坂) V5

未焼成の(西部垂上) Xv97

進の 116,vli68,ⅩV93

背面の細線 vii68

選より新しい ⅩV93

樽床

(前庭) i.9,Vl16,vilI5,63,66,67'68,

XV92

(洞内) Ⅹlli-Ⅹ1V32,42'ⅩV93'95

時壇

後世の 1118

(洞純愛振) vl167

時案の修理(外壁) Ⅹ111-ⅩlV32
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樽づみ

外壁修築の xili-Ⅹ1V34

(洞Bif聾掘) vli62,63

線刻 iv4Ⅰ,VI6,34,36,Ⅹ40

衣文 ⅩI4,ⅩilI3

墨像

(後漠嚢象石) lV41

(南北朝墓室) lV41

(北魂) i9

三尊(和平元年併銅板裏面) Ⅹ日 7

手放 i3｡,iv40,41,V36

中国固有の iv4Ⅰ

頭髪 ⅩliI4

表現 1V4工

蓮華文 121

遷座 Ⅹ23

#* iv33

線描潟(漠醜) 1V4Ⅰ

繰彫 りの草花 Ⅹii34

遷都(北魂)-洛陽蓮都

鮮卑 (センピ)秩(部族) 12,1ii5,6･7,

8,II,V30,ViI,Vlli-1XIS,ⅩiI4,Ⅰ8,

Ⅹ111~Ⅹ1V3

固有の信仰 lli7

風貌 ⅩiI5

北方服(鮮卑服) viil-ixI8,Ⅹ16,Ⅹ1Ⅰ6

鮮卑タクバツ部一 夕クバツ族

繊細な株式の沸寵 ⅩvS7

垂髄計童中の一要素(石矯造営) Ⅹill･ⅩrV

4I

前案 1116

前庭 (外庭) vi13,ViiI2,3Ⅰ,ⅩiH7ゥⅩ11i-

X】VI3'3Ⅰ'34,42

噂策の壇 vl167

費掘一洞前蓉掘

前涼 ⅩilI

前廓(穿横山) Ⅹvl6

%It:# 13,36
善悪 vlll-1x 2

茎蹄 v34

部善(チャルクl)ク) Ⅹill,2,3

樽河苦行一十ナイランジャナ

禅定 V工6

禅定印(手相) vili-Ⅸ5

碍定形 li28,ii.25,Ⅹ2,3Ⅰ,Ⅹi4,Ⅹ11i･XlV

32'39

七沸 Ⅹ2Ⅰ,24

滞定盤併(碍定休) vI7,V136,vlll･1Ⅹ5ゥ

･34,35,Ⅹ1127,Ⅹii1-Xiv25'34

光背の IV5

樹下- ilI3

偏裡- vI9

寅冠正面の vlI8,Ⅹli36,Ⅹ111･Ⅹiv24

(青即日) Ⅹ4

禅定比丘一考封下示甲走比丘

群堂 il14,Ⅹ114

嬬嬬 (族) iro,Ⅹii3,6

ソ

(遼代) li6,Ⅹv99
(白餅茎) ⅩⅤ日2

(北開遺跡) Ⅹvi9

礎板 i23

莱

塑像(敦燈) ⅩVェo

壁墨(敦燥) ⅩV5

ソォパァ(Soper,A･),Buddhi妃jlrehiieciure 宋雲 Ⅹ116

QfJapa71.VIIS

波渠(北涼) 玉ilI,Ⅹlli-Ⅹ1V3

京聾 vlIS

牧健(蓬慶) Ⅹ11i･Ⅹiv3

豪逐 xliI,ⅩVIt

租師立像の浮彫(龍門) Xv24

素文の年瓦普(興宮屯) ⅩvIOZ

粗質土器(八蘇木地) xvIO3

流動 Ⅹ1i2,3

壬 Ⅹi13

塑作の壁面調整(奔横山) ⅩV17

塑主整

千併(変穣IlJ) Ⅹv16

食像(天梯山) ⅩⅤⅠ3

彫刻(ガンダァラ初期) Ⅹ115

宋元の石窟造営 Xv36

『宋書』蕃九五(索慶停) ii16

莱,西夏,元明の重修(天梯LLz) ⅩvI3

宋扱芸 xvI

走願(浮彫) lV20

壮年相 1120

宗廟批稜(北魂) 1ii6

奏繋の

一国 il124

供奉者 Ⅹ15

保儒 vil1-ix33

天人(飛天,青禁を奏する天人)→契天

列轟一二禦天列寵

童子 1V29

桑乾河(桑乾水) iI,2,4,6,8

と泥達 との造像方式 (イントアフガン 桑乾泉 16

浜) Ⅹilb

併(ラワク) Ⅹ118

列像(ラT7ク) ⅩliIO,H

塑像 vi15

(7クーテレク) Ⅹ1114

(安西常体峡) ⅩⅤ ⅠⅠ

(キジイル) vi3

光背の小断片(ダ-/ダァン-ウイl)ク)

Ⅹ11Ⅰ2

(高呂) Ⅹ11Ⅰ3

(後期ガンダァラ) Ⅹ11Ⅰ2

西方将来の ⅩiiII

(中央アジア) Ⅹ117,9

(中国石窟) ⅩV38

(敦燈) vl3,Xi73,ⅩV4,5,9,10

(#*LLr) xvI5,17

蓉展(ガンダ7ラ) xi-6,7

(モォラァーモラァドゥ) Ⅹ116

(ヨ トカン) 1VS

様式(中央アジア) Ⅹ118

(ラワク) lV6,8,Ⅹ115,Ⅹ118,9,14

塑壁 vl75

(穿横山) ⅩvI5,17738

楚王英 ⅩiI

音字屠mEl x12

礎石

と瓦片の散布(西梁遺跡) 113,ⅩV}01

洞前建築(悌閣)め

(後世) v115

48

桑門一書沙門

相関関係(第t,第八洞) V7

相輪(浮彫) i22,V8,viIS,Ⅹ25,Xi

七つの 12Ⅰ

等堂Ltl(方山) ⅩvlI2

掃除(罵屑撮影のための) V3

骨子71: ⅩVI3

創建(創立)常時の(オl)ジナルな)

朱彩 ⅤT4,Ⅹ30

床 vli63

喪葬両肩笹(北醜) lliT2

葱頭(節) 1V4,5,Ⅹ25

起源 IV5

葱頭三角飾(天蓋) 1V4

葱嶺 xllI,3

装飾意匠 vill-ix37,XJII2

装飾桂 ⅩⅠ5

装飾的孜′ト寵 1iI3

装飾文枝の石床 V】167

葬列(浮彫) il125

倍 (像) Ⅹ111-XIVI7

倍衣(浮彫) V24,Vll1-は Ⅰ8

倍IW戸 Ⅹ111-XIV7,8,IO

恰紙粟 Ⅹlli一ⅩlV7,8

倍義 Ⅹlil-Ⅹ1VIO

恰形(政) iv38

錫杖をもった 日9

本食格の vZ4

列像 】日 8



｢倍額 を沙門銃 となす詔｣ Ⅹ11i･Ⅹ1V10

倍自各の 日 vii4Ⅰ

借主(後索) Ⅹill･ⅩlV4

倍紹 ⅩⅤ1

倍正(南朝) Ⅹ111一貫lV4

倍曹 Ⅹ111-Ⅹ1V4,7,8

倍俗の供養者 V8,V.39,Xi44

僧房 1VI,V17,VllI8

(コングァネ,ヴィ-アラ洞) vi告

(サァンティ) vl工○

(石怖寺) 119,25,ⅩV99

(バァミャン) V15

(北親平城) lii4

倍房清一 ヴィ-アラ洞

倍琶 ⅩV78

倍明泣入 117

倍繭 Xi3,Ⅹ11i-ⅩlV4

僧侶 viI,ⅩⅠ,XliI

未達(北涼) vlI

倍朗 1114

｢□恰｣造像記 (第十三A洞)ii金石録 5,Ⅹ

32

屠桂一重厚樫

原塔(窄融浮屠弼) Ⅹ12

階(浮彫) Ⅹi36

糟蓋 i19

緒蓋 (浮彫) Ⅹli3｡,32,34,39,ⅩV58

飽満(浮彫) iI9,23

緬布(浮彫) Ⅹli32

焚嘗(形) lli29,Ⅹ29,4Ⅰ

(長野脂龍丘村石項出土鏡) Ⅹ15,6
隻塔(浮彫)llI4,Vlll-ix22,24,Ⅹ42,芙ilI8

襲塔(丸彫) 123,25,32,33,liI4,Vlユi-ix
=J

蟹堵禽 ⅩⅠ3

太和末年に多い ⅩilI8

襲堵制(奈良時代) i33

蟹璃勘 V27

壁寵(浮彫) iii25,Vlli-jx30,Ⅹ20,24,Ⅹ1

29,ⅩiiJ4

藻井 vl46

造営(造清,追奪)-石塔造営

造形的な構成 rv37

造鎮署 ⅩV75

造像

紀年 Ⅹviェ

寄進 vill･lX40

供輩 Ⅹ37

中国の Ⅹv38

のない周壁(鷺山) ⅩV27

様式(形式) Ⅹ4I,45,47,Ⅹi44

(龍門) vi,36

龍門様式の vli36,XvZ3,65

造像記 (刻銘,刻文)

｢馬 亡夫｣(第四洞) i28,ii金石鍍3

｢璃亡父｣(第十二洞) il金石録4

｢薦亡母｣(第三十洞) li金石鏡6,Ⅹv47

(芸門山) xv33

延昌三年(514)(第二十七洞) li金石妓

6,ⅩV45,75

進呂四年(515)五月(第三十五洞)li金

石録6,ⅩV83

延昌四年(515)九月(第十九即 司) ユi金

石銀5･,Ⅹ111-ⅩlV28

(義願) ⅩV34,35

玉画山 ⅩV3Ⅰ

(建武四年金銅俸) xi8

(元嘉十四年金銅悌) xlI3

｢玄串原寂｣(第十二 a寵) 11金石故4,Ⅹ

29

(五寒山蓮華洞) Ⅹv30

｢英氏｣(第三十八洞) 11金石銀6,ⅩvSS

｢侯后云｣(第十一洞) 11金石鍍4,Vili･1Ⅹ

56

(黄石崖) ⅩV30,31

(虞元千悌巌) xvI9

(勝北二年金銅併) ⅩlIO

(紳通寺) ⅩV33

正始四年(507)(第二十七 耶司) 11金石

&6,xv45

｢清信女｣(第十一洞)li金石録 3, Vlll-1Ⅹ

55

(千併山) Ⅹv3【

｢口恰｣(第十三A洞) 11金石錬5,Ⅹ32

(太平異君四年金銅俳) xiI5

太和七年(舶3)(第十一洞) 11金石鏡3,

V】ll~lX 49

太和□□年七月(第十一洞) li金石録

4,Vil1-1Ⅹ56

太和十三年 (489)七月(第十一d蕗) ii

金石録47Ⅹ25

太和十三年(489)九月

石段 5,Ⅹ-146

大和十九年(495)四月

石錬3,Vlli･1Ⅹ45

太和十九年(4=95)七月

石録4

太和二十年(496)五月

石錬 4

太和二十年(496)七月

石録4,Vi111ix56

｢大茄茄｣(第十八洞)

(天龍山) xv25

(&*) xv5,9

(第十七洞) il企

(第十一洞) li金

(第十一洞) li金

(第十一洞) 11金

(第十一洞) 玉i金

il金石録 S,Xli58

(散瞳西千併洞) Ⅹv IO,工I

｢尼道惑洛｣(第二十二洞前断石) li金

49

索 引 セ - ノ

石録 5,Ⅹ111-XlV37

｢尼道法｣(第二十二洞前断石) li金石

鋒5,XV72

(巴申甫鳥山) ⅩvI9

(穿横山) ⅩV15,Ⅰ6

(悌崎摩崖) Xv31

｢併弟子｣(第十一洞)11金石録4,Vili･ix

55

｢俳弟子｣(第二十洞)11金石録5,Xlli-XIV

20
｢悌弟子壬乙｣(第三十五耐)li金石録6,

Ⅹv83

(柄重寺) Ⅹvr3

｢浜玉供養｣(第三十九洞) 11金石鋲7

(蜜111) Ⅹv27

｢邑子等｣(第十三耐) 11金石録 4

(龍洞寺) Ⅹv3Ⅰ

(龍門) V-ll-lX57ⅩV20,24

｢老李白願｣(第二十七洞) il金石録 5,

＼＼II

(和平元年併銅板) Ⅹ11Ⅰ7

造塔記 (太平兵君三年石塔) Ⅹ116

象(浮彫) r･'2Ⅰ,liH 7,28,32,39,VIII,

17,26,27,43,vliI8,22,23,27,66,vlii･

ユⅩⅠ2,Ⅹ32'ⅩVSⅠ'52'53

(壬杜宮) ⅩvI7

(カァル l)イ塔廟矯) vi7,ⅠⅠ

に乗った太子像 il132

に来った菩薩扱･+騎象菩薩

衆師(浮彫) V-127

象頭 (浮彫) vl27,V一mⅩ3Ⅰ

像の上 にたまった土 v3

像の上の黙々たる′I､孔 V5

『櫓蓋阿含経』 vlli･1Ⅹ63

則天時代 xv36

製作 (青巨門) ⅩV24

則天武后 ⅩV5,20

測量 v Z,3,4

俗悪な補修 115

俗形(俗礎,俗人,在俗)

供養老(浮彫) iIS,V8,24,Vlii-IX40,

ⅩⅠ6,Ⅹ126,3Ⅰ

服装 illI3

列俵 V9,ⅩⅠ8,30

女子(浮彫) Ⅹ4Ⅰ,Ⅹ138

人物(浮彫) lV24

男子(才筆彫) ⅩヰI,Ⅹi38

俗私 僚形の供養者像 V8,vl39,Ⅹi44

粟特(リグTt)国 吉11Ⅰ,3

『緯高恰倖』 ii7,Ⅹ111-Xiv4

孫硬 Ⅹ13

孫陪 Ⅹ13

孫陀利(スンダ リ)vl143



雲 岡 石 塀 索 引

孫潰生 i113

聾像

身牒表現の壁化 ii30

だけの石清構成 Ⅹ1139

と壁蓋に奉仕する石窟(中国) ⅩV38

にのみ奉仕する石窟(中国) Xv38

服装の土着化 ii30

をめぐる石清構造の起源 vi46

食像寵の形式 V119

食像清(尊像本位の石清) i128,29,Vi2,

ⅩV37'ⅩV12

(キジイル) vl5

(響堂山) Ⅹv29

(中国) Ⅹv37

(敦煙) ⅩV9

(柄釜寺) xv37

(青酢弓) ⅩV23,37

損傷 Ⅹ.i36

タ

クキシラ V16,工○,Ⅹi.6

丑像 Ⅹli9

ククティ･バ-イの飛散立像 viil･ixII

ククバツ(拓助,托故)

貴族 11iII,Ⅰ2

軍人 illII

十族 1ilI2

精神 11110

さ豊形様式 V30

ククバツ珪-通式帝

ククバツ族(部族,氏) 113,ills,4,5,6,

7,8,9,日,V30

政治 1116

貧窮化 111ⅠⅠ

タクバツ的要素 V30

ククラマカン沙漠 vi3

ダヴイッドリン(Davldson,JleRoy)vl66

TraceBOfB,ELddhis舌Etlangdis7ninEar-

lyChineseArt vi67,Vlli･1Ⅹ63

ダ.)ウス王以下 コドマンヌス王の陵墓

YiII

ダル トン(Dalton,0.M),TheTreasureof

th60x,us v44

グンダァン-ウイ7)クの塑像光背 Ⅹ.1Ⅰ2

｢たこ｣の頭のや う夜山家(浮彫) iI9,1V

20,V127,Vi123

たたき石(八蘇大地) ⅩVIO3

W状になった表文のすそ(浮彫) Ⅹiil一ⅩlV

34

多層制石矯 ⅩV64

多腎神 目'),32,ii2Ⅰ,ii.28,iv42,Viii･

i､.ミh

多妻塔 viii-ix3,4

多望併 iv20,37,V27･Vi4Ⅰ,Viii-1Ⅹ2,

工0,Ⅹ24,38,Ⅹ1132

多蜜悌群迦悌寵 ⅩⅠ5

多面諦 11128

多面多腎紳 (多頭多腎示恥多管多面天人)

iv19'V140,43ゥVl133,Viii11ⅩⅠ9,Ⅹ1iI3

鳥形にのった 1120

打焚器(浮彫) iv22

楕囲形の

石窟平面 Ⅹ136,43,Ⅹlil-Ⅹiv39,4Ⅰ

(下花園) Ⅹv34

(穿積rlI) ⅩVT6

天井 Ⅹ14工

駄馬(空軍彫) Ⅹ13Ⅰ

駆山石窟 ⅩV3,30133,35,36

隔式の像 Xv17

晴の大飾 i34

第1-第5洞 Ⅹv33

大安元年(455)張永石併坐像 Ⅹ= 7

大安三年(457)宋穂輿石俳生像 ⅩiI7

大安年間(455-9)の諸石沸 Ⅹ1Ⅰ7

大安(455-9)柱式 XlⅠ7

太安里 xvIS

太延四年 (舶8)五十歳以下の出家禁止令

i11Ⅰ

太延五年(439)北涼討伐 Ⅹ114

大原 ⅩV25

大原(普) ills,ⅩV29

太鼓 112Ⅰ

大行山脈 ⅩV27'29

太子(シツダァルタ太子) 1Ⅰ8,23,1i2Ⅰ,

111工8,vI7,V122,Vlil･1ⅩⅠ3

騎乗出宮門(浮彫) 11125,29

(王家洪) ⅩvIS

宮中生活(軟禁) il12)-･Vl17

競射(射聾)(浮彫)121,11125,V43,Vli7

劇 をふるふ (浮彫)(王母宮) ⅩvI7

胡距合掌する(浮彫) il一29

降誕後に起った事件(浮彫) 1113Ⅰ

思惟(倭)-思惟形

獅子机 vli2,7,8,12,13,Ⅹi6

樹下に思惟する(浮彫) V 22

凹.雷門 vi-7,

別家を決意する(浮彫) 11124

成這以前の姿(浮彫) vi 22

成長期か ら出家輸城に至る情景(浮彫)

11139

象をさしあげる (浮彫)(壬母宮)ⅩV工7

誕生(降誕)(浮彫) 1L.32,Vl12,7,8Xv

SI

50

と菩薩の結合･ vlll･1Ⅹ13

白馬別離(妻掌彫)-←白馬別離

妃ヤショダァラー+ヤショダァラ妃

父王との封談(浮彫) ii125

ナンダ,デヴァダックと力 を競ふ (浮

彫) ⅩV53

人山林 vl17

入水以後降魔前後の場面(浮彫) ill27

約妃 vl17

を示す併寵併催 vi22

太子晃(北魂)一十皇太子晃

『太子瑞謄本起控』 vli42

番- i45

怒二 vl7,VliI

太租迫武帝(北就)一道武帝

太組廟(日登廟) 19

太宗明元帝(北魂){明元帝

大武帝(北魂) lnI,2,3,5,7,9,Viュ,Ⅹi

IO,16,Ⅹ1日 ,2,Ⅹ111･Ⅹ1V2,3,ⅩVI5

移民政策 Ⅹ112

中原平定(中国統一) liュIO,ⅠⅠ

磨憐 illI,Ⅹ111-ⅩlV3

符録をうく 11iz

太武帝以後の清澄な西方交通 ⅩilIS

太武帝時代(424=-52) lilI2

太平晃君元年(44=O)石併坐像 Ⅹ1Ⅰ7

太一苧暴君三年(44=2)石塔裏屋 ⅩiI6

太平異君四年(443)金銅俳 ⅩiI4,Ⅰ6

刻銘 Ⅹi15

太平選者時代(44:0-50) lli2

大和.景明(4-77-503)の石清(義解)ⅩV34

太和初年(477)の造建(石窟) Ⅹv13

大和四一十年(480-6)以後の造営(石清)

V37

太和七年 (舶3)蛋 (第十一洞) vlll-1ⅩI4'

24,38,Ⅹ38,4Ⅰ,XV78･xv13

造僕記 11金石錬3,Vlll･1Ⅹ14,24,38,49,

Ⅹ38,41

太和七年(4=83)孝文帝石窟寺行幸 1130

大和七一十九年 (舶3-95)の製作 vui-1Ⅹ

24

太和七一二十年(483-96)の造像紀年 Ⅹvl

I

太和十年(舶6)以後の作 Ⅹ43

太和十年代(486-95)の作 Ⅹ145,Ⅹ1-Ⅰ8,

4Ⅰ

太和十一末年(486-99)の作 vlll-1x29

大和□□年七月造晩記(第十一洞)il金石

錬 4,Vlli-1Ⅹ56

大和十三年(489)以後の造作 ⅩiiI9

大和十三年(489)蕊(第十七洞)lV37,V27'

vl22,Vlll･1Ⅹ2,Ⅹ2,38,Ⅹ135,45,Ⅹ11

18,22,41,Ⅹ111･Ⅹiv26



前後の作 Ⅹ1124 大塊 i2

進像記 11金石録 5,Ⅹ1146 『大吉義紳呪経』 V17I,Ⅹiii-xiv6

大和十三年(489)プルウプの千悌寵 Xil 巻- vllllix2,19

IS 大霜(雲間)一票岡石窟,大筒

太和十三年(489)七月十二日追懐記(第十 大月氏 ⅩiI

一･d寵) il金石録 4, X ZS

太和十三年一貴明元年(489-500)の作 Ⅹ

42

大和十六年(492)金銅憐 viii･1ⅩⅠⅠ

太卸十六年(492)碑像 V-ji-1ⅩⅠ3

大和十九年 (舶5)(四月)戟 (第十一洞)

vlli･1Ⅹ22,39,I38,Ⅹvl3,5

進像記 11金石鍍3,Vilュ-ix45

太和十九年(495)の紀年(龍門)ⅩV20,24

大光明王 vli27

始聾道心緑 vli27,35

大自在天一マ-シェヴァラ

大事 (マ-アヴァス トウ) vii5

大乗 vlll-1Ⅹ4,Ⅹ112

大栗控典 vli1-1Ⅹ4

大神奨 vlll･lX3,4

大人(マ-アプルシャ) Ⅹi.40

大青山 i2

大和二十年(496)五月造像記 (第 トー洞) 大勢室菩薩 127,V111･ix5,Ⅰ4,Ⅹ38

]1金石錬 4 大石杜(外傑) V7

太卸二十年(496)七月寵(第十一洞) vlli一 大泉河 xv4

･Ⅹ39 大儀(玉像) vl154,XiI5,Ⅹ1日0

迂像記 11金石録 4,Vlii-1Ⅹ56 年代(バァミヤァ-/) V15

太和二十三年(499)金銅隣 vlli-ix12 を本尊にした石窟 vi41

太和二十三年(499)道政砕(義願) ⅩV34 大地紳 vlll-1Ⅹ8,20

太和年間(477｣99)の

漢人大袖の衣冠 1117

宮中衣冠の制定 1130

作風 Ⅹv23

太和末,貴明初の像(龍門)Ⅹ2,41,ⅩVIS

大都末年に多い饗塔寵 ⅩjlI8

大和末年の作 viil･1ⅩⅠ2,26,38,39,Ⅹ34'

Xl122'XV15

(∃三母宮) ⅩⅤエア

(穿積山) ⅩvI6

帝碍→ イン ドラ

帝搾間法像(ガンダァラ) ivII

泰山の壬民王両谷 1114

泰始六年(270)鏡 Ⅹi6

泰始九年(273)鏡 Ⅹ16

番昌元年(1620)輝石併寺記 11 4,25

泰常年間(416-24) 1114

堆積(洞前) V1157,62

隊商(浮彫) vI6,Ⅹ132

封庶政 Ⅹ111-Ⅹiv37

封稀的な寵配置 Ⅹ139

封立する様式(第十九A洞,B洞) Ⅹlii-Ⅹ1V

41

簸竿伎(浮彫) ⅩV55

大阿羅漢 Ⅹ1137

大宝寺の本行控壁(壁董) vii3

大英博物館職絹本蓋(教煙) vl12

大夏赫漣氏 ⅩlIO

大伽藍(西域諸地) Ⅹ112

大学(北貌平城) i9

大亀裂(石碍) vli24,Ⅹ11i-Ⅹiv7

大地母紳 vl11-ix20

『大智度論』 V167,Ⅹ16Ⅰ,Ⅹli40

番二 ⅤヰⅠ

巻三 vi11-ix63

巻四 V】11-1Ⅹ9

大通智勝悌 11IS

大鏡開山 11i59

大斗(浮彫) i23,lli17,22,37,Vi26,28,

29,48,vli22,Vilュ-ix31

｢大土仁君｣題記(第三十三洞)11金石鍍8

大刀(浮彫) vl126

大統四,五年(538-9)造像記(敦坦) Ⅹv5

大洗十七年(551)碑像(龍門) X5

大同 12,9,ill,4,6,7,illIO,VI,Ⅹiii･

Ⅹ1VI,ⅩV17,8,10

建設(遼金) lIO

府城 -2,3

盆地 il,2

明代以後の iIO

木造塔(北醜) 12Ⅰ

(遼金時代) 110

大同騨給水塔附近の磁器 Ⅹvi7

大同華麗寺-華厳寺

大同牒 lll,IS,iiI

『大同願意』 ii4,ⅩV2,-

大衣 1132,Vlll･lX9,Ⅹ5,Ⅹ111-Ⅹiv24,36 大同茨 16

大同家宣挟 .6

『大同府志』

蓉六 Ⅹvi8

巻三〇,巻三一一 114

大道壇廟(北魂平城) i8

大穂□年(1297-1305)遊記 (第三十三洞)

5Ⅰ

索 引 ソ ー タ

11金石錬8

大穂五年(1301)遊記 (第三十三洞) Il企

石録 7

大楯扶2:尖技との複令禽 il129,32

大姉寺(張義壁) ⅩvI王

大俳寺石培 ⅩV3,Ⅰ8

大併洞(王母宮) ⅩⅤⅠ7

大墓(方LLl) xviIO

大法禽 ⅩliZ

大法輪 il124

大崩壊(大腐落)(石矯)Ⅹlli･Ⅹiv22,25,3Ⅰ,

34'41

大焚天王(ブラァフマン) 11124

大目採種-マ-アマウ ドガ l)ヤァヤナ

大薬唐草(浮彫) i35

大雄湊 Ⅹ1139

大凌河 Ⅹv34

『大埠米窪』 vlli-1Ⅹ丁9

代壬ジフヨクケン(什巽粒) 111 4,6

代那(漢) iI

代圃 i2,4

代都(北魂) ii19

第一期(冨岡)→雲岡初期

第二期(重岡)-→雲間中期

第二段石窟 i12,-

第三紀 12

第三期(雲間)-雲岡末期

『提謂波利控』 Ⅹ111･Ⅹ1V5

義盛(蜜座)

格狭間ぐF花園) Ⅹv34

二寵の vS,Ⅰ9

のない併 (床上ちかにすわる悌)iv23,

24,27,VI6,)9,24,V133,36

高橋催告『鏡 と釦 と玉』 Ⅹi5

高柳重雄(田中重椎) v 2

拓政 (托政)-トククバツ

拓本 V2,3

託胎重夢--+白象託胎

濯龍宮 Ⅹ1Ⅰ

鐸(浮彫) vi27,Vli23

竹島幸一,関野貞 『遼金時代の建築 と共

沸像』 i35,36

竹の椅子一十竹JL

正しい矩形の平面(石窟) Ⅹi25

碍担部アルク-/汗 ⅩvIOI

竪笛(浮彫) 1i21,iv22,29,VI2,2Ⅰ,Vi

28

縦形輪つなぎ唐草文 viSO

鳥獣形 vi50

秩(玉)(浮彫)

供養者,飛天がさ1げる V24,26

理路の V 12

をつらぬた飾 ⅩⅠ9



雲 岡石 窟索 引

極 -25

檀(浮彫) 122-li128,vl22,25,37,48･

vi119,Ⅹ25

(アジャンクァ) vi9

(ガンダァラ尖扶寵) ivI

種孔(穴)

(外壁) .25,34,Ⅹ42,ⅩiiI7

(前室) V5

単層の塔形 Ⅹ120

畢猫像 Ⅹ1110

端方の蒐集(元嘉二十五年石沸茎座) Ⅹi

I3

端門(北貌平城) 18

男子

鰍 爽)Ⅹv II

智昇 Ⅹiil･Ⅹiv5,6,10
鳩首 114

のある碑形 ⅩV52

地震地帯 Ⅹv lt

地婆討羅 viiI

小さい列孔-→種孔

竹凡(竹の椅子) v2Ⅰ,32,34

着衣(浮彫)

うすい Ⅹli20

身骨霊に密着した Ⅹ11Ⅰ4

着衣像に封する美意識 (初期 ガンダァラ

とマツラァ源) Ⅹi17

着エ ー26

供養者(頗) ⅩⅠ6,22,Xiil-Ⅹiv30,ⅩV55 qlインド
(太平買君三年石塔裏屋) Ⅹ1I6

(敦燈西干憐洞) ⅩVIO

風俗(北魂) il17

男女

-封の供養著大像(カァル7)イ) vi7

供養者(吸) v136,Ⅹ136,40

性別(天人) vlll･ixI7

段業(張披王) YllI

怪石視 11i5,6
断歴令(悌教)-憐敦断歴令

断石(前庭馨掘) Ⅹ11i-Ⅹiv3丁

千悌寵 ⅩV95

賓冠 ⅩV95

チ

チェルヌスキイ博物館痛交脚菩薩 Ⅹi31

チッカン･クルの石窟 Ⅴユ3

チベット風の壁墨(敦煙) ⅩV IO

チベット文 『普賢行願讃』の版木 114

チャイテイヤー+塔廟

チャイティヤ清(潤)-+塔廟笥

チャルサグ浮彫像 vlll-1二EH

チャンダカ(革匪) 1ilI8

チャンドラーダブク二冊 Ⅹi17

ちどりづみの配列 (千俳寵) Ⅹ111･ⅩlVI7,

22

千葉願清川村古墳rrH土神獣鏡 Ⅹ16

地下水 11i3Ⅰ

地形圃 T3

地上の

建築物(インド) viIO

讃仰者(操) vlll･1ⅩⅠ8

寺院(クキシラ,ペシァヴァル) V16

チャイティヤ堂 やヴイ-アラ(イン ド)

＼11

地中の]苛寛 Ⅹ146

｢知金銀行部料簡遥家令｣供養記 (安西寓

影響(太安諸石憐) Ⅹ117

古代雄一 インド石代沢

恒接影響 ⅩllIO

併敦美術 Ⅹ117

中インド様式(求) Ⅹ1i4,9,工2

影響(育酢ヨ) ⅩV24

沸像 Ⅹ11Ⅰ3

中央アジア V27,Ⅹ1i9

影響(敦燈) Ⅹv38

オアシス人 v37

祈 りあげ天井 v146

晋焚の禁器 V157

か ら中国本土-の俸播(石窟) viI2

介百の金剛力士 vill-ixT8

交脚菩薩の原型 vlll-1ⅩID

抄漠 Ⅹ112

三両愛冠 vlll-ixII,Ⅰ4
諸寺院の影響(雷同) 1VI3

儀地印の原型 vlli-Ⅸ8

石満 V13,45,47,ⅩVT

詮法相(手相) vlll-1二冗8,ⅠⅠ

尖挟,楯扶桑 vi48

塑晩 llr8,Ⅹ1日 Ⅰ,13,ⅩV38

彫刻の原型 Ⅹ115

天人の形式 vi1.-1ⅩⅠ7

頭髪(偽像) vlil･lX9

縫道の隠遁 V153

背後に隆道のある寵陳清 vii37

#S v13

年仇陳 vl11-】Xl3

武人像 v40

擁教美術 Ⅹ118

俳像の俸統(自重) vlll･ix9

壁憂 lV3,Vl14,5,Ⅹ115,9'Ⅰ4

菩薩のかざ り vili-ixIS

貿冠 Ⅹ1167

本生談,俳優,因縁談(壁霊) vi47

マ-萱珠(壁墨) vl64

52

無頭髪形式(俳優) XllI4

の作 られた時代 ⅩiiI4

モティフ ⅤⅠ7

羅漢 vlll･ixI7

螺髪 Ⅹ1iI3

欄肝のあるパルコン(壁童) iv3

中央アジア起源改(雲間石宿) v I

中央アジア諸国 Ⅹ11工,ⅩV4

中央アジア的

蜜冠 v31

要素 iv40,V30

(敦煙) ⅩVIO

中央アジア美術 v30

中央アジア様式(形式,式) Ⅹii4,7,8,Ⅰ2

マニ蜜珠 iv35

中華門(北醜平城) 18

中原 11111,ⅩⅤ工7

国家 11i8,9
保釈 1119

俸統文化 111工0

統一(北魂) 11日 ,Ⅹi12

文化困 11i7

中古の補修(修理) ⅩV年5

大釘孔 xli36

中興粥当房 Xv78

中国

冠帯式の衣制(服制)-中国式服装

初期の併俸囲 viiS

石造物にみられる俳風 因縁談の非連

綬性 il145

俸銃的

獅子像 vIZ

文化 ⅩilI5

塔廟箱 】29

北牛統一(北貌) ⅩliI

大道建築 vi46,53

中国化した

ガンダァラ風とマツラァ風 との混 合

Ⅹ1iIO

ガンダァラ様式 Ⅹi14

西方植物文 1VI,Ⅰ4,ⅩilS

像の風貌 Ⅹ1Ⅰ5

天蓋の葱頭,三角飾 lV4

中国古爽(偉爽)め

手法 Ⅹ11Ⅰ5

俸統 IV41,Ⅹ4

実の意隷 lV41

キティフ ⅩilI4

木造建築 V145

鶴形 1Ⅰ9,V.50

中国固有(猫自)の

奨器 IV22

瓦葺屋根 vl48



突抜頻 1V2

線刻手法 1V4Ⅰ

聾展(併像様式) Ⅹ1112

品服 Ⅹ 2

中国式(柱式)

冠背 1113,Ⅰ7,28,Xv65

宮殿建築 1VIA

造像 ⅩV38

服装 (衣装.衣制,衣服,衣文･服制) i

28,30,ll}3,17,28,lli23,28,vlli･ix

22,26,28,Ⅹi4,-,Ⅹill-ⅩivI3-,Ⅰ7,34'ⅩV

5Ⅰ,XViI

龍虎-禽獣 (形) 1VI4

中国人の初期の俳観念 Ⅹ13

中国石窟 (石清寺院) ⅩVI-39

閃電 Ⅹ111･ⅩlV4

原則 ⅩV38

構造 Xv37

最古の ⅩV35

最東端の ⅩV30

推移 Ⅹv35

石材 Ⅹv35

造営史の衰退期 ⅩV23

彫刻 と槍墓 ⅩV39

分布 ⅩⅤ1,35

中国的(風)

髪 (建武四年金銅併) Ⅹi9

瓦葺木造塔婆 v32

官僚国家化(北魂) 1i-6

秩序(政治) ,ii8

爾案(絹瑛寵) iv4

要素 V30,36,37

中山(河北) Ⅹ111-XIVI,3

『中本超だ』 V111

申陽門(北貌平城) 】8

中和ニー四年 (882-4)造晩記 (虞元千 仲

条) ⅩV9

中和四年(884)追懐記 (巴中甫寵山) Ⅹv

t9

仲嘩(明敏君の第二千) XY I

忠臣,孝子,良縁 順良の董像(自供茎)

ⅩVII2

抽象的な線 iilI3

位基(柱礎)

(僧房東部蓉蹄) Xv99

(洞前聾掘) vl163

童子(像) vln-ixI7

(列柱) vlI3,15,48,vilI2,66

柱状のつ くりだし(外壁) Ⅹ.19

柱頭飾 v32

(アジャンクア) v33

(イン ド) v33

(キジイル) V 32

曲線の iv29

(敦坦 ) v32

(バァミヤァン) v33

(青酢ヨ) V 32

猪頭 (バァミヤァンD活) Ⅹ1i5

『長阿含経』 vill･ix9

番PLJ vlll-1Ⅹ52

長安 1118,IO,Ⅹ11Ⅰ,ⅩV4

-寺院(北醜) lli2

後宮(後漠) Ⅹjl

長安,洛陽 諸寺観の壁蓋 vr13

長夷嶺 ⅩⅤⅠ3

長指相 vlll-ix9

長城 110

長城地帯 11,273,36,1116,7

長清原 Ⅹv30

長方形(矩形)め

孔

(外壁)125,11ⅠⅠ,ili工5,Ⅹ13,Ⅹ133

(壁面) ⅩⅤ49

切石(洞l∃百費掘) vi162

裏屋 V24,Ⅹ22,27

-平面(石窟) V7,日,Vi125,Ⅹ32,ⅩV

4工

索 引 クー チ

龍門様式の vl19

彫刻家-工人

彫刻様式

第十洞の vi136

第十三洞の Ⅹ40

彫像(中国石窟) 13Ⅰ,ⅩV38

あさい YllB

彫像的(手法) V112

彫像本位の石窟 Ⅹ1110

頂警和 viil-1Ⅹ9

頂扉豊 vl126

鳥冠(,W･彫) ll)3

鳥形(鳥飾) lV27,Ⅹ1iI4

屋形上の 120,Vl18,22,25,48,ⅩI5

扶端の 1.i29,32,主V2,ⅠⅠ,ViI6･33,

vllI5'34'Vlll~1Ⅹ3)-,Ⅹ120

山寂形中の ⅩV55

神像をのせた i120,ivI9,42'VIO･

vlli-1ⅩⅠ9,36,Ⅹ111-XIVI3,ⅩV52

バラモンのもつ vlT7
鳥獣 (鳥獣形) V 36

頚痛山中の vl27,28,vllI7

縦形環つなぎ文の vl50

鳥雷獣身の秩端(ショ トラク) iv2

長方形竿頂の石濁 ⅩV43,45,5Ⅰ,53,63 鳥襲 (浮彫) 11129,Vi33

長方噂 (遼以後) Ⅹv93

長揚地(方山) ⅩviIZ

長禦王丘穆亮夫人造像記(龍門) ⅩV24

隈休(浮彫) Ⅹv53

屋頂節 lV4

隈藁 V36

帳幕 (惟幕,垂幕)(形) iI8,2｡,2Ⅰ,22,1i

I3,18711125,28,29,32,35･39'iv2I7

22,29,V II,12,Ⅰ4,16,21,23'24,36,vi

I8,28,35,37,48,vl126,29,Vlll-ix37･

351ⅩⅠ4･IS,Ⅰ8,25'27,Ⅹ120,2Ⅰ,24･25,

27,3Ⅰ,39,Ⅹi125,Ⅹili･Ⅹiv37,ⅩV53

張鼻 Ⅹ12

張横(鎖) ⅩilI,Ⅹ1ii･Ⅹiv3,XV II

張衆 口 iT,2
｢弓長間口妻等｣修像記 (第十三洞)ii金石鉄

7

張執 lli8,Ⅹ11Ⅰ

張彦遠 vli3

張大千 Ⅹv4,5

張 詰 Ⅹ111-XIV3,4

張妊IJL X142

彫刻 Ⅹ Ⅰ

雲岡様式の vS

第六洞式の Ⅹ145

なめらかにみがかれた iv21

北親の vl131,Ⅹ1112

マツラァ様式の Ⅹ111-ⅩlV36

53

朝廷の力による大造営(北醜) Ⅹ 工

廼郡(東晋) 1114

調杏

冨岡石箱 (昭和十三一十九年) V 2,3

響萱LLl,龍門石窟(昭和十一年) v I

呉官屯(昭和十六年) ⅩvIO2

西輝く昭和十四年) ⅩvlOI

平城 (昭和十三年) Ⅹv17

東 追考有 季倉による(昭和十四年)

ⅩV17

方Lll(昭和十四.十六年) Ⅹvi7

調査しなかった石窟 V3

調象師サンジャ(散閣) vilSⅠ

蹟将 口石窟 ⅩV3,33

沈府君石閲の朱雀 vlli-ix60
陳寅恰 『晴唐制度淵源略論稿』 11110,Ⅰ3,

46

陳藷 Ⅹi2

除幕果 『西行 日記』 viI,ⅩV4,5,Ⅰ7,Ⅰ8

陳明達

｢四川巴中退江南恢石活介紹｣ ⅩvI9

｢敦怪石清勘案報昔｣ ⅩV4'5

銀河 16

鏡河墾 ⅩVIOI

鎖国寺(冨岡十寺) 113

鏡川河 ⅩviIO

鏡川壁 ⅩvtoI,ⅩVIIO



雲 岡 石 窟 索 引

ツ

ッムシュク木造坐併 Ⅹ11Ⅰ3

ツングゥス族 11iS

追加造営(石窟) Ⅹ 丁

迫刻(追加彫刻) vlli-1x2I,Ⅹ34,Ⅹ1iI8,

20,22'25'34'Ⅹ111~ⅩlV4Ⅰ

(カアルリイ) vl7

(五峯山蓮華洞) Ⅹv30

迫刻寓 (悌寵) 11139,Vlll･ix2Ⅰ,22,24,

26,28,37,38,39,40,Ⅹ139,Ⅹ11I7,Ⅰ8,

2S,29,30,4Ⅰ,Ⅹ111-Xiv7,24,41,ⅩV45,

47,AS,49,52,57,58

定棄郡(漢) i2

定妻の金陵 14

剃髪(形) vi43

に渦巻の貝殻形 をのせた頭(カトラ生

体) Ⅹii7

比丘(浮彫) 11i22,24

(マツラァ株式) ⅩilT3

帝量(北魂)

男子 V142

童子 vl】1-1Ⅹr7

老幼の別 vliトixI7

脇侍 vlil-1XT4

天衣

襟 Ⅹ130

と裳の表現 Ⅹ9

菩薩の Ⅹ8

造営(石窟) 11146,Ⅹ IO,Ⅹlli-ⅩlVI,4,9, 天主 V143

xv63,ⅩVII

造像 Ⅹi16

の力 Ⅹ111-Ⅹiv7

肩身大の石像 (帝身に擬した石像)(興安

元年) lli3,Ⅹ一I6

迫刻小寵 i28,1ilr,Z7,V111･ix35,Ⅹ33, 梯形

35,Ⅹ1124,26,27ゥⅩV93

(輩願) ⅩV24

通肩 iv3q,V31,V14I,Viii-ix8,Ⅹ4,3Ⅰ,

･19,日,Ⅰ2,20,25'Ⅹ1i25,32,XV6Ⅰ

確定俳 vI9

非シムメト.)ックな vlli･ixS,9

通肩式(形式) i22,26,1i.25,Ⅹ2Ⅰ'Ⅹ1ii-

ⅩlV39

表文 134,Ⅹii7,Ⅹ1ii･ⅩlV22,28

遠江解(四川) XvI9

通契寺ぐ匝安石窟) Ⅹiii-xiv4

通路(洞背後)一陽道

塚本善隆 Ⅹ11i-Ⅹ1V7

｢冨岡三則｣ Ⅹi12

｢支部の在家併教｣ Ⅹ1ii-Ⅹiv_(

『支那悌改変研究 北貌篇』 1112,Ⅹ37

｢沙門流曇昭 とその時代｣ Ⅹ1111Ⅹiv2

｢北魂の恰敢jj,悌囲戸｣ xlll-Ⅹ1V7

二ヒ

晩の上にたまった V3

でつ くった食物-→アシヨカ王因縁

土壁(右肩)-+泥壁

土,石塊の堆積(洞内) vS

筒瓦

乾統四年(1104)の刻字がある (洞前渡

掘) ⅩV95

(西潜寒地蓉掘) ⅩvIO2

(基上蟹掘) Xv97

角笛(fT･彫) V IZ

壷形の桂基(カァル リイ) v17

フー

テラス i25,27,33

デヴァダック(提婆達多) ⅩvS3

デデイエ (I)eydler7H.) Ⅹ116

001dribLLtl'onal'al,udedel'arld′uGan-

dh云r(‡･ Ⅹli2,5,6,8

天井(教煙) ⅩvS

にちかい同形プラン(石窟) 1i29

にちかい方形プラン(石矯) vlli･iXZⅠ

平面(石矯) Ⅹ1ii･Ⅹiv32

提婆達多-デヴァダック

提謂一斗1,ラブシャ

『提謂泣利控』 vI7,Ⅹili-Ⅹ1V5

程遠 vl13

鄭振鐸

『変積山石満』 ⅩvI5,Ⅰ6,Ⅰ7

『柄違寺石清』 ⅩvI3

部活士 vl13

泥修(泥作の重修) i16,lV2Ⅰ'V5'XIリ,

Ⅹ111-XIV ZⅠ'ⅩV45

(大俳書) ⅩvIB

泥人 lilIO

泥塑 ⅩV35

泥像(泥塑の陳) i19,Ⅰ5,16,Ⅰ8,28,ユ11

天蓋(形) il122,27,3工,32,3～,39,1V4,

5,33,VIE,23,Vi17,Vli21,23,Vill･ix

37,38,又Ⅰ4,Ⅰ5,29,又.20,25,27,玉il

32,34,39,ⅩV5Ⅰ,52,57,58,59

(ガンダァラ,中央アジア) iv4

キジイル風の lVT4

西方的在 iv4

だけの悌禽ヰ天蓋寵

天井にか 1るまるい vi38,39,40

竿固形に突出した Ⅹ1i32

(和平71:年俸銅板) lV14,ⅩiI7

天蓋寵 i1122,24,25,37,ivI,2,33,Vii

25,34,Vlli･ix26,34,Ⅹ120,24,26,ⅩV

43,44,47,48,49,5I,52,53,59,64

(義解) Ⅹv34

内部に楯扶寵をもった Ⅹ124

(巳中甫寵LTl) ⅩVI9

(変横山) ⅩvI6

天蓋飾(天葛装飾) liI3,Ⅰ6,Ⅰ8,2Ⅰ,1V5,

Ⅹ23,33,Ⅹ121,24,25,26,27,30,3Ⅰ,34,

36,40,Ⅹ111･ⅩlV32,42,XV44,49,53,6Ⅰ

天蓋的三角垂飾 iv22,VI9,Vli26

天官(浮彫) i13,3I,Vi27,4Ⅰ,43,Ⅹi36

天興元年(398)興隣の詔 Ⅹ114

IO,Ⅰ7ゥ18,25'27ゥ29'Vli28,29,Ⅹ18, 天LU vi
天師道場(北貌平城) 】112

天竺 Ⅹ13

難頭摩寺 Ⅹ1i64

沙門 Ⅹ1ii-Ⅹiv4

天井(右肩)

図形の枠 Ⅹ26

祈 りあげの一十折 りあけ天井

折 りあげ部 vlll-ix32

ぎはのガァランド i38

交龍 vili･lX38

格間+格間

構成 vi136

紳像 11128,39,Vi40,Vlil-1Ⅹ19

装飾(意匠) 1V4,Ⅹ1127

長押-なげし

のな1.1前室 V5

飛天

(下花園) Ⅹv34

(青許可) Ⅹ IO

I9,Xl15

(中国石矯) ⅩV35

泥壁(土壁) il125,ivI7,18,vi2Ⅰ,Vil

I7,26,27,28,vill-ix34,35,Ⅹ15'Ⅰ6,

Ⅰ7,IS

覆玄題 ⅩV9

歳釘(西部姦上聾掘) ⅩV97

餓甲札(龍神廓蓉掘) Xv98

銑香臆 112

鏡小刀子(西部基上蟹掘) ⅩV97

銭製品(西部蛋上蓉掘) xv97

裁風鐸(育巨紳廟馨掘) Ⅹvq8

線鎗(龍神廟蓉掘) ⅩV98

天(天人) V111-ixI5,17

契人 vl43

挽坐俊一→脆坐天人

供養者 ivI7,V9,Vlll-1XLLO

株女 v143

讃仲者 vlli･1ⅩⅠ7
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覆斗形の

(中国石環) ⅩV37

(天龍ILJ) ⅩV27

(%鮭) xv5

年頂の 1129,Ⅹ34'39,ⅩVS

二平面(楕囲形の) Ⅹ11i･ⅩlV2Ⅰ

天声沖 V143

天水燥 Ⅹv15

7;** 14,li6

天鎖 12,i14

天聴 Ⅹ111-Ⅹ1V5

天梯山 ⅩⅤⅠⅠ

天梯山石窟 ⅩV3,Ⅰ卜I3,35

前廊 ⅩV25

第十八洞 Ⅹv27

第二十一,第二十二洞 ⅩV27

東魂窟 ⅩV 29,37

唐代石窟の室珠形頭光 Ⅹ9

唐代像 Ⅹv30

猫特の様相 ⅩV27

方柱 Ⅹv24

北鎌塙 ⅩV37

北奔清 ⅩV29

列柱と洞外拭額 ⅩV37

暴挙 Ⅹ1Ⅰ

展子鹿 V113

正統十三年(1448)重修涼州贋善寺碑銘 持輪聖壬 Ⅵ 45

XVII

第-洞 ⅩvH

第-,第四洞塔廟清 ⅩV37

第二,第三洞 ⅩⅤ13

第四,第七洞 ⅩⅤⅠⅠ

第八洞 Ⅹv II,36

第九洞 ⅩⅤⅠ3

天徳軍 116

天女華莞供養因緑 V135,44,∑ill-XIV5

天女本以熱性供養生天縁 vilZⅠ'35

天人-ナ天

天の構造 (浮彫) v128

『天比瞭』 vl15

天復三年(903)紀年銘 (敦坦) Ⅹv9

天平三年(536)鏡 Ⅹ17

天保二年(551)碑倣(龍門) Ⅹ5

天空七歳(748)追懐記(教蛙) ⅩV9

天蜜八歳 (749)造像記 (敦煙) Ⅹv9

天蜜十五歳(756)造像記(虞元千併巌)

Ⅰ9

天武十四年(686)長谷寺銅版 vlii-Ⅸ 3

天龍山 vlil-1Ⅹ37,Ⅹ9

天龍山石環 ⅩV3･25,35,36,37

障環 Xv29

晴の右隣 i34

第一洞 ⅩV25'29

第二洞の天井飛天 Ⅹ ⅠⅠ

第二,第三洞 ⅩV36

-蟹洞 ⅩV27

本聾の衣裳 Ⅹ5

脇侍の天衣 Ⅹ8

第四丁第六洞 ⅩV27

第八開(環) 134,ⅩV25,29136

塔廟璃 ⅩV37

第九,第十洞 Xv29

第十洞 ⅩV.25,29,36

第十四洞 Ⅹv27

第十四,第十七洞 ⅩV36

第十六洞 xv25,29,36

田相の(倍)衣 V158,vli44

円文虎 viil･ix45

妻周東 vlll･lX45

侍所無窮の文字瓦督

(西冊凹rV.土) ⅩV98

(西梁出｣二) ⅩV IOI

(嘉上,W.土) ⅩV97,98

(白悌重出土) ⅩviI2

俸統 Ⅹ4

文化 Ⅹ IO

俸銃的

運動性の表=呪 Ⅹ 工0

獅子 Ⅴ Ⅰ2

俳優様式 Ⅹ1Ⅰ8

文化 XliI5

俸道倍 (北貌) Ⅹ12

俸洪法師二十四人像(賓山) Ⅹv27

ⅩⅤ ト

トウシタ(兜奉天) i13･Vl17,Vill-ix2,

ⅠⅠ'13

トウルフアン V13

トヨタ･マザァル第六 寺隠道 の マニ聾 珠

Ⅹ1149

トラプシャ(提謂) 11i24･lV23,ⅤⅠ6,Ⅹi

31,Ⅹlii-Ⅹiv5

とバ 1)カの二商主厭蜜･→二商主猷蟹

トレンチ(洞前蓉掘) V5

ドゥム状の天井 (等蔭天井) 1i29,Ⅹ42,

ⅩV43

(王家畠) ⅩⅤ18

(キジィル) V15

(西浮華石清) ⅩV6Ⅰ

(バァミヤァン) viS

ドククルーイ･ノォシル ヴァン石講堂墨 1

19

とがった払げ(浮彫) il123
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とが り帽(とがった頭布)(浮彫) lli23,lV

∴ミ

をつけた俗人(供養者) ⅤⅠ6

斗扶 (浮彫) 11i25,VII5

既形 iI9,32,Vilト1Ⅹ32

斗帳 1Ⅰ7
外相太治郎 『天龍山石窟』 Ⅹ8

吐蕃 (チベット) ⅩV36

枚陵(漢宜帝陵) ills

都維郡 Ⅹ111･Ⅹiv IO

｢都蓋匠作自般曜｣供養記 (安西葛飾峡)

ⅩⅤ ⅠⅠ

塗金 Ⅹ19,15

銅像 Ⅹ12

併像 Ⅹ12

土器(八蘇木地) XVIO3

土器片

(洞前蓉鰯) vli62

利朋の庖丁(八森木地) ⅩⅤ工03

土砂の堆積 (洞内) Ⅹi23

士城(蔓上) ⅩV97,101

｣二梨

腕環(八蘇木地) XvIO3

紡革(八蘇木地) ⅩVIO3

度量衡統一-(北魂) ill6

冬穿地帯 lI

付利天 vl1111ⅩⅠ4

任委量 114,9

東魂清

(天青引il) Ⅹ5,ⅩV27,37

(龍洞寺青色洞) ⅩV3Ⅰ

悌像のかけも Ⅹ8

束魂,晴の造依託 (育巨洞寺龍洞) ⅩV3Ⅰ

東西二枚門(北魂平城) i8

束縛萱(石悌寄) 1i32

東方賓威徳上休園 vili-1XT2

東門を出て老人にあふ(浮彫)lli25

東陽∃二元太祭 ⅩV5

磨(唐代)

以後の摩崖俳 ⅩⅤ Ⅰ

貨幣 (鏡) iv6,Ⅹ118

墓の系統 vilヰ

寵 (虞元千沸巌) ⅩV王9

最大の像(龍門) Ⅹv24

作(刻)

(五峯山善華洞) Xv30

(神速寺千併監) Ⅹv33

(青銅山大悌洞) Xv3Ⅰ

(通江千沸起) ⅩV工9

石窟 (環)

造営 ⅩV36

(舵山) ⅩV33

(中国) ⅩV38



雲間石 窟 索 引

(天龍山) Ⅹv27

(柄盛寺) ⅩvI3

塑像(教壇) ⅩVIO

主聖像 Ⅹv38

(柄震寺) ⅩⅤⅠ5

大同 1i7

時邑(朝原) i17

壁書 Ⅹ1114

柱式(形式) vli3,ⅩV39

唐,五代,末初の修理(敦坦西千燐洞) ⅩV

I(⊃

唐逮潰 ⅩⅤⅠ3

唐宋か ら元明の補修(変横山) Ⅹvl7

『唐朝名登録』 vii3

唐末,五代の

大同 iIO

描法 vi14

席末の壁塞 vli4

居島の刻経記(響堂山) ⅩV30

『桃華童古鏡固録』 ivII

陶器の限一票粕陶器の玉眼

陶誰 Ⅹ12

『陶斎戒右記』 Ⅹ113

陶磁器(石射 て摸して尊兄された)vli67

陶磁片(洞蹄費振) vli59

陶製の蜜冠(洞前蟹掘) Ⅹv9Ⅰ

湯井 i6

塔形(浮彫) i29,30,ii2,日,Ⅰ4,28,lli

13-,V7732,Xi20,Ⅹ11i･Ⅹiv17

をさもへ る童 子 vlil-1ⅩⅠ7

(敦蛭西千俳洞) Ⅹv37

(バァミヤァン) VIO

北親の Ⅹv37

董謂 V113

董欝 ⅩⅠ

萱碗 Ⅹ112

等身大の像(ラワク) xi18

統一的設計(壁面) lli37

肯初の

計婁 x1119,23'24'29ゥ3°

作 ⅩliI7

瞳英菩薩 vii7

踏茸河 ⅩVIO

頭光 11123,Ⅹi136,xlli-XIV24,28,34,36,

37

周囲 Ⅹlil-XlV36

(元嘉十四年金銅悌) ⅩiI3

(奈良願新山古墳出土鏡) Ⅹi4

(長野願青巨丘柑出土鏡) Ⅹi5

年パルメットの Ⅹ1i54

年パルメットの外線 と蓮華文の ある

11123

(平野苗陶軒戒金銅悌) Ⅹ19
賛珠形の i=S,Ⅹ9,2Ⅰ,26,27,28,30,

Ⅹli36,Ⅹ11i･Ⅹ1V28

頭髪(燐像)

がほとんどない沸像 Ⅹ1113

波状の･→波状頭髪

をあらはす測線(藤水氏嘗戒金銅伸)

Ⅹ11'ⅠⅠ

塔柱(方柱)(丸彫) iII,Ⅰ3,Ⅰ5,I6,I8, 頭布→頭巾

･9ゥ22･28,29,lli22,27ヶ28,29,31,32ゥ

37,39,Vlll･ix2Ⅰ,26,30,37,Ⅹ3Ⅰ,33,34,

ⅩV58

塔洞-塔廟碍

塔婆 vlIO

塔婆的意味の営造(第六洞丘上).i9

堵廟(チャイティヤ) its,28,29

頭部 の表現 (初期 ガンダァラ,マツラァ

波) Ⅹ117

貰河 ⅩV IO

藤凡(篠の椅子,藤塵,竹凡)(形) 】20,liュ

24,lV20,29･VIO,Ⅰ5,2Ⅰ,34,ViI7'38,

vli27,Ⅹ1129,36

同心園の瓦普(北開遺跡) Ⅹvi8

洞外の

]共頗(中国石窟) Ⅹv37

窟寵-外壁満寵

建築物･→洞前併閣

装飾(中国石屈) Ⅹv37

洞窟間の壁の薄さ Ⅹ11i･Ⅹiv25

洞 ｡装飾 -V4,ⅩV49

小屋 ぐみ破風 をかたどった (バラァパ

ル) YlIZ

洞前聾据(前庭費掘) iI3,VS,ViI3,Vli

12,57,Vlll-ix3Ⅰ

切石 vl162

乾溌四年(1104)筒瓦 ⅩV95

噂床 i, 9,ViI6,vilI5,63

噂づみ vl162,63

#E vii63

土器 vllf)2

陶磁片 vi.59

陶製蜜冠 Ⅹv91

燐寵 vi11-ix85

崩壊した遺築の噂 V5

洞前休閑(建造物,建築物) iII,ii2,3,

4,5,9,1V18,38,V6,39,40,Vi工3,Vii

H,37,42,67

(賓山) Ⅹv27

洞名 jiS

動物文枝 lV7,10,Ⅰ4

堂字の修理(右肺寺) li5

童子(重子形) vI5,2Ⅰ,Vl26,42,43,48,

50,Vl12r,22,26,33,34,Vlll-ix20,Ⅹ

T3,21,25,Ⅹill･Ⅹiv17

(-)I:募二十五年石悌基底) Ⅹ113

童子寺(雲岡十寺) li3

這EE xvI9

道教 1112

石肩 ⅩvI

方形U)(キジイル,ガンダァラ,マツラ 道弘 Xv9

(インド第二期ゲイ-アラ洞) V19 ア) V34

(中国石窟) ⅩV37 篠凡や うの柱 iv22,VI5'23'32'34

塔牌筒(チャイティヤ洞,塔柱筒,塔洞) 1 藤製 らしい椅子(浮彫) Ⅹiil-Ⅹiv25

Ⅰ5,26,28,29,11137,Vi2'H'137Vill一 重窒文(殿周銅器) lVI3

1x2Ⅰ,37,ⅩV65,ⅩV15

(イン ド) vi7-10,Vli37

(カイル1)) vl7,H,48

(王陸官) Ⅹvl7,37

(義儲幕僚堂) ⅩV34,37

(響堂山) ⅩV23,29

(中国) i29,XV37

(天梯山) ⅩⅤH,37

(天龍山) Ⅹv25,37

俸統 YlIO

(敦燥) YllO,ⅠⅠ,ⅩV23,37

同一工人の作 V.50

同一像の反復 vi.6

同形同大の悌寵 1V20

同治五年 (1866)修玉皇廟記(玉皇国) ll

金石錬30

同冶八年(1869)任侍通菩造兜錯記 (石僻

寺) il金 石錬 28

同治十二年 (1873)重修廟芋碑記 115,.i

金石鍍 22,23'11115

同治十二年(1873)｢石俳古寺｣屍蘇 11I

同升寺(雲間十寺) 113

56

道士 1114

道人統 1114,Ⅹili-ⅩlV3,4

主監世 ⅩvI3

道立 1i7,VI7,Ⅹ13,Ⅹ1il-Xiv4,ⅩV II

道武帝(太祖,タクバツ珪)(北観) i4,8,

lil7,4,6,9,46,Ⅹi14,Ⅹ1'1-ⅩlVI,2

造武帝 以下五帝のための揮迦立像五骨豊

Ⅹ116,Ⅹ111-Ⅹiv2

銅人 -1iIO

銅像 liilO

銅戟(浮彫) iv22,VIE

銅板 Ⅹ1Ⅰ7

天武十四年(686)長谷寺の viil-ix3

和平元年(460)三尊俳の ⅩiI7

銅製 Ⅹi2



導師 vl11･1ⅩⅠ8,Ⅹ111-Xiv4

導体洞(第十五洞) 115

常盤大足,関野貞 『支部沸教史蹟』

雀- Ⅹ8,ⅩV30,31

名二 130,34,VI,4Ⅰ,Ⅹ5,Ⅹi43,ⅩV

24,78

省三 Ⅹ5,9,ⅩVI,25,27

番四 Ⅹv33

特別ぐ障殊)な

形式の柘挟額 Ⅹiz8

事情(第十六洞) Ⅹi44

前宝(第七洞) lV38

衆帯の衣文 vIZ

篤信者の寄進(俳鳥) x40

濁自性(工人) V26

猫白の造形的観念 vl53

硝石 口 iI

猫尊の菩薩立像 vl11-ix10
猫特な

中国風の表現 (中国併像) Ⅹi8

仏だ(浮彫) vlii-ix39

靖歩の吟(浮彫) lii32

嘱牒(浮彫) vlI7

鰐腰仙(儀髄要 りのバラモン)

因縁 vl44･Vlii-ix40

封問の光景 il145

に関する悌 vlil･lX34

飛びあがった飛天 Ⅹli24

虎(浮彫)

扶端の lI6,1VII,Vi45

(奈良僻新 山古墳 出土鏡) Ⅹ14

磨(丸彫)

(カァル1)イ柱頭) V17

(同党) ivy

鳥-鳥形

鳥店龍赦 ｢下花園之北銀石碍｣ ⅩV34

屯田策(北醜) 1ilII

敦坦 ir,29,30,ivz,vlI,Ⅹli2,ⅩV4

,%公署 ⅩV4

鳴沙山の千俳洞一十敦燈石窟

教壇石窟(敦燥千沸洞) ivIO,ViI,2,3,

9,Vl15,Vlll･1x2,Ⅹ13,Xii2,ⅩV3'410'

35,35

折 りあげ天井 V146

ガンダァラの影響 1V2

騎象普賢菩薩と騎馬太子 Ⅹv48,78

元霜 ⅩvS

五代清 ⅩV5

叉手またのや うになった衣文 ⅩiIS

西城墨風の壁壷 vii5

三角持造 り天井 V146

時代不詳の清 吉vS

初唐窟 Xv9

清筒 Ⅹvs

隔矯 ⅩV5,9

盛唐清 ⅩvS,9

塑像 Ⅹ1Ⅰ3,ⅩV4,5,9,IO,38

栄,西夏活 ⅩV与

草創の石筒 Ⅹv5

創建 Ⅹv4

に封する二つの説 vlI

第6洞 ⅩV36

第1即司 ⅩV9

第16洞 ⅩV9,36

倍坐大俳 ⅩV9

成通七年(866)重修記 ⅩV9

第17hユS洞 ⅩV9

第17】3,第135洞,降魔圃 vl14

第19hlS洞 ⅩV36

第26洞 ⅩV36

第28洞 ⅩV9

欝歳三年(697)造後記 Ⅹv9

第41洞 Xv9

天資七年(748)造倣記 ⅩV9

第50洞,成通十三年 (872)題記 ⅩV9

第50A洞 Ⅹv36

第5]C洞 ⅩV36

天複三年 (903)題記 ⅩV9

第63洞 xv9

第64洞 Xv9

貞鶴十六年(642)零玄遠さ豊像記 ⅩV9

貞翫十六年(642)道弘達像記 ⅩV9

第66洞 ⅩV5

第66A洞 Ⅹv5

第67洞 Ⅹv9

第69洞 i30,ⅩV9

第77,第144洞,普賢騎象と鯨馬太子 Ⅹv

78

第78洞 ⅩV9

大体坐像 Ⅹv9

第90C洞 ⅩvS

元嘉二年(425)題記 Ⅹv5

第95洞 xv9

第97A洞 Ⅹv9

第99洞 ⅩV36

第101洞 v12,ⅩV5,9

第101A洞 vi2,ⅩVS

第102洞,第117洞,第146洞,飾停 vli4

第1O3洞 130,V12,ⅩV5

第105洞 ⅩV5,9

第110洞 viZ,ⅩV5

第111洞 V12,Vl11･ix2,ⅩV5

第111A洞 130･VII

第116洞 Ⅹvq

第117王)lS洞

魂の俳寵,塑像,壁墨 xv5

57

索 引 トー ト

末代壁墓 ⅩvS

第118J洞 Xv5

第118M洞 Xv5,9

第120洞 vl2'ⅩV9

貞観二十二年 (648)題記 ⅩV9

第120B洞 Ⅹv5

第120D洞 Ⅹv9

天安八載(74-9)辻像記 ⅩV9

第120L洞 ⅩV5

第120N洞 vi2,XV5,9,10

大洗四,五年 (538-9)造像記 ⅩV5

バ ラモン vlli-1X63

北魂式壁蓋 x23

第120P洞 Ⅹv9

第120S洞 XvS

第120Z洞 ⅩV36

第121洞 130,ⅩVS,9

正光□年 (520-4)造燥記 Xv9

第123洞 Ⅹv37

第126洞 Ⅹv37

第126B洞 v12

第126B,第135洞,提盤固 vl4

第129洞 vIZ

第130洞 ⅩV36

第 (132)洞 ⅩV9

第133D洞 Ⅹv5

第135洞 V]2,ⅩV59

前壁,本生国 .40

第136洞 ⅩV9,36,37

第136E洞 Ⅹv36

第136N洞 ⅩV3Fr

第137A洞 130,ⅩV9,36,37

閃皇四年 (586)造像記 ⅩV9

第137D洞 Ⅹv q,36,37

閑皇五年 (587)造後記 Ⅹv9

第144B洞 ⅩV9

第146洞 Ⅹv4

第149洞 Ⅹv9

垂扶二年(686)う豊像記 ⅩV9

聖暦□年 (688-9)造像記 ⅩV9

第155洞 ⅩV36

第156洞 Ⅹv9

上元二年(761)題記 ⅩV9

第160G洞 Ⅹv9

第163洞 Ⅹv36

第165洞 Xv9

第166B洞 ⅩV36

第167洞 ⅩⅤ9

第(286)洞 ⅩV9

第(357)洞 Ⅹv9

柱頭 v33

と以東の石錨との相違 vi3

東銀希 xv37



雲 岡石 窟索 引

唐筒 ⅩvS,9,37
塔廟窟(チャイティヤ洞,塔柱苛,方柱肩)

ⅥⅠⅠ'ⅩV23'37

倍統 vHO

パルコこイ(壁蓋) 1142

披状文と異式環つなぎ文 lVIO

費且の

絹の幡 vi12

絹本の鎗 vl12

晩唐宿 ⅩV9

晩唐五代矯 Xv5

二つの部分か らなる天井 vi2

梯寵列 ⅩV23

壁墨 vl13,ⅩV4,5,10,38

株式 ⅩY Il
編年 ⅩV5

法良窟 Ⅹv5

北醜窟 (魂窟) V32,ⅩV5,9,37,38

柱頭飾 v32

俸統 ⅩvZ7

塔廟清 Ⅹv37

特色 Ⅵ 2

北朝笥 ⅩV 5

構造 ⅩvS

発憤窟 ⅩV5

敦燈千悌洞-敦燈石窟

｢敦燈千併洞各豪編牧野照表｣ ⅩV4

敦燈西千体洞 ⅩV3,工0,35,36

第五洞,沸弟子曇戒造像記 ⅩvIO

第六洞,如意元年(692)朱書 ⅩvIO

第九洞,本生国 ⅩVIO

北規の塔廟肩 Ⅹv37

敦燥文物研究所 Ⅹv4

敬嘉 i13,XVIOI

曇果 vl】Ⅰ,Ⅹ12

曇弘 ⅩⅤⅠ5

曇秀 vu111Ⅹ49

曇許 1-15

曇靖 ⅤⅠ7

曇減 XVIO

長無讃 il12,ViiI,ⅩilI

曇曜 i4,ll,･17,1111,7,10,VI7,VII7,

25,44,45･VliI8738,vlli･1Ⅹ2,Ⅹ1Ⅰ6,43,

Ⅹ1141,Ⅹ111-XrVI,2-3,4,5･6,7,8,9,10,

Ⅰ7'42

死 Ⅹ111-ⅩivIO

石環造督-の閲輿 V138

奏請(石窟造瞥) 111I,Ⅹ114Ⅰ,ⅩViI

最初の五窟 Ⅹ1111Ⅹiv42

造渚(石窟開馨) ll7,Ⅹ111-Ⅹiv5

と冨岡石窟 Ⅹ111･ⅩivI-ⅠⅠ

課業 Ⅹ111･ⅩlV6

曇曜五清一真岡第十六一第二十洞

ナ

ナァガーナ龍

ナァシタ

グィ-アラ洞 vi9

第3,第8洞 V18

チャイティヤ洞 vlア

ナイランジャナ(県連河,厄連稽河)vlll･ix

6Ⅰ,Ⅹv84

ナクシ･イールスタムの摩崖 viII

ナラヤァナ(邦題延)紳 ⅩV29

(寛山) ⅩⅤ17

ナンダ(難陀) vlll･lX3,ⅩV53

恵がい柄の蓋(浮彫) Ⅹ 22

ながい布Ji(浮彫寅冠) vllトixII

73:げし(長押) i27,ii127,lV3Ⅰ,V2Ⅰ,Vi

39,Vl132,Vlli-1Ⅹ36,Ⅹ24,Ⅹiii-Ⅹiv37

(主家港) ⅩvI8

な しめの演(外壁) vli31,又ill-X]VT3

郡菓阿修魔王 vlli-ixI9

郡糎豆嘱阿修羅壬 viii-1ⅩⅠ9

那,#延紳-ナラヤァナ紳

奈良懸新LL｢古墳出土市中獣鏡 Ⅹi4

奈良時代の寺院 i33

内炎(浮彫) vlli-1Ⅹ9

苛(紐)lil7,20,29,11122,32,ⅩI5,26,

28,Ⅹ132,38,40,41

割線のひだ Ⅹ111･ⅩlV32

線の唐草文枝帯 vll1-ix9

ゑ り Ⅹ1111ⅩlVZI'25'32

内陣

(インド石清) V19

(カァルl)イ石窟) vi7

(シルカップD寺院) vlIO

内帯(光背) iv5

内長城 ll

内庭(サァンチイ) viIO

内陸遊牧地帯 lI

長靴(浮彫) li1 7,1V20

長野解龍丘柑出土神獣鏡 Ⅹi5,6

長虞故紙 y I

｢雲間石宿に於ける併像の服制につい

て｣ 128･46,iliI3,V37,Ⅹ2

『大同石体重術静』 lV4,V111-ix3

『飛天の蓉術』 .52,Ⅹ9,ⅠⅠ

長庚敏雄,水野清一

『響堂山石窟』 i50･i134,4Ⅰ,VT,Vi

I5,56,vlll-1Ⅹ3,46,Ⅹ5,ⅠⅠ,ⅩV86

『龍門石窟の研究』 145,52,114Ⅰ,VI,

32,46,viI5,56,vl152,Vlll･ix5,10,

24,86

七つの相輪(浮彫) i2Ⅰ

斜蓮華文(な しめ上か らみた蓮華文) iv

8,29,V21,24,34

縄目のある噂(西部壷上) Xv97

南京 111Ⅰ

建初寺 Ⅹ13

棲霞山の千悌巌 ⅩⅤ Ⅰ

への劉孝棟の亡命 Ⅹiii-xivIO

甫湖店の三石環 ⅩYTO

南郊(北魂平城) iS

南石窟寺之砕(王家港) ⅩvI8

#* " 4,rT

責族の風 Ⅹ113

最古の併 ⅩiIZ

石梯 Ⅹ113

特有の面貌 ⅩiI2

怖像 XiI2

陵墓の獅子 lVII

南方親征 (北貌) ⅩⅠ

南北朝

俳優 ⅩⅤⅠ

墓室に怠ける繰刻董像 iv4T

様式(槍墓) vl14

南門をでて病人にあふ(1寧彫) iii25

ニグロダ(尼拘屡) vi143

ニヤ緊藩主山水彫の正蓮華文 V 8･34

ニヤ療寺 vl3

二重の

須弓爾座(浮彫) VIS,Ⅰ6

壷屋(安座)(浮彫) VIS,Ⅰ9

楯秩 Ⅹ39

蓮華(浮彫) 112Ⅰ

二商主 (トラプシャ,バ リカ)敵蜜 (率蜜)

il145,iv23,37,38,vI7,Ⅰ9,29,Vl17,

8,vlll･ix34,40,Ⅹ11トⅩlV5

二段の列孔(ふきはなし前室壁面) V 5

二等達三角形に払ろがった衣 (浮彫) ll

29

二梯並坐寓,交脚菩薩露,坐憐寵を組みあ

はせた三寵形式 Ⅹ24

二怖並坐晩 vl】HXl,2,3

(龍門) ⅩV23

二龍壬 vlllllX3

尼乾子(二ルグランタブゥトラ)投火因縁

(外道厄乾千国練) V.32,44,Ⅹ111･ⅩlV5

尼寺(石俳寺) 1.7

18･Ⅹ2,3,4,5,8･9,10,23,26,28,37, 尼泣慈洛造像記 (第二十二洞前断石)

38,48,Ⅹi8･70,Ⅹili･ⅩlV7,ⅩVI5,Ⅰ6,20, 金石錬5,Ⅹ1111Ⅹ1V37

く8



尼道法造操記 (第二十二洞前断石) li金 等党首(北貌平城) i8

石鉄 5,ⅩV72 捻手形 V28

尼建碓河-ナイランジァナ vlli-1 粘｣∵質の犀(洞前蟹掘) ⅩV93

肉撃 vlii-1二g9,ⅩiI6

肉警(形) iv39,40,VIS,16,17,Vi25,

36,42,VllI9,Ⅹ27,29,30

(ウインスロウプ氏妻硬金銅俳) xill

(越職責悌陳) Ⅹi42

(建武四年金銅俳) Ⅹ19

(元嘉十四年金銅悌) ⅩiI2

(元嘉二十八年金銅悌) Ⅹ113

(除光二年金銅俳) ⅩilO

頂上の方孔 (ウインス.,ウプ氏戒金銅

併) ⅩlII

(奈良願新Ll卜占項出土鏡) Ⅹ14

(藤木氏癌金銅併) ⅩiII

(ボストン美術館病変鳳鎧) Ⅹi7

肉腫のや うなもの(浮彫) Ⅹ1i37

肉鰐の力をもって奉仕する紳 V143

内省豊のモデ1)ンクを重んする様式 1V40

日月(浮彫) vilI7,Vlユ1･1ⅩⅠ9

如意(浮彫) vlll･1Ⅹ12

燃燈供養 vl14Ⅰ

炊煙沸(定光怖) vill･ix2

ノ

のは り零(西漂肇) Ⅹv IOI

能仁寺(冨岡十寺) li3

網妃(浮彫) vl17

農民(農耕凪 農夫) 1i15,8,9,ⅠⅠ

節(浮彫) il137,ViI8,25,3Ⅰ,35,37,Ⅹ

Ⅰ5'25

軒かざ り(木造式) 】1137

軒瓦(東部基上聾掘) Ⅹv98

軒組(浮彫) lI9,20,22,23,25,V.47,48,

ⅩV55,58

(響堂山) ⅩV29

(天育琶山) ⅩV25

軒I* の三つ斗(洞前建築) viiII

軒たるき(浮彫) ii128

｢如意元年 (692)五月六｣の朱書 (敦煙西 軒千瓦→平瓦

千馴 p-I) ⅩvIO 聖あと(下花園) ⅩV33
如意輪像の寵(巴中甫寵山) ⅩvI9

綾道 1i27,1i137,Vユ5,6,Ⅰ3,3T,53,vi1 ハ

37,38,Ⅹ1i8,Ⅹ11i･Ⅹ1V34

の儀(供暴 風) vi5,30,46,vii25,37, ハイバァク石清 vlS

38,ⅩV29

の三豊(ラワク塔婆) ⅩliS

鏡(浮彫) vl57

任丘村人稚氏造像記 (太平展君四年金銅

俸) ⅩiI5

ヌ

布をまいたやう在柱頭 (浮彫) vlll-ix35

ネ

ネプチュウンの三叉矛 Ⅹii12

ノ､ッダ Ⅹil()

唐草波状文 iv9

寵内外の供養者,生鮮 iv6

塑像 xii4,9,13

鳥形 vlil-1X58

塔 iv4

ノヾァグ右肩

ヴィ-アラ洞 vl9

第2,第4=洞 vl9

バァジェス(Burgess,J),ReportoniJLeBud･

dhwiCaw T6mPteB･Vi7,9

バァジェス (BllrgeSS,J･),フアアガッスン

(Fergusson,J･),T/teCaveTelnPlesof

Zndia･lV2,V17,8,9,10,12

浬磐(鐸迦入滅) 1ii39,ViiI,5,7,8,9 バァジァ石窟

浬輿後の串蹟(キジィル壁書) vi14 ヴィ-アラ洞 V18

浬盤国 文V53,55 第十一,第十三洞 vi8

(キジイル) 114 チャイティヤ洞 vi7

(王母宮) Ⅹv17 バァミヤァン,インドか らの直接影響

(中国石窟) vl15 vlI2

浬奨像 バァミヤァン石塔 vi5,9

(教煙) Ⅹv9 A肩院 v3Ⅰ

(敦煙西千併洞) XvIO カクラク八角洞 V 32

(柄霧寺) ⅩvI3 焚天列 vIS

浬襲撃(浬襲撃相) vli3 五十三メ- トル大悌洞
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側壁壁墓 ⅩiiI4

天井の菩薩 vili･1ⅩⅠⅠ

五十三 メ- トル大体隣接洞 Ⅹii9

坐像筒(坐債環) vl3Ⅰ

陳道(洞背筏) viS

天井の交脚菩薩 vl11･1Ⅹ 71

三角持送 り天井 Ⅹ46

三十五 メ- トル大俳洞 IV5,V15,Ⅹ115

影響 Ⅹ115

大体 V15,Ⅹi14

G箱 Ⅹ115

陳述(洞背後) -I27,V.5,3Ⅰ,46

大椀(大石不軌 大使,大立像) vi3Ⅰ,Ⅹ.

IS,Ⅹ114,8,9,10,Ⅹlli-xlV36

隠道(洞背後) V13Ⅰ,46

波状頭繋 xllIO

大燐洞(大便私 大併窟) vlI2,Ⅹii9

チャイティヤ洞の俸統 vilO

柱頭飾 v33

帳幕 V36

D窟 ⅩiiS

天井 ⅩliI3

パルコニイの突出 i142

バァルガヴァ(放伽)仙人 11150

バァルフウト

石彫 lV8

メダイヨンの浮彫 vii6

欄楯

固形飾 iv2

俳優囲 vl15

バッカスの枚 ⅩユiI2

バック(Buck,J･L.) Ⅹ1i5

LaヶldUiilizαtiolも in(諏inα.IⅠ

バッホォ7-ル (Bachhofer,i.) xii5,6

EarlyIndianSc,ulplure･Ⅹ117

バ ドワカ il158

バラァパル丘石窟群 jvI,Vi工0,日,12

バラヰン(婆羅門) iI7,ii152,ViI7,33,

48,vl14,34,ⅩV55

偶像頁 りの 11,45,VII7,44,Vlli-1Ⅹ34,

40

年蜘像 vlI7

バラモン教の精院 vIIO

バ l)刀(波利) lii24,VT7,Ⅹ132,Xili-Ⅹrv
ヽ

パルコエイ

突出(バァミヤァン) i142

(教壇) 1142

欄杵をもった(中央アジア) lV3

欄栢 iI7

バル トウ (BartholⅨ,J.)LeaFoILEillesde

HaddcBLV11illⅩ9

パァタl)プトラ(華氏城) vi66
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パァピィヤァン-魔王パァピィヤアン

バァンドレント-アン寺院 T3Ⅰ

パイクァヴァ

時代 Ⅹ115

石像 Ⅹi110

俳立像 Ⅹ1i4

光背の飛天 ⅩllIO

パイクァヴァ式光背 Ⅹ1日 Ⅰ

パ トマアヴァティ(鉢摩)国 vli42

パネル形式の俳倖 11i37,45

パ ミイル V15

パルメット il132

かざ り vi48,vli22

唐草 vi48

四出文 vi52

五大文 V152

二輪文 V152

複合唐草文 vi35

環 つ T3:ぎ文 vI4

(キジイル) iv4⊂)

パンジャブ地方 Ⅹ114

はぬかへつた末端(浮彫) vl128

巴 中

西鳥山 ⅩvI9

東筈巨山 ⅩvI9

南寵LTJ XV3,Ⅰ9

北条山 Ⅹvl9

巴 中,% ⅩvI9

羽館易 V2,ⅩV91,102

波状印文京陶洗の破片(古城村) Xv17

波欺唐草-→唐草波状文

波状頭髪 il29,Sol11122,23,28,vlli･ix

9ヮ26,Ⅹ28,29･Ⅹ14Ⅰ,

ガンダァラの Ⅹ115

ガンダァ ラ風の Ⅹ7,10

(下花園) ⅩV34

(キジイル木造沸) Ⅹ11Ⅰ4

初期ガンダァラの Ⅹ11Ⅰ3

省略形 Ⅹ11Ⅰ4

(太平暴君四年金銅併) Ⅹ1Ⅰ5

(中央アジア塑像) Ⅹ】1Ⅰ3

(バァミヤァン) Ⅹ1110

波状平瓦骨片(大同輝給水塔出土) Xv19

波状葡萄唐草文 vlil･1Ⅹ32

蚊利-バ 1)カ

破壊(触艶,破損) 112,日,20,21,22,Ill

24,25,27,28,3Ⅰ,1VI7,2Ⅰ,23,27,VIO,

ⅠⅠ,12,Ⅰ4,24,VIIS,21,28,33,36,38,

40,Vl19,Ⅰ7,18,2Ⅰ,23,26,27,28,3I,E

I3,74,17,Ⅰ8,24,25,26,27'29,357Ⅹ1

19,20122,23,27,29･30,3Ⅰ,32,34,35,

36,38,39,4Ⅰ,Ⅹ1124,25-28,29,Ⅹ111･Ⅹ1V

13,15,Ⅰ7,2Ⅰ,2S,36,37,ⅩV44'49,52'

55･58,60,6Ⅰ

(義取高併堂) ⅩV34

(葦恢) ⅩV25

(天梯山) ⅩⅤ ⅠⅠ

(敦盤) ⅩV4

破壊孔(破損した孔) Ⅹ33,Ⅹi26

破風かざり(バラァパル) vilュ,Ⅰ2

覇陵(漢文帝陵) 11i8

馬鑑,周一良 ｢山西石隣考奄記｣ XvI

馬宰 (神獣鏡薫像) lVI3

馬脊梁 16

馬蹄形の

アァチ(コングァネ) v18

大窓(カァルl)イ) vi7

平面(プラン)

(シルカップ) viIO

細長い(カァルl)イ) vl7

(青酢∃) xv23

門口(カァルl)イ) vl7

馬蹄山石清 xv II

馬邑 11,4,8,117

馬邑懸 18

馬 邑川水 18

婆薮仙-ヴァス仙人

背後の随道(通路) 127,28,1iI8,iii37ヮ

vll3,25,30,31,39,46,53･Vi125,281

37,38,Ⅹ1127'Ⅹ111-Ⅹ1V34'XV23

音字彫列像 vli37

(キジイル) 1127,V15,V15,3Ⅰ,46

計墓 vl137

(バァミヤァン) 1127,V15,3Ⅰ,46

背障(敦煙) Ⅹv9

排管(節)(浮彫) i12Ⅰ,iv22,29,VI2

排隣穀鐸(北魂) Ⅹ1i3

腰寺(中央アジア) V13

巌併(北魂) 1.1Ⅰ,3,7,Ⅹ=8,Ⅹili･Ⅹiv3,5

詔勅(令) 1112,10

廉併以前の飾像様式 ⅩiI6

負(空挺器)(浮彫) V157

白玉菩薩 ⅩlIS

白磁(前庭獲掘) vli67

自家王 vlli-Ⅸ 12

日象託胎(騎象入胎,託胎壷夢) vl18,Ⅹv

S3

日登山 1Ⅰ,2,リ

白馬カンクカー>カンタカ

白馬寺の塔 Ⅹ13

白馬と従者との別離 vli7,8

白馬別離 il.24,39･V122,Vl17,8･9,Vlil･

ixI3,ⅩV45,47

(王家港) XvI8

日廟 i4
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白併茎 ⅩvlIO,12

日悌爺(第二十洞本尊) iI3,ilS,ⅩV93

白梯 vllト1ⅩⅠ4

日楊泉 i9

日狼椎の砂丘 】8

白棒(茨考碁)(北魂平城) 18

剥落(剥離) ilI8,illI呂,V,17,Viii-1Ⅹ30,

Ⅹ24,Ⅹri17,26,27,36,又ill-ⅩlV24'25'

XV52

博山臆 vli66,vill-ix32,Ⅹ11i･ⅩlV30

漢魂の ivII

(元嘉二十五年石併壷屋) XlⅠ3

(金銅悌壷屋) 1VI4

(千野古陶軒城金銅体重座) iiHo,Ⅹi9

をさしあげた保儒 i.21

薄太后陵(漢) 1118

莫高窟(敦蛙) ⅩV4,10

変積rLE XVI5

｢変積rll勘案園工作 日記｣ ⅩvT5,T6

穿積山石窟 ⅩV3,15-17･35'36,37

最~古の

紀年文 XYlS

記録(玉堂問詰) ⅩⅤⅠ5

石彫の尊像 ⅩV38

塑像 ⅩV38

進達年代 ⅩⅤⅠ5

第1洞(浬輿洞),列柱の外壁 ⅩⅤⅠ6

第郎同(散花榛㌧上七併開) ⅩvI6,36

第5洞(牛鬼堂) ⅩV17･36

第12洞 Ⅹvl7,36

第1姉 】 XvI7'36

第30洞

四杜三間の外壁 ⅩⅤⅠ6

列柱の外壁 Ⅹvl6

第4=S洞,列柱の外壁 ⅩvI6,24

第69洞 Ⅹvl6

第100洞 Ⅹvl6

第114洞 ⅩⅤⅠ6

第115洞 ⅩⅤⅠ5･16

景明三年(502)張元伯造石室記 ⅩvIS

第126洞 ⅩvI6

第127洞 ⅩvI6

洛陽沙禰法生造禽碑 ⅩvI6

第128洞 ⅩvI6

第133洞(寓併洞) ⅩvI6

十六の碑像 Ⅹ,Ⅰ6

塑造の千沸 XvI6

第135沈像 ⅩV36

第135洞(天堂洞) ⅩⅤⅠ6

第155洞 ⅩⅤⅠ6

第169粥 ⅩV16

八角杜 Ⅹvl6

北幾筋の壁書 ⅩV38
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少しもりあがった 126

二千らな帖のある隆起した Ⅹli23

紐状の YllI3

便化した vlli･lX39

隆起線の v31

(元嘉二十五年石併壷屋) ⅩiI3

ひとがた xi3

ひれ状にひろがる天衣 iii28

日比野丈夫 vl159,67,ⅩV25,9Ⅰ,97,98

｢i即 日川の火井をたずねて｣ 16

日比野丈夫,水野清一 『山西盲蹟志』 ⅩV

25

此胎婆阜 vlll-ix2

肥姐 採 ⅩV30

非漠族的要素 V30

非シムメト1)ックな通肩 V11i-1Ⅹ8,9

非人(浮彫) viii･1Ⅹ15

非永さ豊建築的(石窟) vi47

飛行する

供養者列(浮彫) lV25

天人→飛天

童子(着筆彫) vi42

飛掬する鳥に乗った紳像 ⅩvS6

飛鳥(浮彫) vi45

を密超した扶額の上下線 V147

飛天

扶額才匡内の 1V3

(誓願) ⅩvZS

光背の lVS

天衣と裳の表現 Ⅹ9

天井の

姿勢の類型 1V34

走向の圃示 lV34,V25

走向の秩序 iv4Z

飛びあがった Ⅹ1124

波状文枝 vl43

服装 Ⅹ25

(ボストン美術館轍変鳳童窺) Ⅹ17

(苦e門) ⅩV23

列(帯) 1ii22,V133,Vlli･ix33,x28

を並べた欄間 vlil･ix32

を密接した洪額の緑 V1 47

飛凍峯右肩 ⅩⅤ Ⅰ

碑(永国堂) 19

碑石(中国) ⅩV35

表蹄の龍 v36

比丘(像) 1120,VIP,VII6,36,42,43'47'

V1128,37,Vln-1ⅩⅠ7,Ⅰ8,Ⅹ22,23,24,29,

30,4Ⅰ,Ⅹi26,36,38,39,40,XV5Ⅰ

比丘慧成造石窟石像記(龍門) Ⅹ4

比丘,比丘尼の造像供賓(龍門) ⅩV24

比丘尼の坐洩 vlii･lX IZ

美の意識(中国苗舜) iv4Ⅰ

REl沙門天像の寵(巴申南亀山) ⅩV19

,毘舎浮 vlll･ixi,2

艮紐天一十ヴィシエヌ

BE=婆P併 vl11lixI,2

長屋悌洞(第十洞) 1i5

枇舎菩薩 Yill･1Ⅹ2

批鉢碓樹 v l111ix2

枇摩質多凝阿修羅王 vlil-1Ⅹ19

琵琶(浮彫) 1V22,29,VI2,21,V128

楯扶 1V3

二重の Ⅹ39

風変 りな Ⅹ12Ⅰ

楯扶寵 ivI,3

根源 lV2

天意寵の Ⅹ124

軍部のない vZⅠ,24

楯式の棒架 vli33

肘木としての保儒 vl43

葦線の手放(中国籍墨) lV41

-組の

二ITE,-ぎ ＼ilり

石窟 (第十九,第十九A,第十九B洞)

Ⅹill-Ⅹiv42

-人の工人

によって仕上げられた寵 Ⅹ3Ⅰ

によって作 られた-封希 Ⅹill･Ⅹiv40

A,非人(浮彫) viii-ixI5

紐状の末文 Ⅹ11Ⅰ3

自重 vlli･1Ⅹ9,Ⅹ1137

(ウインスロウプ氏蔵金銅俳) Ⅹ11Ⅰ

(雲岡初期) vュil-ix8

自宅相 vlli･1Ⅹ9

7馬兜 Ⅹ111･Ⅹ1V8

鵜圃瑞

｢天水容積山石窟介紹｣ 二XVIS,Ⅰ7

｢変額山石窟大事年表｣ ⅩⅤⅠ5,Ⅰ6

7碍氏 illI2,ⅩV35

#=& 11146

病人(浮彫) lli25

平石(西部姦上) ⅩV97

年瓦(軒乎瓦)

(西滞客祉蟹掘) ⅩvIO2

(壷上蓉掘) ⅩV97,98

(龍神廟蟹掘) ⅩV93

年天井 vllI9,Vlil･ix2Ⅰ,36,37'Ⅹ22,25,

42

(響堂LLf) ⅩV29

(敦煙) ⅩvS

平野石陶軒拭金銅怖 i1110,Ⅹ18,9,10

平三つ斗(浮彫) iI9,23

貧窮者(北魂) 111Ⅰ2

懸帝(西晋) lli8
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フ

プアアガッソン(FergussoTl,J･),バァジエス

(Burgess,J･),ThecraveTemplesOfZndiα

iv2,V17,8,9,王0,12

7ウシュ(FollCher,A) i38,iii3Ⅰ,iv2,6,

7,日,V3Ⅰ,34,35,Vl15,6,7,V111lix2,

3,4,8,9,工Ⅰ,Ⅰ3,Ⅰ5,Ⅰ7

L'arlgrico･bouddhigwduaandhara.

Tomel i38,ii13Ⅰ,lV2,6,日,V3工,

34,35,44,48,V160,67,Vl15,6,5I

TomeIII iv44,52,56,7Ⅰ,Vi60,67,

vllSI,ViilllⅩ2,3,8,9,日,I3'Ⅰ5'

I7,芝il2

0,日heZconographyoftheB,udd7d s

iVaEimly.iv7

TheBeginnilもg占〆｣軌ddhistArL vill-ix

3

フォ-ル (Vogel,J･pll･)
CcuatogueoftheA,rChaeologicalMuseum

dMalhura･ Ⅹ117,12

L" a,uZpl,Lirede助 th,Lira V34,ⅩiI2,

Ⅰ7

フランス調査囲(アフガニスタン)Ⅹi14,

6

フランスの尊者 Ⅹ118

71)イズ(横苛) vli6,ⅩilIO,工2

71)イズ形式(読) vl19

本生,併棒の表硯 ⅩiiIO,12

7ンヌ(旬奴)族 1115

ブッダナンディ(浮鞄難提) 1ilIO,ⅩiI6

ブラァフマン(大死天王) 11i24,ⅩiI7

ブラフマア(驚天) vili-1Ⅹ14

ブロック式(的)

顔客や姿態 134

規格 134

プゥルナ(富那寄) vi64

因縁 V.66

プラヂャァパティ lii80

プl)イスト(Priest,A.),ChineseSc,Ldpture

intheJTJelropolilanMuseumofArl･vlil-

1X63

ふか ぐつ(嘩) vlill1ⅩⅠ8

ふきぬきの天井 lV38

ふきは患しの

石璃(バァミヤアン) viS

前室 ivI7,V126,V]i24

(カァル7)メ) vl7

(メディア人煙監基) viII

甫壁(前室) vi22

問(前室) viI5

窓(カァルl)イ) vi7



列柱 viI6,46,vli工3

不規則怒

凹凸がある床(石窟) vlii･ix2I

配置(燐寵) Ⅹ1i28,3r,Ⅹiii･Ⅹiv23

俳寵の迫刻 vili-ix40

『不遇轄法輪控』 155

不良の岩層(石窟) Ⅹv5Ⅰ

父王夫妻(シュツドグナ王夫妻) ili32

父子初見- ラァプラ封面

父子面談(シュツドグナ王と太子) vii7

『付法織因縁侍』 Ⅹiil-Ⅹiv5

番五 V144,65

巻六 vlI7,44,66,Ⅹlil･Ⅹ1V4

布畠(布片)をかぶせたやうな柱頭(敦燥)

V32'33

布蒙因縁の定光隣 Ⅹ111-Ⅹiv28

布髪供養する儒童 112工

府戸(北貌) 111Ⅰ2

荷竪 1116

僻手形 V28,vlll･1Ⅹ75

倍耕(運雑文) V149

浮悔妹提-ナフッダナンデイ

浮屠 1VI3,Ⅹ1Ⅰ,3
浮唐弼

フ恒帝の Ⅹ12

窄融の Ⅹ12

楚壬英の ⅩiI

浮蘭(悌困) x13

形像(北魂) -112

四十二所(育) Ⅹv20

浮園の敦 1114

病女厭欲出家練 vl128,35

病人像 Ⅹ IO

婦人の合掌行列(元嘉二十五年石沸茎鷹)

ⅩlI3

『普賢行願南』(チベット文) ii4

普資菩薩 i121,Vュil-1ⅩⅠ2,Ⅹ32,ⅩVSI

｢普賢菩薩勤聾品｣ Ⅹ33

普賢菩薩洞(第十七洞) il5

普賢菩薩洞(第十八洞) i15

普光如爽 vlll･]'Ⅹ62

普遍的な形式の複合寵 Ⅹiil-Xiv22

普明 vlll11Ⅹ49

『普曜経』 vliI,5,5Ⅰ,Vll】-ixI3,Ⅹ11】-Ⅹiv

I7

省八 1V55,56,vilAI,Ⅹjli-ⅩlV5Ⅰ

*+ 145

審二十二 Ⅴ17

武安恢 ⅩV29

武威願 ⅩvII

武威姑威 Ⅹlli-Ⅹ1V3

武氏7両(武氏石室)

墓象 Ⅹ17

而司堂iE面 vi46

獅子 -VII

恢幕 V36

武州厩 16

武州塞 14,6,111I,Ⅹ116,Ⅹiil-ⅩivI,4,

ⅩVIOZ

五石箱 ⅩlT6

閉篭 Ⅹ111-XIV4

武州塞 口 16

武州塞水 16･8

武州山(武周山) i2,V38,Ⅹ11トⅩiv工

石窟寺 V38,Ⅹ111-Ⅹ.V9

行事 (駄文帝) v38

行幸 (孝文帝) 1130,Ⅹ111･ⅩlV9,ⅩVII

武州川(武潤川) i3,4,6,ⅠⅠ,131115'ⅩV

60,6I

武州川水 16

武周山一+武州山

武潤川-武州川

武周李君修功徳記碑 (敦煙) ⅩT4

武柊(浮彫) X IO

武人像 vI9,V139,Vi126,Ⅹli9

武神懐(武装神像) ilI5,20,lii27,V IO,

21,V143,48

武装

神像一･武神像

天人 vl45

門扉申 V12Ⅰ

武定四年 (54弓)道膚法師石碑 (室山) ⅩV

27

武帝(漢) 11,Ⅹill-Ⅹ1VI

葡萄唐草文(波妖 の) vlll･lX52

葡萄の葉の側面形 (-ツダの牛パルメッ

ト) lV9

舞踊形の天人 1V22,XV12

風化 12I,22,25,26,ilIS,r6,Ⅰ8,20,ili

29,31,lVI7,4Ⅰ,V7,8,10,日,Ⅰ2,工9,

vIZ3,15,Ⅰ8,26･27,39,VliII,Ⅰ7,Vlil-

1X30,ⅩⅠ3,工6,Ⅰ7,20,2Ⅰ,25,28,30,3I'

34,35,36,Ⅹ12Ⅰ,26,27,28,35,36,39,

40,4Ⅰ･Ⅹl】25,27,28,34,36,37,Ⅹ111-Ⅹ1V

T7,2Ⅰ,24,43,ⅩV43,48,49,5Ⅰ,52'59,

ⅩV14

による崩壊 V137

剥落 Ⅹ20

風穴(火山西渓水) 16

風俗(北族) 1117

風林津 ⅩⅤ工3

服制 V3Ⅰ,Ⅹ9,Ⅹ144

霊園初期の Ⅹ144

改革(北貌) 】1146

,I.て-L ＼ [

第五･第六洞の i129,11113
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索 引 ヒー プ

第六洞式の 1115,V31,V154'Ⅹ2'Ⅰ5,

2Ⅰ,23,25,26,27,28,30,40,4Ⅰ,47'Ⅹi

工9,20,22,25'26,27'3丁'32,34,39,40･

46,55,56,57,63

第七,第八洞式の 111Ⅰ3,1V39

第八洞式の Ⅹili･ⅩlV69

第九,第十洞式の V153,Vlll･1Ⅹ24,39,

ⅩⅠ4,40,Ⅹ140'4Ⅰ

第十六洞の Ⅹ.40,4I

rl･圃化した lli46

服装の轡此(体験) Ⅹ2

復原圃(第七洞主宝東壁第一暦北禽) 1V

25

復併(北就) 1115,Ⅹ1I6,Ⅰ7,Ⅰ8,Ⅹ111･ⅩlVI,

2

帽山敏男 ｢敦蛙石窟編年試論｣ ⅩV5

複合唐草文 vl52

複合寵(複合した隣禽)

天蓋寵と尖扶寵との ⅩV48

楯扶寵と尖扶寵との 11128,29,32,39,

Ⅹv43,47,48,57

普遍的患形式の Ⅹili-Ⅹ1V22

複雑な燐系 xlll･Ⅹ1V22,ⅩV57

覆斗形の

窟項(天梯山) ⅩvI3

天井 Ⅹv37

(中国石矯) Ⅹvl3

(天龍山) ⅩV27

(敦鮭) ⅩvS

覆鉢(伏鉢)形 12Ⅰ,22, 11123,1V23,Vi

I5,X I8,25

覆鉢塔(浮彫) 1Ⅰ8,i1128,32'39

藤井有隣館癌断石 (第十九A洞菩薩頭部)

Ⅹ】11･ⅩlV62

藤懸静也 ｢過去現在因果控室巷 に就い

て｣ vl12

藤木正一氏皆蔵金銅併 Ⅹ1I工

藤田望八

｢胡麻につきて｣ v34

｢嬬々の圃被及び可汗班につきて｣ Ⅹ1i

デ.､

二つの

明窓 Ⅹv57

(敦煙) Ⅹv9

撃→饗警

併

影迩 Ⅹ1I6

降誕(鐸迦降誕) 123,11127,39,45'V

･9,29,VlH,4･5,7,8,9,Vlll-1Ⅹ8,40,

のシムポルとしての蓮華文 iv7

降魔 Y114

再生のシムポルとしての蓮華文 1V7

四大事 vl.4



雲 間石 窟 索引

初樽法輪 V-1ヰ

象徴 1V37

成沼(鐸尊成遣) lli24,V16,Ⅹi32

特相 vl1--1Ⅹ9

入滅 vl14

担紫 vlH ,4

俳閣(御前)-→洞前節関

節鳥(寵) 1VI

あさlハ マ24

(雲岡初期) Ⅹ1123

(ガンダァラ) 1V I

供養 v111-ix38

ごとに異る建立者 Ⅹ37

後退(響堂山) ⅩV29

照癒 x1120

断石(洞前聾掘) ⅩV95

追刻 vill･1Ⅹ39

同形同大の 1V20

の/こし､

坐併 Ⅹv48

三尊晩がむきあった寵 Ⅹ43

石窟 ⅩV37

配置(配列) ilr7,V30,Viii-1Ⅹ39,ⅩV

SS

一致と照膝 V7

不規則な vlll･ix24

往来(北貌) xllIS

某国的な三豊倹供養(青即ち) ⅩV24

セ ン ピ族 の 1117
沸教美術(牽術) lliII,Ⅹi12

耗中国的 ⅩH

中国-の輸入 1VT4

平城の Ⅹ112,3

涼州の Ⅹ112,3

沸教文化

浸透(洛∫場) ⅩV20

西方の新たな 11i9
涼州の Ⅹ112

餅屋 IV6

併字滞 13

紳寺腰乗(北魂) Ⅹ116

俳等

鳥場園 Ⅹ1.6

束遥(涼州) Ⅹ1i2

併舎利 Ⅹ13

1弗獣鏡 Ⅹ14,3-

『併所行讃』 vllⅠ,5,5Ⅰ
竜一 11177,80

番二 i46

巻三 vlll-i二g62

奄四 1V55,56

俳塑像(敦燥) Ⅹi3

マンダラ式の Ⅹ1i45,57,Ⅹiil･Ⅹiv67 俳像 vill-ixI,Ⅹ1

無秩序な vlll-1ⅩZT

杜 v32

番TJq虎 Ⅹ138

深 さ v H

隣島形式(式,風)の

因縁談 11145

石窟 ⅩvS8

沸騰 vi19

沸教(悌温 憐法) ]ji3,5,7

建造物(中国) 1VI4

興隆(北銑) lliS,Ⅹ1工6

談話 V36

装飾意匠 ivI3

断歴(北魂) 1112,9

令 1112,3,ⅩiI6

東流 Ⅹv4

統制(北魂) 1iiIZ

複興(北魂) 11i3,5

詔 Ⅹill･ⅩlV3

令 11110

沸教国 Ⅹi13

除数寺院 ivI4

悌教的

教化 ⅩiiトⅩlV8

責物 Ⅹii3

燐教徒 (併教信者)

足 くび Ⅹ1Ⅰ7

異例の手相 vI5

雲岡初期の Ⅹ2,5
(越磁壷) Ⅹ142

(岡山願庄村古墳出土鏡) Ⅹ16

薫晩(沙勤潮汐門が平城 にもた らした)

､-L-.

(漠式鏡背) Ⅹ14

顧客 V 3⊂)

(キ ジイル) vli4

源流 Ⅹ日 工

最古の紀年のある Ⅹ18

断片 ⅩV9Ⅰ

(千葉麻清川柑古墳.Til.土量違) Ⅹ16

(奈良麻新山古墳出土鏡) Ⅹ14

(長野原龍丘村出土鏡) Ⅹ15

のあらはされた漠式鏡 Ⅹ14

服制(衣制) V31,Ⅹi44

中国化した 1ii46

(ボ ス トン柔術館蔵蛮風鎧) Ⅹ17

両席上の炎 ⅩilII

併像的神仙僕 Ⅹ15

俳像銅板(併銅版) 1VI4

和平元年(4=60)の 1VI4,Ⅹ1Ⅰ7

悌像,菩薩像の

あくなき反復(イン ド,アフガン派)Ⅹ-1

64

6

服制 Ⅹ9

供挽,菩薩像,天人像の異国的な値基の衣

裳 111Ⅰ3

解像柱式 vi11-1Ⅹ39,Ⅹ143

新 しい x.r7

嘱目の糞尿(中国) xlH2

悌抱 x13

併弟子 Ⅹ1130

沸弟子王乙造像記 (第三十五洞) il金石

録6,ⅩV83

悌弟子三豊像記 (第十一洞)1i金石鏡4,Vl1i-

1Ⅹ55

併弟子追放記 (第二十洞)il金石鐘 5,Vユ11-

1:Ⅹ2(⊃

俳弟子曇戒造像記 (敦燈西千併洞)ⅩvIO

供典 ⅩiI,2

悌俸 11日8,24,25,27,29,32,37,39,45,

･V23,27,37,VZ9,V147,Vl13,4,5,6,

9,34,Ⅹ115,6,IO,12,Ⅹ111･ⅩivI7,ⅩV38

表現法式 vli9

(龍門) Ⅹv23

悌俸才筆彫-→浮彫俳俸

俳俸墨像 lV20,Vll1-ix4

(太安石併光背) Ⅹ1Ⅰ7

添景としての楯挟寵 iv2

悌偉窺 う】i45,iv37,Vlli-ix39

俳俸固 11123,29,Vi12-7,9,V111-ixI3,Ⅹ

37'XV53

ガンダラの vllS

主題(膚) vl13

燐俸背 11122

併停配置の連枝性 11145

俸殿(洞前)･→洞前俳闘

併囲-ナき掌固

俳固形俊(北魂) 1112

隣国戸 Ⅹ}11-ⅩlV7

休園澄 11i4,X13,8

悌塔

崇拝の中心としての -i28

(北就都邑) 王113

価塔中心か ら燐像中心への繁 り目 ii28

俳鉢 lV27

秒勤湖沙門が平城 にもた らした Ⅹ1工7

をうけた捻手形 vZ8

俳法恰 12工

『怖本行控』 vliI

『燐本行集挺』 V]1I,42,Ⅹ111-ⅩivI7

俳本生一本生

休滅 vlII,Vlll･ix 12

悌客山 113,4

俳将般若寺の東方摩崖 ⅩV3Ⅰ

俳幡摩崖 xv3,3Ⅰ



併窟洞(第八洞) 115

｢俳績洞｣の偏額 V7

舟形

火焔(マ-蜜珠) lV35

嬰身光 ivS,VI4,Ⅹ2Ⅰ

古い彩色 Ⅹ24

掛だ諾窟 ⅩV35,36

扮厩 ⅩvI8

粉本(雲岡造像) 1V40,V144

墳丘秋(蛋上) 】19
文照皇太后 Ⅹv20

文成帝(高宗)(北敦) 14,-1]'Ⅰ,3,TO,Ⅹ1

15'16,Ⅹ11I,3,Ⅹ111-XIV2,3, 4,7,8,9

師恰(曇曜) Ⅹ111一Ⅹ1V4

黒子 Ⅹ1Ib,Ⅹ111-Ⅹ】V2

東成帝時代 1i19,IO,日,Ⅰ2,V37

文帝(南朝宋) Ⅹ1Ⅰ2

文徳(888)追使記(巴中甫寵 山) xvI9

文物漠化の風潮 lli46

『文物参考資料』1955年第三期 ⅩV25

文明太后(鵜氏) 111I2,46,xI,Ⅹiii･Ⅹiv3,

XV35'XV17'10,I2

陵 19,11日 2

分業(重岡彫刻) iv4Ⅰ

分身の化俳(分身悌) vilュ-ix3,4

分･陀利横 vlll-1x2

/jJL布匝t(雲間石窟) V3

5iZI

-ルツフェル ト(Herzfeld,E),AnもT orw n

Asもen.VIII

-ルメスの襲(羽) VIO,VllI7

-レエステック要素(キジィル) xl19

-レユズム神殿 vl16

-レ-ズム的フl)イズ浮彫(インド) vl1

6

-レニズム美術 V116

-レニズムまたはロオマ美術の影響 Ⅹli

12

-レニスム様式 vi16

べェグラム

時代 xlIS

象牙細工 】V8,9

唐草粒状文 1V9

藤凡 v34

べゼクl)ック石窟

第四洞,第八遺跡 vli42

第九洞 vl142

第十一洞 V】li-1Ⅹ 2

第十九,第二十四洞の壁蓋 V1142

べドサア

ヴィ-アラ洞 Ⅴ】8

チャイティヤ洞 vi7

ベナレス(涙顔捺)国 11152,58,1V44

ベル型柱頭(インド) v33,Vi7

ベルl)ン国立博物館赦整風鈴 Ⅹ17

ペシァヴァル V16,Ⅹ1i6

ペljオ (Pe1110t,P.) ⅩV4

Lesgroitesa,LtTo,LLen-hoLLang vu 3,ⅩV4

Tomell 130

Tomelil 130,1142,V32,V.2

TomeIV i30,V6,32,V12,Vlil-1Ⅹ

2'Xll5'Ⅹ115I

TomeV I30,40,V12,Vlll-1Ⅹ63

TomeVI xvlS

索 引 フ ー -

一宇頂の

寵 ＼.ミf

石橋 V4･ⅩV44,47,48,49,5Ⅰ,52,53,

58,59,63,64,65

(天梯山) ⅩⅤⅠ3

(育巨門) ⅩV24

天井 1129,Ⅹ34,39

(%@) xv5

竿頭 132

平板式衣文(ひだ)

(元嘉十四年金銅併) ⅩiI2

(藤木氏嘗癌金銅悌) ⅩiII

(絵本徴古館痛金銅沸) Ⅹ112

平面日勺な

ペ')オ(Peヱ110t,P･)･羽田亨 『教壇遺書』ⅩV 顔 i130

4

ペ1)オ探検隊 Ⅹ11Ⅰ1

-ミノレジ/ア

感化(インド) Ⅹ111

獣形柱頭飾 179

摩崖嘉 vlII

ベルシ7,インド的な獣形扶 132

ベルシア的(風)

と特色(バァミヤァン) Ⅹ115

服装(バァミヤァン) Ⅹ115

要素(J{ァミヤァン) Ⅹ115

ベルセポljスの腐生基 vlII

北京 】2,114,11]2

平行刻線の

毛なみ(建武四年金銅燐) Ⅹ.9

頭髪(枚本徴古館城金銅併) ⅩiI2

年行線膝の印文(遼噂) Ⅹv92

平行梯帯(拳身光) x26

平行線の衣文(弘だ) 111I3,Vlii･lX26,Ⅹ1

ⅠⅠ,ⅩllTO'Ⅹ11]'XiV34

(カトラ坐俳石像) Ⅹ117

(グブタ燥) Ⅹ117

(中央アジア塑像) Ⅹ118

平城(北委iG) I2,6,8,9,Ⅰ｡,33,lliI,2,4,

6,9,IO,VI,54,VII,ⅩⅠ,XII3,Ⅰ6,Ⅰ7,

Ⅹ111'2,3,Ⅹ111-Ⅹ1VI,3,4,ⅩV7,ⅩVi20

北苑 ユ8

北壁 Ⅹv19

平城遺跡 Ⅹvl7-10

平城宮地 の礎石 ⅩVIOⅠ

平城解(漢) 13,8,ⅩV18,10

遺跡 ⅩYlIO

平城願(北魂) 16

平城皇:娩(北醜) 13,6,8
平城時代(北醜) lli7,Ⅰ2

平帝都(北魂) Ⅹ111-Ⅹ1V8,10

年弊戸(北親) Ⅹ111】Ⅹ1V7,8,10

平地泉 12

65

刻繰 lV41

年涼(蛋) Ⅹ110

兵杖 ユ1Ⅰ3

並坐像 vlliliEI

井州別史 1118

柄釜寺石窟 ⅩV3,I3-I5,35,36

最古の記事 ⅩⅤⅠ3

第80洞 ⅩⅤⅠ3

第81洞･維摩文殊勤間像 ⅩvI3

第82洞,浬盤臥像 ⅩV工3

第88洞外摩監7石創造像記 ⅩvI3

第117洞 ⅩvIS

北親食像矯 ⅩV37

碧霞洞(第二B洞) H S

壁墨

(安西寓俳峡) xv H

(インド) v114

(キジイル) 1T3,V13,Vl14,Ⅹ1日4

隔唐の vl14

(中国石窟) ⅩV38

(天梯山) ⅩⅤⅠ3

席末の vl14

(教先皇) ⅩV4,5,10

(バァミヤァン) Ⅹ】1Ⅰ4

燐偉圃 vl14,5,6

補修 vllI7

墓飾の(中国) v36

壁面(石窟)

構成 vl47

損慮 V7

暦序 .V39,V30,V153

破損 vl37

際白の解放(一般の造像のため) Ⅹ4Ⅰ

音容解 vi37

をあほふ媒 128

壁琵(浮彫) Ⅹ29

別人の作 lV2Ⅰ

届固形の石清平面 (西滞) ⅩV6Ⅰ



雲 岡石 窟 索 引

届額

｢生荷両道｣ 1.9

｢西燕第-山｣ 1iS,ivI7,V7

｢石併古寺｣ 115

｢荘厳法相｣ i4,1i4,iliI7

｢大併闘｣ 119

｢併債洞｣ i15,Ⅹ7

届楕固形の石霜平面 Ⅹ1ii-xiv22

偏平のひだ 貰ili-Ⅹiv28

偏閑 iI
偏担右肩(左肩を衣であほ払つぎに右肩

をあほふ式) 11125,1V21,23,39,VI5,

工6,24,3Ⅰ,V125,33,35,V lii-1Ⅹ8,9,Ⅹ4,

74,I5,16,I7,40,XII7,36,44,Xl134'

Xm-XIV32'34'39'40

-壁形 Ⅹ111･Ⅹ1V40

右肩を完全にあらはした Ⅹ 111･ⅩlV34

原型 vl】1-1Ⅹ8

偏担鐸定の怖 vI9

嗣髪党志 139

盈服式(畏服形式) i139,.V39,V3I,37,

V154'Ⅹ2'Ⅹ143'45

造像形式 V･136

解像 Ⅹ29

はじまり Ⅹ 2

星服の制定(北貌) Ⅹ2

沌池麟鴻慶寺石窟 xv25

『群正論』 Ⅹ111-Ⅹ1V5

ホ

ホイト氏減車鳳鏡 Ⅹi7

ボォ･)ン(Bohlln,B) NeullyVisitedWest･

er)もC avesaiT,unJL,LLang XV IO

ボストン実衝舘織整鳳鏡 Ⅹ17

ポl)ウムのある

罷琵躯 Ⅹ1124

飛天 Ⅹ1123

ポセイドンの三叉の矛 VIO

ほぞ穴

カァル l)イ塔廟窟木造払さし vi7

補修の V5,Ⅹ1i36,ⅩvSⅠ

歩廊 (石寅) 11127

保存状態(石清) lV20

良好夜 iv21

彫 りかけの沸寵 ⅩlH･ⅩlV26

彫 りのこした岩塊 Ⅹ-1i･ⅩlV23

補強の彫刻 Ⅹ11i-XIVI7

補彩(彩墓,彩色,彩文) 122li15,6,lli

28,viI8,33,3S,50,VllI7,2Ⅰ'25'36,

vlil･1Ⅹ2Ⅰ,3年,ⅩⅠ4･Ⅰ6,Ⅰ7,Ⅰ8,Ⅰ9,20,39,

40'Ⅹ145'Ⅹ1120'24

洗ひ落し vl136

補修 (後補,修繕,修築,修復,修神,修理)

115,II,1115,Ⅰ7,lV2Ⅰ,27,V5,ViZZ,Vii

2Ⅰ'25'27'Vlll･1Ⅹ3I'34'Ⅹ3工'40'Ⅹ140'

45,Ⅹ1120'25' Ⅹ111-Ⅹ1V2Ⅰ'3Ⅰ

孔 Ⅹ3Ⅰ

(王母官) ⅩⅤⅠ7

(義儲) ⅩV34

結果の錯雑(敦燈) Xv5

中~古の Ⅹv45

泥像(泥作) ili工5,24,27,3I,V II,Vi

I5,17,2Ⅰ,37,53,Vlll-1Ⅹ32,34,Ⅹ工6,

77'I9

泥土(派) 1V24,V 5,Ⅹ工9

泥壁 vlll･1Ⅹ32

堂字の(石燐毒) 115

俳寵と彩飾 V137
憐像頭部 Ⅹエア

壁董 YllI7

ほぞ穴(大釘孔) V5,Ⅹ1136,ⅩV5Ⅰ

(青酢ヨ) Ⅹ4

(重巌寺澄明寵) ⅩV30

韓国玉城子(法泉) ii14

栂指と第二指の間の三角形 iiIS

菩薩 vllillXⅠ3

菩薩(像) vlli･ix工○

雲間初期の ⅩS

交脚一 一十交脚菩薩

と太子とe)結合 vlll11ⅩⅠ3

濁尊の V-1111Ⅹ10

年居れ思惟- 一宇臥思惟像

褒章遥 Ⅹ8

立像 vll1-1ⅩIO

脇侍- vlll-1ⅩⅠ4

(龍門) Ⅹ8,4Ⅰ,ⅩV24

(遼) 13,-,Vllトix

脇侍- v lll-1XIO,14

菩提寺の本行控壁 viL3

墓飾

書象石 V36

壁董 v36

基堵(壷上) 113

度無四十五年(1706)建立 i13

崇繭二年(1629)建立 113

墓醜-ムウガパッカ

慕容徳(南燕王) 1116

方蓋 i】139

方形(四角)の

孔一方孔

倍子Ⅹ111-Ⅹ.V25

基壇(教坦) ⅩV9

宿

(芸門LLl) Ⅹv33

(輩願) ⅩV24

66

石塊の朕入(石環破損部) xll29

右肩平面(プラン) i1137,V8,Ⅹ2Ⅰ

(義解) ⅩV34

(龍山) ⅩV33

(天梯山) ⅩⅤ ⅠⅠ,Ⅰ3

(敦煙) ⅩvS

(バ ァ ミヤァ ン) viS

(龍門) ⅩV23

礎石(前庭岩床上) vll13

をおさめた孔 vi153

杜基(列柱,塔柱)→方嘉

柱頭(列柱) vi122

塔基→方基

銘直 Ⅹ4(⊃

扶額の真申の ⅩV45

方形平頂の

三豊 ＼jう

石窟(洞) V4,ⅩV44,47,48,49,5Ⅰ'52'

53,58,59,63,64,65

(天梯山) ⅩⅤ13

(龍門) ⅩV24

方湖 19

万孔(方形の孔)

(明窓側壁) Ⅹli1-Ⅹiv22,26

外壁の Ⅹ111-Ⅹ1VI3

(前庭岩床) vliI3

第二十洞光背左右の XllトⅩlV34

第二十洞本尊左右の Ⅹil1-Xiv34

(門 口側壁) Ⅹ111-ⅩlV26

『方慶大荘駁挺』 vllI

方慮(四角の座,方形の座,方形の基底)(浮

彫) lVZ3,VI5,Vl126,Ⅹ3

(元嘉二十五年石憐) Ⅹ1Ⅰ3

方山(方嶺) 12,9,1.iI2,Xil】-ⅩlV9,IO,

ⅩV17'IO

遺跡 ⅩvlI0-12

礎石 ⅩV19

永固陵+永固陵

息遠寺一十思遠寺

北魂遺跡 Ⅹvl7

第年堂 Xv17,10

方樽

細線の印疾く洞前蓉掘) vl】63

(洞前床面) ⅩV92,93

を敷いた床(洞内) ⅩV92

万基 (四角の杜基,方形の嘉,方形の桂基,

方形の塔基)

(列柱･塔粗 塔形) ii132,VII5･26,27,

VllI2'22･23'Ⅹ11】ーXIV工7

に縛のか っゝたや うな裏屋 (キジィ ル

壁墨) 】V6

(バ ァ ミヤァンG洞) V16

方立 125,Vi工8,vl133



方柱一十塔柱

方柱環(方柱洞)→塔廟靖

方楯守頂清(穿嶺山) ⅩvI6

『方便心論』 Ⅹ111･Ⅹ】T4

方嶺-十方山

包含暦(洞前聾掘) 芝ill-Ⅹ1V42

放棄された大石清工事(部門) Xv20

枚鉢国-スナァバランタカ

『法苑珠杯』 ⅩⅤⅠ3

法果 1-i4,5

法玉供養記(第三十九洞) 1i金石鍍7

法華経 vlll-1Ⅹ2,Ⅰ2

『法華経』 117,Ⅰ9,V29,V'1i･lX2'4'12,

Ⅹ33

｢序晶｣ 144,55,V157

｢信解品｣ 117

｢此城愉品｣ 1134

｢見賓塔品｣ 117,44,lV20,Vlii-1Ⅹ2,3

｢普賢菩薩勧蟹晶｣ vlli-1Ⅹ(2,Ⅹ33

BS VIJI

法顧 iv5,6,Ⅹ1iT,2,4

『法顧俸』 vl142,Vlli-ix14,Ⅹ-i2

淡護 ⅤⅠ7

法生 ⅩvI6

法宗 vlll-1Ⅹ49

法度前郡市 xv I

法隆寺 1iZS

五重塔の長幡 144

金堂

搾迦坐像 Ⅹ5

壁墓飛天 ⅩⅠⅠ

備付 v158

人斗 vlll･1Ⅹ58

桶夫人厨子の三角垂飾 142

玉島厨子の須爾座正面の飛天 ⅩⅠⅠ

天蓋 Ⅹ153

木造塔 i21

夢殿観音像 Ⅹ8

法良繕師 ⅩvS

法案 Ⅹ1Ⅰ7

洩琳 Ⅹ111･ⅩlV5

洪輪(浮彫) lV3日,ⅩV55

(インド,ヴィ-アラ洞) vi9

崩壊 125,26,28,i.2,1113I,iv3r'V5'

V-i67,Ⅹ33,35,ⅩiI9,Ⅹ1128,Ⅹ 111･Ⅹ1V

42,XV43,45,47,49,5Ⅰ,52,57,58

(敦燥) ⅩV4

崩落 vli24,Vlll-ix22,Ⅹ35,Ⅹii37,Ⅹiil･Ⅹiv

7,3Ⅰ,ⅩV4Ⅰ,43,48,5Ⅰ

砕石 ⅩV93

時期(第二十洞前建築) nll･Ⅹiv3Ⅰ

前室(第三十洞) Xv47

前壁の岩塊(第二十洞) Ⅹv95

断石 ⅩV92

煙毒(白悌裏下方) Ⅹvl12

彰城 Ⅹ13

彰租の同 1V7

褒義寺の担架襲相(壁蓋) vu 3

望鏡 12

望雲 v11Ⅰ

蜜冠(形) 127,llⅠ5,20,111Ⅰ7,23,27,

索 引 - - 蘇

光背(頭光) II8,26,iiT8,20,iii22,

28,x9,2I,26,27,28,30,Ⅹii36,Ⅹiii-

Ⅹiv28,34

に似た天衣のさき Ⅹ 工○

賓珠飾の傍杜(変横山) ⅩⅤ17

蜜玖唐草文(響堂山) Ⅹv30

賓生悌洞(第十九洞) ii5

萱註巌併 139

ivI9,20,2Ⅰ,23,27,29,32,37,VIl,Ⅰ6, 蜜飾(飛天) V25,27

2Ⅰ,23,27,31,36,V=8,22,3Ⅰ,35,36, 蜜帳 1Ⅰ7,Vlll･1Ⅹ lI

42･52,Vi12T,25ゥ26,27,28,vlll-1Ⅹ4っ5, 萱帳(浮彫) 117

日,I4,20,ⅩT4,17,Ⅰ9,2工,22,23'26,

28,35,Ⅹ-3I,Ⅹ115,27,36,Ⅹ111-ⅩlV24'

28,34,ⅩV59

イラン的要素のある vlI8,Ⅹ119

うしろに垂れるl)ボン(たれ紐) Ⅹ115,

9'13

此俳をつける 127,1113Ⅰ,Vlll･ix I工

形式 vlll･ixI工

左右に稲へる1)ボン(左右の紐)viIS,
Ⅹ115

三角形を三両にもくつ Ⅹ3Ⅰ

三角形の布片 vllillX12

三角前だての ⅩV47

獅子面(獅子頭)をつける 127,1V33,

V23

小生怖く締定憐)をつける vlI8,Ⅹi.36,

Ⅹ111~Ⅹ1V24

水瓶をつける i27

西方式の lV39

中央アジアの Ⅹj]'67

長方形の金具飾(形)をつける 135

前だて 127

蜜冠装飾(冠飾) i35,Ⅹ1,5

圃板形の V,ll-ixIT,IS

弦月形や三両の圃板の Ⅹ1i5

獅子の lV37

賓冠菩薩 Ⅹ1i23

資凡 iI7

襲撃 135,Vlll-1Ⅹ工4,Ⅰ7

蜜警防坐天人 Ⅹ1i24

安座 Yiil-1Ⅹ4

寅座(浮彫) iv23,ⅩⅠ8,Ⅹ1iI7,27

蜜 剰寺の況紫煙相(壁墨) V-i3

賓LLJ XV27

賓山石窟 Ⅹv3,27

大住聖清く任空洞,響堂洞) xv27,36

進達の所要人数 ⅩV15

ナラヤアナ紳 Ⅹvl7

大智聖清(妹砂洞) ⅩV27,29

時代 Ⅹv27

東幾,陪窟 ⅩV29

賓珠(形) lZ7,22,ⅩV49

67

背 120,22

蜜瓶(浮彫) vl1---Ⅹ5

蜜睦 1Ⅰ7

蜜網 iI7

寒林精舎 ⅩV78

蜜鈴 vlll･ixH

｢亡夫侍中｣造像記(第四洞) 128,.i金石

線3

｢亡選録｣ 116

『孝子』 Ⅹ17

傍杜

花束(草花の束)の ⅤⅠ6,20

相鉄の IV4

蜜珠飾の(変積rLl) ⅩVI7

帽子状の頭部(中央アジア壁墨菩薩) xll

Ⅰ4

棒 ぐ弘の孔(補修用) V5

北苑(北貌平城) 18

北燕 111工2,ⅩV35

北開遺跡 Ⅹvl8

北貌 117,11日,8,9,V工,30,Vit,ⅩiL4,

Ⅹ111~ⅩlV3Ⅰ

赤壁建造物(第三洞上部) ⅩV98

遺跡(古城村) Ⅹvl7,9

遺物(盲:娩村) Ⅹvi7

哲三豊(岩壁石づみ) 3(42

瓦儒 Ⅹ3

萩陶片-衣陶

開整

(直時 日) ⅩV33

(教煙西干悌洞) ⅩV IO

唐草文 Ⅹ24

漠旗化 1130

貴公子 Ⅹ,4Ⅰ

貴族文化 vl53

宮殿 V148,53,ⅩV19

形式一十北親様式

建築(洞前) ⅩV95

崩壊 Ⅹ1ii-xiv42

原蛋(石窟) Ⅹ23

原形(節倹) 11Ⅰ8

皇城(宮城) 18,vl48,Ⅹvj8



雲 岡石 環 索 引

黄河中原統一 111I,Ⅹ112

国家の危機 111Ⅰ2

国史の訴基 1119

西域諸韓との交渉 Ⅹ112

最盛期の帝童の力 Ⅹ111･XIV7

作風(王家港) ⅩⅤ工8

寺院(西部姦JA) Xv98

諸石窟一十北魂窟

製作(作) vl125

(天横山) ⅩVH

石窟一北魂清

遊都-洛陽遷都

塑像(敦燥) Ⅹv IO

宗室屡国係者の造像 Xv24

創建(羅漢洞) XvIS

倍数 1114

造寵(鷺巨門) ⅩV20

造倣 Ⅹ111-ⅩlV39

尊像窟 ⅩV37

大同時代の風俗 Ⅹ4Ⅰ

希望(朝廷)の造営 Ⅹ40,ⅩV63

帝都の伽藍建築 vlI8,48

塔廟窟 Ⅹv37

(安西寓俳峡) ⅩⅤエⅠ

柔術 Ⅹ11Ⅰ2

併教 Ⅹv35

興隆 Ⅹ114

鱗敦美術 lllIO

併教文化 vl53

悌寺建築 vl53

俳像 Ⅹ1Ⅰ2

文化の発展法則 V37

分裂 111Ⅰ

平城--十干城(北魂)

遺跡→平城遺跡

滅亡 vlI

文様 Ⅹ24

龍門時代の彫刻(翠麻) ⅩV25

梁征伐の企図 Ⅹ Ⅰ

歴史的資料(育酢うま豊後記) ⅩV24

北塊か ら北周にわた る壁墓(変横山) Ⅹv

I7

北親化(太平選者四年金銅怖) XlIS

北鎌窟(北貌時代の石靖,北醜諸右肩) V

37

(玉義溝) ⅩvI7

(義願) Ⅹv34

(天龍山) ⅩV37

(教壇) ⅩV37

(敦焼西千併洞) Ⅹv5

(柄釜寺) ⅩvI3,37

(青即ヨ) ⅩV24

北貌尺 -128

北貌初期の

美術創造力 Ⅹllr5

併像 Ⅹ1114

北重患人(北親民族) V]'1111ⅩTS,Ⅹ2

文化観 Ⅹn工5

北魂,帝周聾術 ⅩV38

北塊,北帝の造像刻石(龍門) x5

北魂末期

か ら北舞,北周にかけてe)俳偉 vliTO

作風(葦願) Xv25

3旦刻 Ⅹ32

北就様式(形式,式) i34,Vl125,ⅩV20

印文のある衣陶)lL(北開) ⅩV18

かけも Ⅹ8

最初の Ⅹ.Ⅰ5

礎石(白悌基) ⅩvlI2

服制 T3Ⅰ,37

(龍門) Ⅹ4

北郊(北貌平城) 18

こ化周 11iI3

猫特の選者醇かぎD(変積山) ⅩV工6

北戟ゎ

石清(天梯山) ⅩⅤⅠⅠ

併汲 Ⅹ1Ⅰ4

北 古の

諸政 Ⅹ1Ⅰ3

服装 vl54,Ⅹ 2

遊牧民 19

北門をfrゴ1て比丘にあふ(き字彫) ill 24

_北7京 11iIO,ⅩiI5,Ⅹul-XIV3

北涼討伐(平定) vlI,Ⅹ日4,I6,Ⅹi-1･ⅩlV3

北涼民三高除戸e)平城移住 vlI

牧人 1117

墨書

造石童記(変横山) ⅩⅤⅠ5

落書(元代)一元代墨書

矛(賄)(浮彫) ll15,VTO,V12Ⅰ,Viil-1Ⅹ

Ⅰ9ゥⅩ工○

細長い馬蹄形のプラン(カアJL,l)イ塔廟窟)

V17

細紐をお しつけたや うな衣文 (グブタ紀

元135年齢立像) Ⅹ117

梯子 11115,Vlll･1ⅩⅠ4,Ⅹ21,Ⅹ1Ⅰ7,Ⅹ111･ⅩlV

24

北周か ら隅にかけての作(黍横山) ⅩvI6 潮梅 1119

北人→北坂

北奔

塔廟窟(中国石窟) xv37

工陣後ある面貌(青銅山) ⅩV3Ⅰ

猫特の唐草文 ⅩV30

併像 134

かけも x8

北弊窟

(響堂山) Ⅹv36

(天龍山) Xv25,36

北奔時代 -1113,V工,27

飛天 ⅩⅠⅠ

北斉,北周時代の石窟造営 Ⅹv36

北弊柱式(求)

火焔 i35

(響堂山) Ⅹv50

(天龍山) Xv25

誇冠装飾 135

(龍洞寺) ⅩV3Ⅰ

北族(北人,北方民族)1113,5,7,9,Ⅰ1-12,

Ⅰ3

階級分化 111王2,Ⅰ3

解菅笠 1..12

出身者 1117,ⅩⅠ

征服者 1119,日

中国支配 ⅩlS

入冠 114

風俗 1117,Vlll･1Ⅹ上呂

服装 Ⅹ4Ⅰ

北基石窟 117,Ⅹ111･ⅩlV4

68

軒苧瓦 ⅩV98

本瓦葺の屋毒昆(浮彫) 11137

本行だ襲 vli3,5

本生(本生談) ill45,lV18,24,Viュ5,33,

34,35,Ⅹ.15,6･IO,Ⅰ2,Ⅹ11いⅩ.V5,ⅩV38

浮彫→浮彫本生

董像 IVZf

ムウガパッカ(墓場)- 1ⅤⅠ8

本生国 V29,Vl19'2Ⅰ
(敦煙西千体洞) ⅩvIO

本生,併侍の湯面的な表現 ⅩllIO,Ⅰ2

本尊格の僧形 V 24

本尊だけで寵のない例 Ⅹ43

本尊の

足のまは りの深い溝 Ⅹ111･ⅩlV23

うしろをめぐる通路 V]46

まへの除裕 (基間) Ⅹ143,44

都経-→講濫

発策 vlll･1ⅩⅠ4,15

マ

マアキュ1)イ柵の雲 Ⅹl】12

マアシァル(Marshall,∫) Ⅹ115,6,8,I2

A GutdeloSaneht VIIO

A仇LideioTaa･ila.vlIO

Exc伽Cl舌wnBaiTa.m'la vlIO

Ta2,tlla xlI,Xl15,6,Ⅰ2



TheM om,LLmelもtSOfAIWienlZ7Ldia vi (黄石監) ⅩV30

8,II 併寵(通江) ⅩvI9

マアシァル (Marshall,J･)他 T71e Bagh 摩崖供

Caves inikeOwalior▲如 tB･ V.9 (虞元千併巌) ⅩvI9

マアヤァ(摩耶)夫人 il129,32,Vli5,7, (離山) ⅩV33

xv53 摩崖慕(ベルシア) VH I

ルムビ二間出遊 vi12 摩尼蜜珠-十マ二重珠

マカダ国 lV27 摩滅 V5,Vl166,vll1-ix24,Ⅹ35,ⅩV43,

マカラ門(アジャンクァ) vi9 47,93

マスベロ(Maspero,H),SLLrZadateei 摩耶夫人→マアヤァ夫人

l'aulhe,LtiettBdLIFcrLL-fa･tsang･yin-yuan- 磨川 .8

lehouan･ Ⅹ111-ⅩlV5

マツラァ

衣文 v31

石彫 lVS

彫刻家 Ⅹ117

併俊

足 くび Ⅹ】17

螺髪 Ⅹi17,8,Ⅰ3

ゑ り状の弧 Ⅹ1Ⅰ2

方形の藤凡 v34

マツラァ的要素 v30

マツラァ博物館赦燐立像 Ⅹ1113

マツラァ美術(マツラァ沃美術)V30,Ⅹii

I2

マツラァ様式(波,風)Ⅹ115,7,8,9,10,工4

初期の悌頭表現 Ⅹ117

中国化したガ-/ダァラ風との結合 Xli

lD

彫刻 Ⅹ1】1-Ⅹ1V36

剃髪 Ⅹ11I3

俳優 x117,13

螺髪 Ⅹ118113

影響(後期ガンダァラ) Ⅹ117

マ二(摩厄)褒珠 11129,1V29,35,V26,

vl21,33,Vl133･Ⅹi124

(トヨクーマザァル) Ⅹi149

マ-アヴァンサ(大事) viiS

マ-アカァシャパ(大迦菓)-120,Vllト1ⅩⅠ7,

Ⅹ1137

マ-アナァマ(摩討邪摩) ill58,59

マ-アマウドガljヤアヤナ(大目蜂連)vi

65,66

マ-シュヴァラ(大白在天,摩醸首雁) 1

I9,V111-1ⅩⅠ9,36,Ⅹ11Ⅰ3

マホラガ(摩膜伽) vlll-1ⅩⅠ5

マンダラ式併寵配置 Ⅹ1144,57,Ⅹ111･ⅩlV

67

マンノJL,ヴァ 12

まう-か らみた蓮華文-+正蓮華文

魔王パァピィヤァン(波旬) vu 26,35,ⅩV

=L
三女-→魔女

息-→魔子制御

魔 f-制御 vill･1Ⅹ62,ⅩV55

魔衆(魔群) 123,11127,VI7,Vl126,ⅩV

こ･こ

魔女(魔∃三の三女) ,1165,V50,V111･lX62,

ⅩV55

哩捜した石窟(敦燥) ⅩV4

楯(浮彫) 111Ⅰ7,39,lV29,V2Ⅰ,23,VI

I8･47,50･52,Vil17,25,26,ⅩⅠ3,39

楯式の棒架(浮彫) vl133

棺の孔(門口) Ⅹ111･ⅩlV26

袷田毒男

｢親書西域篠 の批判Jと悦般国の方位｣

一ヽ丁.i

｢吐谷i隼遣使考｣ Ⅹiま58

｢東西交通史における居延についての

:考｣ Ⅹ112

枚本巣- Ⅹ1140

『焼塩笛の研究』 vl13,Vlll-1Ⅹ63,Xll

40L64

絵本徴古館頑健立像 Ⅹ1ⅠⅠ,Ⅰ2

稔本文三郎 ⅩiH,Ⅰ工

｢月文王時代に於ける印度沸教彫像の

研究｣ Ⅹ1.2

｢大同の倫政｣ Ⅹ112

｢沸政 の美術史的研究｣ Ⅹ112,ⅠⅠ

眉(解像)

測線 IV4Ⅰ

稜線 lV40,4Ⅰ

丸瓦+囲瓦

丸彫 1V39,Ⅹ.110,24,26,37

像 対.32

にちかい獅子 IV2Ⅰ

丸彫的な彫法 lV2Ⅰ,42

囲瓦(園瓦営,丸瓦)

(西濁蟹掘) ⅩV工02

『摩討恰煎律』 lV48 (東部壷上) ⅩV95

摩監 vHO,ⅠⅠ,Ⅰ21ⅩVI (洞前登掘) Ⅹv95

(芸門山) ⅩV33 囲瓦(浮彫) x25

69

索 引 恭 一 ミ

陸 1Ⅰ7

苗字 くづしの欄粁(浮彫)iI7･V128,47,

48,vlll-ix32

寓庶路 Ⅹ112

寓年堂(方山) Ⅹvl7,10

ミイラァン贋寺 vi3,Ⅹ119

みづかき vm11Ⅹ9,ⅩHS,Ⅹ1134,36

三つ斗(浮彫) 1Ⅰ9,VII3,工8,22,25,48,

vllI9,ⅩV58

三つ葉

四出文 1Ⅰ9,一V7,9,V24,34

尖扶寵 lVI

パルメット V35,ⅩV58

】蓑つなぎ(唐草)文 iv7,工8,22,V34,

35

未完成の

寵 Ⅹ42･Ⅹ1.28,32,Ⅹli1-Xiv23,26,ⅩV

45,65

工事 Ⅹv15

随遣(洞背後) vl137

石窟(請,潤)iI5･23,25,26,28,32,33,

34'Ⅹ工'3I'33'34'Ⅹ111~XIV39,41'ⅩV

43,48,49,5Ⅰ,58,65,ⅩVII,3･4,5

(下花園) ⅩV34

(聾燥) ⅩV24

(青銅 山) ⅩT3Ⅰ

(龍門) ⅩV20,ⅩVlS

大洞 1Ⅰ5

こ追刻旅烏 xv57

天井(天龍山) Ⅹv27

塔洞 119

部分 Ⅹ111･ⅩlV7,9,43

換像 vlll-1Ⅹ37,38,Ⅹ34,35,ⅩV44,59

足部 Ⅹ114Ⅰ,Ⅹ1i】･Ⅹ1V44

手 さき Ⅹ111･XlV24

頭部 ⅩV48

方柱 115

万柱石 1126,Ⅹ33,XV15

蘇 vlll･lX2Ⅰ

蓮虜 Ⅹ111-Ⅹ1V23,44

未焼成の噂(西部基上) ⅩV97

未爽俳 vl11-1ⅩⅠ

弓爾勘洞 129

弓爾勤菩薩 122

滞助(菩薩)(倭) 1Ⅰ9,11127,3Ⅰ,iv37,V

37,VII8,38,42,Vl12工,25,28,32,Vlll･1Ⅹ

I,2,SIS,10,ⅠⅠ,Ⅰ2,Ⅰ3,20,ⅩS,Ⅰ4,24,

27,37,38,40,41,Ⅹ1日,30,35･36,Ⅹ11

22'32'40

と秤迦,阿滴陀との三価三塁形式 ⅩV

37



雷 同 石 窟 索 引

と碍迦牟尼燐との組合せ vl132

と封間する何かの困線紋 V138

モハメットナ1)出土の vlll･lX II

(龍門) vll1･ixIO,Ⅹ37,ⅩV23

を本尊とする石筒 Ⅹ37

痢助寵 Ⅹ15

滴勤七燐 ⅩvS3

『禰勤上生経』 vlI8

摘執信仰 Ⅹ37

弼散大像 Ⅹ37,38

(安西常備峡) ⅩⅤ ⅠⅠ

滴数洞 】29

5爾勤悌(像) 127

(五峯山) Ⅹv30

と鐸迦,阿弼陀 との 三 尊 像 ⅩV27

(憐崎摩監) Ⅹv3Ⅰ

(葉山) ⅩV27

右手右肩を衣であとか ら患ほった俳 (西

湾) ⅩV6Ⅰ

水蓮(浮彫) 11125

水野清一 v I

｢倍坐菩薩象について｣ vIIS

『芸岡石窟とその時代』 1ii2,4,5,7,

日'Ⅰ3

｢豊岡石満に於ける二三の因縁併｣ ll

42,Ⅹ1163

『芸岡石俳群』 v2

｢冨岡の阿痢陀僕について｣ V-11･ix5,

Xl149

｢開皇二年四面十二寵像に就いて｣vlli-

lX 12

｢逆髪形について｣ i43,Vilュ-1文工7

｢樹一下美人像について｣ V.22

｢徐州石怖寺｣ ⅩV I

｢大同通信｣ ⅩvlZO

｢中国における悌像のはじま り｣lVT4,

vlll-1X 9,ⅩiI,7

｢唐代の俳像彫刻｣ ⅩV27,33

｢年蜘思惟像について｣V122,vui-1ⅩⅠ3,
Ⅹ16

｢鐸邪の饗目について｣ vllS

｢北魂石俳の系譜｣ 11iェo

｢六朝憐散華術における漠代の俸統｣

lV7

水野清一,江上波夫『内蒙古長城地帯』iI

水野清一,長贋敏雄

『響堂山石窟』 150,1134,4Ⅰ'VT,VI

I5,56,vlll-1Ⅹ3,46,Ⅹ5,1Ⅰ,ⅩV86

『龍門石窟の研究』 i45,52,1i4Ⅰ,VI,

32,46,vl15,56,vl152,Vュil-1Ⅹ5'IOヶ

18,Ⅹ2,3,4,5,S,9,10,23,26,28,37'

38,48,Ⅹ18,70,Ⅹil'lXrVL7,Ⅰ5'16,20,

24,86

水野清一,日此野丈夫 『山西古鏡志』 ⅩV

25

水を運ぶバラモン(浮彫) Xv55

額敦的経典 Ⅹlii-Ⅹiv6

甫響堂山-響堂山石矯

耳かざ り(浮彫) 1130

耳環(浮彫) 1113Ⅰ

妙明云云の文字のある墓塔(壷上) ll3

民間侶㌧仰 Ⅹ1Ⅰ

民間神岡の贋止(北魂) jll2

民戸の粗願(北魂) Ⅹ 1

民国九年(1920)重修芸岡石俳碑 (第九

洞) 1i5,1i金石鉄 26

民国十七年(1928)｢生荷再造｣の届額(質

五洞) 1i9

属国の三額(洞前悌閣) lliIS

明清時代 i15

明代 1日,2,4,9,I8

以後の大同 110,Ⅹ17

重修碑 114

右肩(柄窓寺) ⅩvI3

土城(姦上の鏡城) Xv4Ⅰ'47

ム

ムウガ,1ッカ(墓醜)本生談 ivI8,38

ムクワン(務桓) ii16

ムザ ル ト河 vl3

ムニエ(Metm16,J),Shotol'aklV2'5'10,

vlll-1Ⅹ2,4,II'Ⅰ3'59'Ⅹ19

ムl)ガシイルシア(厘頭焚志) vlll･1Ⅹ63

無寵の小像 Ⅹ1132

無蝦和佃の嘉塔(茎上) i.3

無地の光背(国光,翠身光) ll20,VI6,Ⅹ

39

無京巌 vlll-1Ⅹ14

無頭髪(形式) Ⅹ11Ⅰ4

(アク･テレク塑像) ⅩllI4

(キジィJL,壁窟像) Ⅹ1iI4

(高呂塑像) Ⅹ.IⅠ3

(中央アジア俳像) Ⅹ11Ⅰ4

(ツムシュク永遠燐) Ⅹ1113

(バァミヤァン壁音便) Ⅹ1114

(ラワク塑像) ⅩliI4

無憂樹 vlli-1x2

無量功徳安定厳土 139

無量幕僻の大儀(棲霞山) ⅩⅤ I

胸飾(浮彫) jliI7

秩(浮彫) VHS,22,25,48,vli19

棟(洞前悌閤) 125,VllII

棟木(洞前燐閣)

の通ったやうな水平a)あと(外壁)134,

70

Ⅹ】33

をさしこんだ孔(外壁) Ⅹ11i･Ⅹ1Vエ3

礁札(下華厳寺薄伽教赦) i36

村 田治郎

｢阿育主柱の様式的考察｣ iI9

『支部の俳堵』 i33

メ

メディア人 vi 三Ⅰ

メトロポlJタン博 物館痕交脚菩薩像

(所属不明) Ⅹ13Ⅰ

(第十五A洞) Ⅹ130

名積石山 ⅩⅤⅠ3

明光帝(北貌) 111i,4,5,Ⅹ1Ⅰ49Ⅹiii-xiv

I,2

明仲嘩 ⅩⅤ 工

明後君恰紹-僧紹

明帝(漢) li12,Ⅹ1Ⅰ

明帝(魂) Ⅹ13

明堂(北貌平城) iS

明徳(倍) Ⅹv33

鳴沙山 Xv4

銘記(変積山第133洞) ⅩⅤⅠ6

銘宙 ⅩⅠ5,I7,25,29,4Ⅰ,Ⅹi20,24,26,

35,36

扶額最中の ⅩV45

方形の Ⅹ40

文字のない xv55

珍 しい装飾意匠 Ⅹ】30

面貌(悌像) Ⅹin-Ⅹiv4I

モ

モオラァーモラァ ドゥの塑像 Ⅹii6

モチイブ(中国古木の) Ⅹ1iI4

モ-メットサ l)出土弼勧立像 viii-1Ⅹ ⅠⅠ

モンゴル旗 (人) i14,1115,ⅩV I02

もすそ(解像) 11Ⅰ8,29

もとの岩壁の基部(石窟) ⅩV93

もとの平面(石矯) Ⅹ1ii-xiv3Ⅰ

もりあがった弘だ(俳像) xiii･Ⅹiv36,42

特殊な(J<ァミヤァン) vlS

密着式の Ⅹ111･Ⅹiv42

もろい暦(石窟) Ⅹ111･Ⅹ1V31,ⅩV41

荘重連達意阿修羅壬 vlll-ixI9

模範となった粉本(雲間さ豊像) iv40

裳かけ塵 11Ⅰ5,29,Ⅹ3,4,22,23,28,Ⅹ111-

xIV28

蒙孟(法男の子) 1115

墓石高原 iI,2

蒙文経の版木 114



蒙文碑(第五洞鮪閣) 1.9

網綬相 vlli-lX59,Ⅹ1165,Xili･xIV72

大材(補張糊) Ⅹi128

木質(明窓小孔内) Ⅹ2I

l木i二lT

前席(変横山) ⅩV工5

天井(洞繍悌閣) ivI7,t9

契桁(前室建築) 1VI7

ひさし(カ7ル 1)イ) vi7

木造架構(木材架構,木造棒架,大迫雄設)

(外壁) 134,ⅩⅠ3

(百lJ-童) vS

(塔柱澗粁) 123

(洞内) 11137

薬孔(外壁) vlI5

大迫架構式

廻廊(浮彫) 11137

門 口(浮彫) vl工S,vllI7,33

木造形の塔-水道式塔形

木造建築(榛閣)

前室の vS

(敦燈) ⅩV IO

中軸 の V145,46,52,53

洞前の 1Ⅰ3,i12,9,ivI7,Ⅰ8,38,v5,

7†VllH,Ⅹ42,Ⅹiii-ⅩivT3,3工

(西樽) ⅩV60

北貌時代の vi22

を模倣する傾向(イン7I) vII2

木造建築意匠(石窟) V147,Vll36

木造建築的(風)

石窟形式 vlIZ

壁面構成(右肩) vl47

太造式(形,風)

大門 v147

塔形 iI7,2Ⅰ,11123,V148,49,Vlll･lX

22'Ⅹ12024

塔柱 125,29,li138,ⅩvjI8,65

大法斗技をまねた軒 ぐみ(響堂山)ⅩV29

木造塔(浮彫)十大i豊式塔形

大造俳(ツムシュク) ⅩilI3

木造をかた どった軒かざ り iii37

大家

と瓦とを含んだ黒褐色土層(洞前費掘)

XV95

を含んだ焼土暦(洞前蓉掘) Xv93

太彫(｡ウラン) lV8,10,V34,35

持去会り天井-三角持途 b天井

物語風の

浮彫 1V38,vliI7

固僕 vi37

表≡現 V9'Vl19

森厳三 ｢鄭道元｣ i4

文字の73:い銘直 ⅩV55

文殊菩薩(文殊師利) i16,20,il123,1V

33,V24,Vl】1･ixT2,Ⅰ4,Ⅹ21,38,Ⅹili･Ⅹiv

28

と維庫の封間像-→維摩文殊封間像

賓冠 11123

文殊菩薩洞(第十三洞) li5

『文選』怨四三(劉孝検量答株陵詔書)Ⅹ1111

Ⅹ1VIO

文様装飾(石環) 1V I

門 口

アアチ 125livI8,19,29,V10,ViI8,

vl133,Vlll･1Ⅹ2Ⅰ,ⅩⅠ3,Ⅹ134,Xi128,

索 引 ミー ユ

槍(音字彫) vi133

LiI

U字形のゑ り(解像) Ⅹ27

『康子山薬』 ⅩvI6

康信 Xv16

稔林苛(安西寓隣峡) ⅩV工0

輸入要素(西方か らの) Ⅹ1日4,Ⅰ5

維摩(J古土) 1Ⅰ6,11123,1V33,V24'

Zr,Ⅹ111･Ⅹ1V12,28

Ⅹ111･Ⅹ1VI3,22,26, ⅩV44,48,49,53, 経度(居士),文殊(菩薩)

55'57

石階 Ⅹ1.17

門静(i苧彫) lr日7,39

蓮華の vlIS,52,VilI7,26

門赫(操) Ills,Ⅰ5,20,11iT7,39,1VI9,

40,V IO,VII8,33,43,V･lI7,37,vi1.I

1ⅩTS,Ⅰ9,40,ⅩI3'42'Ⅹ134ゥⅩ11Ⅰ2

門閥貴族剃 111日

ヤ

ヤクシャ(薬叉) V143,Vlil-ixIS,I7,Ⅰ9,

2D

か ら韓化 した童子 vll】-1Ⅹ17

塔(形)をになふ vlll･1Ⅹ工9

粟をさ しげる vlll･1Ⅹ20

ヤクシャ(粟叉)紳王(紳終) v111-1ⅩⅠ9

ヤシア(耶舎) lV27

長詩信(浮彫) 1V38,vl17

ヤシアダプタ(邪馨三言多) illIO,Ⅹ1Ⅰ6

ヤショダラァ妃 i1124,V17

夜学思惟(浮彫) vi17,8

耶奪遺多-トヤシアダプタ

屋根(浮彫) viI8,25,29,3Ⅰ･47,VllI9,

26,viil･1Ⅹ26,38,ⅩZ3-,29

屋根(洞前建築) viュll

勾配 vi131

つ くりTW.し viii･1Ⅹ3Ⅰ

薬師併 v lll･lX4,5

薬師瑠璃光俳の文字(第十一洞)

Vlll･1Ⅹ5

葵 叉紳照一トヤクシャ紳主

薬隣(北貌平城) i8

詩経(轟飛姪) vi45,Ⅹ111･Ⅹ1V4,5,IO

と造清との関係 Ⅹ1111ⅩlV5

躍動する天人 vB

苗(浮彫) vI2

大和給の Hひきめ" iv4工

山内啓賊 V 2

山形e)

飾(資冠浮 彫) vlil･1XIS

7Ⅰ

野間 vm-1ⅩT3

野間禽 120,11Ⅰ4,ⅩVI3

封開放 1121,11123,iv33,38,vilュ-ix

I2,Ⅹ120,ⅩVI3,48,5Ⅰ,52

『鮮摩詰f;rr読経』 iI6,39,1V38,V24,V1

66,vilュ-1ⅩⅠ2

｢友太｣題記(第三十三洞) 11金石錬8

有賀天使(ミイラァン壁番) Ⅹ119

｢邑子｣等竣字(第十三洞) 11金石鋲 4

邑師 vu 1･1Ⅹ49

溝石併寺記(第六洞) liヰ,il金石鏡 25

溶明根 11146

進入題記 113

進南口年(1314:-21)遊記(第四洞) ii金

石錬 7

監察御免朱廷朝題詩(第-洞)il金石鏡
ヾ

至元口年 (1264-94)遊記 (第三十三洞)

11金石錬 7

室Ej六年(1269)遊記(第三十三洞) 1】

金石錬 8

至元十三年(1276)題記(第三十三洞)ll

金石鍍8

至元二十三年(1286)遊記(第三十三洞)

il金石鍍 7

至元二十四年(1287)遊記(第三十三洞)

li金石録 7

泰昌元年 (1620)遊記(第六洞) ll4'11

金石録 6

｢大土仁君｣蓬百記 (第三十三洞) il金石

鍍8

大徳□年(1297-1305)遊記 (第三十三

洞) 11金石録 8

大穂五年(1301)遊記(第三十三洞) ii

金石錐7

(第二洞) ii金石録8

｢方寸｣題記 (第三十三洞) il金石故 8

｢友太｣題記(第三十三洞) il金石銀8

遊牧民(鮮卑族) lli5

遊牧民族の王朝(遼) i35

床(石窟) viI5,22,25,33,V1126,vlli･lX



雲 間石 窟 索引

2Ⅰ,30,Ⅹ125,35,36,Ⅹ11Ⅰ8,29,39

オ 7)ジナJL,患(創竜骨時の) vi163

亀甲焚,運筆文(龍門) V156

装飾 vli3Ⅰ

未完成の vlll-ix2エ

弓央 (浮彫) VllⅠ7,Vl1111X工9

ヨ

ヨトカン

塑像 lVS

廃寺 vi3

四つ葉のパルメット IV32

輿願の印(手相) V28,vlli･1Ⅹ8

輿 11i25

羊水 16

洋河 12,ⅩV34

揚子江流域 111I

陽高 12,liヰ

陽方 口 12

楊契丹 vli3,5

楊意之 vl13

楊街之 Ⅹv20

楊仙喬 vli3

楊庭光 vl13

‡客筋 (石窟)

Ⅰ8,24

醇岩裏地 1:

腰鎧 (浮彫)

腰鼓 (浮彫)

踊躍する

保儒(濠)

武人(像)

様式上の

-一致 (沸寵)

1V20'24'27'V I工,Ⅰ2'Ⅰ4'

V IO

112Ⅰ,lV22,Vr2,21,V128

vu 3Ⅰ,Vilト1Ⅹ20

ill27

Xl122

大要…革(中国文化) Ⅹ11Ⅰ5

校式襲逼(俳優) ill II

客(石窟) liヰ

客づ くりの

住居(石窟内) Ⅹv47

西上宿(右隣寺) ll2

理路(ガァランド,花縄)(浮彫) 118,111

25,28,1V47,VI2,V143,VllI7,23,

26,ⅩI4,Ⅰ7,25,40,Ⅹi24,26,27,Ⅹ11

36,xv4I

固扶 (龍門) xv23

かざ りをもたぬ菩薩像 135

蜜は､ざ り V111-1ⅩⅠ5

化生列(化生理路帯) lil22,24

帯 vlI8

耳かぎ り vlll-1ⅩⅠ5

点朗岡 vlll･1Ⅹ Ⅰ工,32,34,35,Ⅹ29

をかざった寵 vi27

をもった化生 il8,1-122,24,29,Vl126

をもった天人(飛天) vi40,ⅩⅠ5,Ⅰ7,

19

欲界天子 v166

雲冠 (浮彫) V3Ⅰ,Viil･ixIS

翼状の裳のはし(俳像) Ⅹ8,28

翼部のない楯扶蘇 V2Ⅰ,24

翼廊(カァル lJイ塔廟窟) V17,8

横穴石室某(四川寓願) V145

桂帯状の固像帯 V9

校ひろ長方形の石窟平面(天梯山) Ⅹv II

横笛(浮彫) ii2T,iv20,22'29'VI2,2I

吉川逸冶｢ショ トラックの蓉掘｣ Ⅹ114

瀬田太三郎 V 2

米田美代治 v 2

堤(浮彫) 11117,V I〇

四段の列孔(ふきはなし前室) Y5

四百年代初頭の北貌像 Ⅹ1Ⅰ4

ラ

ラァプラ(羅眼点糾 V125,4Ⅰ,Vlll-ix4,

Ⅹ111~Ⅹ1V17

因縁(浮彫) V144,Vi18,xv52,57

割面(父子初見)(浮彫)vlZ5'vu 8,v l l l ･

1こ冗4

ラウドラァクシア(牛皮叉)闘聖変相 (敬

煙西千併洞) ⅩvIO

ラホウル博物館萩豊漁 vl1111ⅩⅠⅠ

ラルティグ(LaltlgueJ ),セガラン (Sega-

1en7V.),ヴォァザ ン (VoISlnS,G),illis･

sionarcliolog7qと{ee71Chins v145,Vlll･

･Ⅹ60,ⅩvI9

ラワタ塔婆 Ⅹ118,IC,ⅠⅠ

建立年代 lV6,Ⅹ118

五鉄鎖 IV6

塑像 1V6,8,Ⅹ115,Ⅹ118,9,Ⅰ4

裸形

童子(保儒) vl166

力士像 11iI7

螺髪兜∃三 1Ⅰ6

螺貝(浮彫) ii21,1V29

螺髪 (解像) 1.Ⅰ8,V138,vlll11Ⅹ9

(カタラク) Ⅹ11Ⅰ4

(カニシカ64年坐俳) Ⅹ117

(グ ブタ式) x1-8,13

(後期ガングァラ) Ⅹ】i7,Ⅰ3

(ジャマアルプル悌立像) Ⅹ117

省略形 Ⅹ1iI4

(大安諸石憐) Ⅹ1Ⅰ7

(中央アジア) ⅩllI3

(マツラァ派悌像) Ⅹ117,8,13

凝云 Ⅹ111-Ⅹ1V51

羅漠 ュ.i29,32,Vl】i-.x2,Ⅰ7,Ⅹ1137,40

(龍門) Ⅹvz3,24

72

(重巌寺澄明寵) ⅩV30

/%漠洞石清 ⅩV3,Ⅰ8

誰膳阿修羅王 vill-ixI9

羅膜題-->ラァプラ

羅振玉『盲明若芽圃鋒』 Ⅹi42

凝網-→琴蜂,羅網

襟源 1Ⅰ

電文 (腰周青銅器) lVI3

紹拝

所司堂 viI

像(インド) vli6

割象 1V40,Viュ

(インド) v18

両豊辞物中心の建造 (インド) vi7

浸水 (桑乾河) 16,8
洛都の経費(北魂) Ⅹ I

洛陽 vI,ⅩV4

八風谷の黒石 i9

洛陽(漢,鉄管) ヌilIS,ⅩV20

洛陽 (魂) Ⅹ13

洛陽(育) 118

洛陽 (隔) ⅩV36

洛陽(北醜) Ⅹ),ⅩV20,63

建設 Ⅹ I

遥都 18,9,10,33'111Ⅰ'r2'Ⅰ3,Ⅹ Ⅰ,

IO,4Ⅰ,ⅩV20,68,Ⅹvi工,5,10

以後の作 Ⅹ146,ⅩliI8,ⅩV63

富岡石清さ豊皆への影響 ⅩI

ごろの閉塞 (義解) ⅩV34

前後の寵形式 Ⅹ144

前後の製作 Ⅹ145

『洛陽伽藍記』 Ⅹv56

巻四 xv20

奄五 x,16,Ⅹv56

洛陽宮(北貌平城) 18

洛陽f除 ⅩvI9

洛陽時代 (北魂) lliI3,ⅩⅠ

洛陽文化 (北貌) Ⅹ4

絡縄文 vl26,28,49,50,Vl】22

焚侍 xv4

欄粁 (形) vlI7,27,28,vl123

か らみおろす奏二禦天人 iv2I,V12

と蓮華按 との結合 (インド) jv I

をもったパルコン(中央アジア壁蕎)iv

3

欄楯

インド苗代源 の vl16

(カァル 1)イ) vi7

(コングァネ) Ⅴ-8

にか くれた杜身 (キジィル) v32

(バァルフウト) V-1S

固形飾 lV2

蘭州 XvIS



7bl,フ ィ ル lV29

龍洞寺龍洞 xvI,3,3Ⅰ,36

玉食寵 Ⅹv37

書評ヨ期の光背 Ⅹ26

龍門時代(北委屯) 冗lO

龍門石窟 illH 3,Ⅹill･ⅩlV7,ⅩV3,19-

24,35,36

延 昌像 Ⅹv52

かけも Ⅹ5

看経書洞 ⅩV24

数字洞 - 23,29

正光,孝員年間(520-8)の燐像 Ⅹv23

天井の飛天 ⅩⅠⅠ
菩薩天衣 xS

本尊のかけも Ⅹ4

本聾の衣 x5

意燈洞 Ⅹv24

敬羊寺洞 Ⅹv37

苗陽洞 iv2,ⅩVI6,20,23

ガンダァラの俸統 iv 2

開整 Ⅹ4

千俳 Ⅹ38

尖妖額の刻苗 ⅩIO

鐸定形坐俳 x4

太卸末,景明初の製作 Ⅹ4Ⅰ

太和末,景明の菩薩像 ⅩⅤⅠ5

第八洞株式 Ⅹ2

柱頭飾 v32

菩薩像 Ⅹ8

本尊 Ⅹ4

滴勧像(交脚菩薩) vill･ixIO,I37

粟師俳 vlii･1二g5

盲腸洞,葉隠洞,蓮華洞の専政窟 ⅩV37

光背 Ⅹ28

石刻文 ⅩvZ4

潜渓寺洞 Ⅹv37

造営 ⅩIO

初期 Ⅹv68

造替監督(王質) ⅩV20

遣使記 Xv24

リ

11キビ(力紋) 1116

李允信 ⅩvI6

李沖 11,46,Ⅹ1

李雄 ll18
離垢地菩薩洞(第十二洞) ll5

力士(像) 112王,Vユi26,vlli-】Ⅹ33,Ⅹ24,

ⅩV44R49,5Ⅰゥ52'53'55'37'59

(霊門 山) Ⅹv33

(義解) ⅩV34

(天龍山) ⅩV25

(巴中南条山) ⅩⅤ19

裸形の 11日 7

(育巨門) Ⅹv24

:六朝末の希風 vi12

『六朝陵墓調査報骨』 ivlI

正金像 (英の孫肺 に駄上 された) Ⅹ13

TL矧 的層位 1VI9

立件 vl汁1ⅩⅠ

流蘇 1 17

劉淵 lli8

割休賓 Ⅹ111-XIVIO

劉玄意 Ⅹ111･Ⅹ1V4,6,10
劉孝標 (劉峻) Ⅹ1il-XrV4,6,10

南京亡命 Ⅹ11】-ⅩlVIO
劉鴫 1i16,8

劉唆-劉孝棟

劉鴫 1118

劉隣 ⅩV20

劉敦格,契恩威,林微音 ｢雲岡石窟中研表

現的北親建築｣ lib,ⅩV99

劉復｢新嘉量之校量及推算｣ Ⅹill･Ⅹ呈V2,7

鶴(龍蛇)(形) V36,vlll･1ⅩIS,Ⅹ11日

イン ドの iI9,V36,vl45

漠,貌以束 の 1V29

扶端の 12Ⅰ,11i24,29,32,1V22,23,

29･33'VIS,エ6,2I,36,vlI6,Ⅰ7,33,

45, Vl134,Vlll-ixIS

耕梁の lV29,VI5,2Ⅰ,36,vlI7,Vlll一 大和十九年(4=95)の紀年 ⅩV20,24

】Ⅹ15 第八洞式休漁 Ⅹ3

LLr麻形中の = 9,23,V.27,28,45,Vil 第十四洞 ⅩV27

Ⅰ7723,Vili-1Ⅹ37,ⅩV58

中国盲衆 の iI9,Vi50

龍脚(】苧彫) ll18,20

龍虎(形) vi45
中国式の lVI4

龍輿寺の八王分舎利(壁窟) V-i3

龍山石窟 ⅩV工

龍樹(菩薩) vi65,66,Ⅹili-XIV4

問答緑 vi44

青巨蛇-龍形

龍頭(浮彫) iI7,Viii･1Ⅹ30

菩薩天衣 Ⅹ8

本蜜 ⅩV4,5

調査 vl,3

唐窟(唐代石窟) ⅩV20,24

東山の ⅩV9

特色 で1123

寅珠形頭光 Ⅹ9

唐芋洞 Ⅹv23

洞外拭顧 Xv37

特色 Ⅹv23

二併並坐故 V】lillⅩI
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寓併洞 Ⅹv37

飛天 Ⅹ25

賓陽三洞(北,･fz,甫洞) ⅩV20

工事 Ⅹill･Ⅹiv7

造営 xv20

賓陽中洞一葉陽洞

葉隠洞(賓陽中洞) ⅩV20,23

供養者行列僚 ⅩvZS

光背 Ⅹ26

皇帝 (僚) Ⅹ3

皇蘇 皇后供養像 Ⅹv23

三尊形式 vill･1Ⅹ3

造営期間と人数 Ⅹvi5

天井飛天 Ⅹュ〇

本専 Ⅹ4,5

床 vIIS

床の虫甲丸 蓮華文 vi56

葉隠南洞 ⅩV20,36

宴陽北洞 Ⅹv20

千頂の石環 vx24

補修 Ⅹ4

菩薩像 xv24

方形の石窟 ⅩV23

方形千僧の石窟 ⅩV24

放棄 された大石希工事 ⅩvZ0

奉兜寺洞 xv37

岩壁 Xvzo

進達期間 Ⅹvl5

大屋合邦悌 xv20,24,36

北淡希 Ⅹ4,43,ⅩV20,24,54

構造 Ⅹv23

飛天 ⅩIO

葺珠形頭光 Ⅹ9

北朝像 ⅩV30

北規様式 x4

裳かけ塵 Ⅹ4

薬方洞 Ⅹv23,36

羅鼓洞 ⅩV37

拓哉姦三洞(jb,早,南洞) ⅩV24

措鼓壷中洞 Ⅹv24

霧億洞 xv24

蓮華洞 Ⅹv23

かけも Ⅹ4

五卑形式 v43

天井飛天 Ⅹ工0

菩薩の天衣 Ⅹ8

龍門様式(式) illIl,I3,45,Ⅹ4,5,II,

Ⅹv38

かけも Ⅹ5

(輩,%) ⅩV25

造像 vii36

(天梯 山) ⅩⅤⅠ3

像 xv65

彫刻 vi19



雲 間 石 窟 索 引

(天龍山) Ⅹv27

にちかい手法 Ⅹi46

波状頭髪 1130

(変横山) ⅩvI6

服装 ⅩvSZ

北銀牌 Ⅹ5

育芭らしい動物文枝 Ⅹ129

龍 らしいものく浮彫) ⅩV55

良質石材の蔵人(脆弱部) Ⅹ111･ⅩlVI7

良質土器(八蘇木地) ⅩvIO3

開襟の鬼潤な着物(備像) iv33

菩薩像 i35,Viii11Ⅹ29

木造建築物(洞前) Ⅹ42

蜜芝雲 Ⅹ111･Ⅹiv62

蓮華囲瓦鷺 vli63

遼金元時代 i15

遮金時代 iI

以後の土器片(八蘇木地) ⅩvIO3

瓦片(土城柑) Ⅹvl7

大同 lIO

土城 (土塊村) Ⅹv17

『遼史』巻一九 (輿宗紀) i35

両肩を衣が別 至ひ,一方の衣端が 左腕 に 遼東 1I

か ｣り,わきに払ろがる式(併像)vl47 遼寧省 ⅩV35

両君様式 Ⅹ114

き京州 111IO,V37,XII4,ⅩliI,2,Ⅹ111･ⅩlV

4'ⅠⅠ'ⅩⅤ ⅠⅠ

刺史 illS,Ⅹ】1Ⅰ

併教美術の平城移持 Ⅹ11工,3

隣教文化 Ⅹ.12

涼州人の平城移住 Ⅹ11--ⅩlV3

至京州石窟 ⅩvII,35

亨京州文′化

瑛化された 11i工○

平城移植 Ⅹ111-Ⅹ1V3

号京土 illT○

契一契(は り)

衆恩威,林磯育,劉敦禎 ｢雲間石窟中所表

現的北親建築｣ 116,ⅩV99

『薬害』 V34,56

衆征伐の企圃(北重患) ⅩI

稜角的な顎 (俳優) 1130

枚の立った浮彫 (獅子僚) vI6

領巾(浮彫) vlli･lXI7,XS,IO

遼(契丹)(遼代) 135,Vlll･1Ⅹ29,3Ⅰ,Ⅹ42

遺構 136,ⅩV99

芸形 Ⅹ111-Ⅹiv64

瓦噂 (洞内,洞前蓉掘) =3,36,vl159

瓦(瓦首)(洞前馨掘) vii62,ⅩV95

建築の大復留(石俳寺) i17

彩色(石窟) 】i6,Ⅹ11i･Ⅹ.v24

戯画瓦常(龍神廟費掘) ⅩV98

西京(大同) 116

埼 (洞内,洞前蓉掘) vl163,Ⅹ.1i-ⅩlV32,

42'XV92･93

樽床 (洞内,洞前) V1168,vlll-1Ⅹ3Ⅰ,ⅩV

9I,92,95

造営(石窟) 126,27,Vl】111Ⅹ38,67

造建設 (第三洞) 136

造像詮 (第三洞) 135

追加(像) vlll･1Ⅹ29

乎瓦骨 vu 59162･63

復興 (石競) 114,6,7

沸教興隆 116

俳優様式 135

朝陽麻 ⅩV34

遼陽

漢代壁番の帳幕 v36

蛋鷺山詮漁の二W,並坐俊 11145

椋和瓦(西部壷上) ⅩV97,98

林磯育,梁恩威,劉敦桟 ｢雲岡石窟中析表

現的北魂建築｣ 116,ⅩV99

輪形 11124

輪相(手相) Ⅹ】9

臨韓,%鄭鎖(河南) ⅩV25,27

臨泉宮(方山) Ⅹvi工2

臨挑 1Ⅰ

ル

ル･コック(LeCot,A Yon)

Chotsc770. Vll42

DieBuddhis触 heSpatα1-likeinMl'llel･

asi67も･ lV50,Vllil1X4,9'Ⅰ3'Ⅹ17Ⅰ'

Ⅹ1iI4

ルーコック (LeCoq,A･Yon),ヴァル トシュ

ミット(Waldsehmldt,E･),DieBuddhiSli･

SeheSp(uanlL'ke･ vill-]'XIO

ルムビエイ園の降誕 (浮彫) il132,Vi12,

ゾ

ルムピエイ園 より象の背で都城 に蘇 る

(浮彫) i1.32

虞合邦擁 Ⅹ1140

(霊山) Xv27

(龍門) Ⅹv20,24,36

累頭山 16

レ

レ状の衣文断面 iv42

例外的な猫尊の菩薩立像 vlli･ixIO

腐壇(大同城外) Ⅹvl8

震覚 ⅩV24

茎巌寺 i17,ⅩV20,30

窓庭寺澄明寓 ⅩV3,30

憂巌寺洞(第三洞) i15
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璽丘 ⅩV33,34

富邸願 ⅩV33

重光寺 (冨岡十寺) T13

霊芝芸 Ⅹ1111XIV24･62

盗泉富 i9
宝帝 (後漢) Ⅹi2

霊夢托胎 vl15

蟹繭 ⅩV27,29

丙の足(八蘇太地) Ⅹv IO3

歴城願 ⅩV30,3Ⅰ

『歴代名書記』

巻三 Ⅴユ13

巻五 133

磯岩

玉門系の ⅩT4

(中国石窟) Ⅹv35

(天梯山) Ⅹvl3

(敦燈) vi3

穣岩石箱 ⅩV3S

裸暦(洞前憩掘) vli63

鄭道元 14,8,ⅩvI3･34,ⅩViIO

列孔 (ふきはなし前室壁面) V5

『列仙停』 lV7
列柱 vIII,Ⅰ3,75,26,27,28,43,45,47,

48,50,53,Vil工3,23,Viil-1二丈20,2工,3Ⅰ,

39･XII9

(ア ジャンクァ) vip

(インド) vlI2

(インド･ヴィ-アラ洞) vl8,9

(カァル 1)イ塔廟窟) V.7,8

(響堂山) ⅩV29

(コングァネ･ヴィ-アラ洞) vl8

(サンチイ) viIO

(シルカップD寺院) vlIO

(中国石窟) ⅩV37

ふきはなしの vH 3,45

列柱かざ りの外壁(変横山) ⅩvI6

列柱箱 ⅩV15

連環妖唐草文一環つ急ぎ唐草文

連珠文 1V3,VII8,vl166,Ⅹ22,23,30,

Ⅹ115'9,271Ⅹ111~ⅩlV32

サッサァン系の Ⅹ11Ⅰ3

煉瓦づみの塀 (ラワク塔婆) Ⅹii8

蓮華(浮彫) vi1ト1ⅩⅠ4,Xlll-ⅩlV34,36,37

重の長い V9

側面形の(奈良,%新山古墳出土鏡) Ⅹ1

4

菅 lV35,V111-ixI5

花束 V20,24･34

年開きの V152

蓮華扶(蓮雛形尖洪) 1VIV17

蓮華座一十蓮座

蓮華手菩薩 vl】1-1Ⅹ14,Ⅹ17

(長野,%龍正村出土鏡) Xi5



蓮華のや う在花邦字(形)(勝光二年金銅悌

壷屋) ⅩlIO

蓮華扶塵(蓮践)-蓮慮

蓮華文 lV7,V34,V152

(インド) 1V7

正四角の 1V8

前庭岩床の vlI5,VllI2,37,59,63'
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二重の 112Ⅰ

⊂コ

ウラン ド(Rowland,B) ⅩllS

A BemSed Chronologyoftiandhかa

Se,ulplure･ lV4I

aandh諒raandLazeA7もtigueArt･ⅩiI5

TheWcdl-pamiingsofIndia,Cenlrat

AstαandCeyton･ V川-1ⅩⅠ工

雑がとが り,もりあがった二つの肉より ロウランの太彫 iv8,10

なる lVア

蓮華門静 viI8,vllZ7,26

蓮座(蓮華座,運践) lV6,V34

(岡rlJ願庄村古墳.LH土童完) Ⅹ16

(正始元年鏡) Ⅹ15

(太平虞君四年金銅像) xlI5

(奈良麻新ILl古墳田土鏡) Ⅹ14

(長野厭離丘利LLi土重義) Ⅹ】6

未完成の Ⅹ⊥11-Ⅹ1､r23,44

連枝(浮彫) ⅩvSS

(奈良,%新山古墳田土鏡) Ⅹ14

(長野,%龍丘村桝土鏡) Ⅹ15,6

運上他生 1Ⅰ77llT3･VI9,V143,48,vl1

26,vlli-1Ⅹ17,Ⅹ23

運鉄--･+蓮盛

運難字瓦常

(古城村) Ⅹvl7

(西部基上) ⅩV97,98

(西梁) Ⅹ､fIOI

(自体寡) xvlI2

遼代の vl163

蓮却音形の

圭買(浮彫) vl.i-ユⅩ15

嬰身光 122

尖扶 (カァJL,ljイ) V17

襲琳背 (帯状の蓮雛文) 1V8,10,V34

(アジャンクァ) vl9

重婚文 1V9,V34,V149

芸岡猫特の iv8

帯状の一葉鱒背

肉のもりあがった(中央アジア) iv8

二つに在った(インド) 1V8

まるい(キジィル,クムトラ) 1VS

アカンサス装飾の撃化 V35

正蓮華丈 v34

ロオマ後期の彫刻 Ⅹ⊥112

ロッシング-バック--+バック

ロブーノォル vl3

ロマス-1)シ洞(バラァパル丘) vlIO,12

TIT)ヤァン-タンガイ

三尊吸寵 V 44

年掛像 vu1-1ⅩⅠ5

路昭皇太后 Ⅹv78

魯誹二葉 113,ⅩV60

底稜伽 vl13

遭水 の胡 1112

露天の大憐 lII,Xlll-XIV3Ⅰ

露盤 11132,Ⅹ25

老子,浮暦 のまつ わ(後漠) lVI3

老語粁寄越胡璽公(法典) 1114,5

老女(級)-魔女

老人(像) ili25,1V23,27

老茄 .1iIZ

老年相 (老相) ll2⊂′,11129,Ⅹ1]AII,37

老幼の別(天人故) V111-1ⅩⅠ7

｢老李白願｣造像記 (第二十七洞)11金石録

5'ⅩV24'45

楼閣(浮彫)(長野願寵丘村出土鏡) Ⅹ16

楼閣(洞前)-洞前併開

棲煩 16

院西の地 ⅩvIS

六牙の白象 vl17

による託胎(敦蛙壁墓) vl12

六鎖e)反乱 11i工2

六天供葦 のパネル V13Ⅰ

『六度薬歴』 vl142

番四 lV44
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懇五 V]60

省八 vl135

鹿野苑 (ム')ガダァウァ) iv27,38,ⅩV55

初穂法輪 (浮彫) 11124･Vl18,vlll-1Ⅹ32

説法 (浮彫) vl18

浮固(北醜平城) 18

ワ

わ りつけ設計(石篇壁画) Ⅹ33

わるい岩質 (石篇) Ⅹ111･Ⅹ1V34,XV63

Y字形の瓦

(西冊田) Ⅹv98

(東部基上) Ⅹv98

和田新『イーラ-ン整術遠路』 vH Ⅰ

和平元年 (460)併銅板 Ⅹ1Ⅰ7

天蓋 lV I4

和平四年 (463)の詔 11i 工Ⅰ

和平,皇輿 (460-71)の造建 (石窟) ⅩV13

和音EE(遼寧省朝陽願) ⅩV34

和林長保 14

輪棲 (木製)(カァル l)イ塔廟清) vl7

輪つ急ぎ唐草文-+窟つなぎ唐草文

書買つなぎ唐草文 (連環猷唐草文) 】1124,

V35,V150,V･126,33,Ⅹ13,24,39,Ⅹ111-

Ⅹ1V32

禽獣形をとも在った 1]iI7

縦形一 ViSo

三つ葉- iv7,Ⅰ8･22,V34,35

若々しい人物像 1V 27

脇侍形式 vi42

脇侍の立像 V111-1ⅩⅠ3

脇侍菩薩 vlil-1Ⅹ12

手 vlll-ixI5

年蜘像-平助像

立像 vlil･1Ⅹ Ⅰ2

湧水 Ⅹ】127

梶のや う73:ほりこみ Xill-エーV15

藁のはいった特 別の噂 (西滞客祉側壁)

ⅩⅤⅠ⊂)2

旗手文瓦督

(興宮屯) ⅩVIO2

(北紺) Ⅹvi 8

轡曲した二手天井 (中国石塔) Xv37


